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輻ま じ め`こ

近 年 、 情 報 化 社 会 の 進 展 は 、 地 域 に お け る 情 報 の 格 差 是 正 を 促 し、 各 所 に お い て 情 報 基

盤 の 整 備 、 情 報 利 用 の 高 度 化 が 促 進 さ れ つ つ あ る。

財 団 法 人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 に お い て は 、 昭 和54年 度 か ら昭 和58年 度 の5カ 年 に

わ た り、 地 域 情 報 拠 点 の 育 成 事 業 を 実 施 し、 地 域 デ ー タ の 整 備 、 ク リア リ ン グ機 能 の 形 成 、

デ ー タ 交 換 利 用 を 中 心 に 地 域 情 報 化 の 基 盤 整 備 を 推 進 して きた 。 ま た 、 昭 和59年 度 か ら

昭 和61年 度 の3カ 年 に か け て 、 地 域 内 オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ー クに よ る情 報 流 通 シス テ

ム に 関 す る調 査 研 究 事 業 を 実 施 し、 地 域 活 性 化 と 情 報 の 有 効 利 用 を 目的 に 、 地 域 内 の 情 報

流 通 シ ス テ ム の ビ ジ ョ ン作 成 を行 った 。

この 間 、 情 報 処 理 技 術 、 通 信 技 術 の 発 達 は 著 し く、 デ ー タベ ー ス の 構 築 や サ ー ビ ス 化 の

進 展 、 デ ー タ 通 信 技 術 の 向 上 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア に 代 表 さ れ る手 段 の 多 様 化 、 法 制 度 問 題 の

審 議 等 、 情 報 利 用 促 進 の た め の 諸 条 件 は 整 い つ つ あ る 。 ま た 、 地 域 に お い て も、 産 業 、 社

会 、 生 活 の あ ら ゆ る分 野 で 情 報 化 が 急 速 に 進 展 して き て い る。 しか し な が ら、 地 域 の ニ ー

ズ と し て と らえ た 場 合 、 多 種 多様 な 地 域 の 情 報 を 組 み 合 せ て 利 用 す る等 の 面 で は 必 ず し も

充 分 な 状 況 と は い え な い こ と も事 実 で あ る。

こ う した 状 況 を 踏 ま え 、 当 協 会 で は 昭 和62年 度 か ら3カ 年 計 画 で 、 地 域 の 実 態 に 即 し

た か た ち で ニ ー ズ に対 応 した 情 報 利 用 の 高 度 化 を 図 る こ とを 目的 と し た 調 査 研 究 事 業 を 実

施 して い る。

本 報 告 書 は 、 昭 和63年 度 に実 施 した 「情 報 処 理 の 応 用 に 関 す る 調 査 研 究 」 事 業 の う ち 、

名 古 屋 地 域 に お い て 当 協 会 が 財 団 法 人 フ ァイ ン セ ラ ミッ クス セ ンタ ー 及 び 株 式 会 社 メ イ テ

ッ ク に 委 託 して 実 施 した 「オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス の 統 合 検 索 技 術 に 関 す る 調 査 研 究 ～

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 連 情 報 を モ デ ル ケ ー ス と して ～ 」 に つ い て 、 そ の 内 容 を ま と

め た もの で あ る。

最 後 に 、 本 調 査 研 究 に あ た っ て 、 御 指 導 、 御 協 力 を い た だ い た 委 員 を は じめ 、 関 係 各 位

に 対 し、 深 く感 謝 の 意 を 表 す る 次 第 で す 。

平成元年3月
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1.調 査 研 究 の 概 要





1一 調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

近 年 の 情 報 処 理 技 術 、 通 信 技 術 の 発 達 は 、 産 業 ・社 会 ・生 活 の あ ら ゆ る 面 で 情 報 化 を 急

速 に促 し て い る 。 この よ う な 状 況 の 中 で デ ー タ ベ ー ス、 特 に オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー

ビ ス の 重 要 性 が ます ま す 認 識 さ れ つ つ あ る 。

現 在 、 わ が 国 に は 数 多 くの デ ー タ ベ ー ス が サ ー ビ ス され て い るが 、 これ らの デ ー タ ベ ー

ス の 多 くは 中 央 集 約 的 に 構 築 さ れ て お り、 汎 用 的 な メ リ ッ トを 持 っ て い る が 、 地 域 と して

利 用 す る 場 合 や 、 地 域 に 係 わ り合 い の 深 い 産 業 、 行 政 の 情 報 に な る と 必 ず し も 満 足 で き る

も の で は な い 。

一 方 、 名 古 屋 地 域 は 首 都 圏 、 近 畿 圏 に 並 ぶ 全 国 有 数 の 工 業 集 積 地 で あ り 、 自 動 車 、 工 作

機 械 、 繊 維 、 陶 磁 器 等 特 色 あ る 産 業 構 造 と な っ て い る が 、 首 都 圏 に 比 較 して デ ー タ ベ ー ス

の 利 用 は一 般 に 低 い 状 況 に あ る 。

今 後 、 当 地 域 が 新 た な 発 展 を 図 る た め に は、 研 究 開 発 機 能 の 強 化 が 必 要 と され て い るが 、

そ の た め に は 、 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 有 効 利 用 及 び そ の 利 用 に 対 す る支 援 は

欠 く こ と の で き な い 課 題 で あ る 。

ま た 、 当 地 域 の 情 報 に 対 す る ニ ー ズ は 、 生 産 設 備 ・技 術 開 発 ・部 品 材 料 等 の 技 術 情 報 、

特 許 情 報 、 技 術 に 関 す る 文 献 ・資 料 等 に 関 す る も の が 多 く、 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 意 向 も 非

常 に 高 い も の と な って い る。

これ らの ニ ー ズ に 対 して 、 現 在 の オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー ス は 、 必 要 な 情 報 が 複 数 の デ ー

タ ベ ー ス に 分 散 し て い た り 、 検 索 方 法 や キ ー ワ ー ドに も違 い が あ る な ど 必 要 な 情 報 を 効 率

よ く取 り 出 す 点 で 問 題 が あ り、 地 域 で の デ ー タ ベ ー ス 利 用 を 阻 害 して い る と 考 え られ る 。

この た め 、 本 事 業 は 地 域 に 分 散 して 存 在 して い るデ ー タ ベ ー ス 群 を ユ ー ザ か らみ た 場 合

あ た か も 一 つ の 巨 大 な デ ー タ ベ ー ス(本 報 告 書 で は、 これ を 「統 合 検 索 シ ス テ ム 」 と 表 現)

と して と らえ 、 地 域 特 性 を 踏 ま え た 統 一 的 な 操 作 法 、 検 索 手 法 等 に よ り利 用 で き る シス テ

ム に つ い て 調 査 研 究 を 行 う もの で あ る。

な お 、 本 事 業 は 昭 和62年 度 を 初 年 度 とす る3カ 年 計 画 の2年 目 に あ た る もの で あ る 。
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1.2調 査 方 針

本 調 査 研 究 で は 、 統 合 検 索 シ ス テ ム(昭 和62年 度 事 業 で は 仮 想 デ ー タ ベ ー ス と 表 現)

を オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス とそ の 利 用 者 の 中 間 に 位 置 す る ソ フ ト ウ エ ア と して と

らえ た 。 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る際 に は 、 各 デ ー タ ベ ー ス ご と に、 そ の デ ー タ の 特 性 に あ

った 形 で 整 備 した ほ うが 都 合 が よ い こ と は 当 然 の こ と で あ る が 、 今 後 も 多 くの デ ー タ ベ ー

ス が 整 備 さ れ 、 オ ン ラ イ ンで サ ー ビ ス され て い くで あ ろ う と予 想 さ れ る 中 で 、 複 数 の デ ー

タ ベ ー ス を 利 用 しよ う と す る点 で は 検 索 面 で 大 き な 問 題 が あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す るた め

の 一 手 段 と して 考 え た もの が 統 合 検 索 シス テ ム で あ る。 統 合 検 索 シス テ ム と は 、 利 用 者 側

か ら 見 た 場 合 、 一 種 類 の コ マ ン ド、 キ ー ワ ー ド(シ ソ ー ラ ス)、 通 信 手 順 で 、 複 数 の デ ー

タ ベ ー ス群 を 、 あ た か も一 つ の 巨 大 な デ ー タ ベ ー ス と して 利 用 で き る よ う に す る こ と で あ

る 。

本 調 査 研 究 は 、 こ う し た 統 合 検 索 シ ス テ ム の 考 え 方 を 具 体 的 に 実 証 し う る もの と して 、

当 地 域 で 関 心 醜 い ・.イ ・セ ラ わ ク ス 関 連 ↑青報 を モ デ ル ケ ー ス と し た 実 験 ・ ・ テ ・

「フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム 」 の 詳 細 設 計 を 行 う こ と と した 。

実 験 シ ス テ ム で 対 象 と す る デ ー タ ベ ー ス と して は 、 実 態 調 査 の 結 果 、 財 団 法 人 フ ァ イ ンセ

ラ ミ ッ ク ス セ ンタ ーが 整 備 を 進 め て い る 「フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス(以 下FC

DBと い う)」 の ほ か 、 「JOIS」 、 「ACE」 、 「PATOLIS」 の 各 デ ー タ ベ ー

ス を 用 い る こ と と した 。

統 合 検 索 シス テ ム に よ る 統 一 され た 操 作 性 の 提 供 は、 利 用 者 に 対 す る オ ン ラ イ ンデ ー タ

ベ ー ス サ ー ビ ス利 用 支 援 の 一 つ の 在 り方 を 示 す も の で あ り、 ま た 、 実 験 シス テ ム に よ る具

体 的 な 利 用 支 援 の 提 示 は 、 当 地 域 に お け る オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 利 用 を よ り

一 層 推 進 す る こ と に な る と 考 え られ る。

図1-1に 統 合 検 索 シ ス テ ム の 概 念 図 、 図1-2に 実 験 シ ス テ ム の 概 念 図 を 示 す 。
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1.3実 施 計 画

昭 和62年 度 は、 実 態 調 査 と し て 「オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 利 用 支 援 に 関 す る

ニ ー ズ 調 査 」 及 び 「オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス に 関 す る 調 査 」 を 行 う と と も に統 合

検 索 シ ス テ ム(仮 想 デ ー タ ベ ー ス)の 「概 念 設 計 」 を 行 った 。

昭 和63年 度 は 「統 合 検 索 シ ス テ ム 」 につ い て 、 よ り 具 体 的 に 調 査 研 究 を 進 め る た め 、

地 域 に 分 散 して 存 在 す る デ ー タ ベ ー ス の 中 か ら フ ァイ ンセ ラ ミッ ク ス に 関 す る 情 報 に 的 を

しぼ り 、 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を 統 一 的 な操 作 方 法 に よ り統 合 検 索 す る こ と が で き る 実 験 シ

ス テ ム 「フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合検 索 シス テ ム 」 の 詳 細 設 計 を 行 う こ と と

した 。 詳 細 設 計 は 、 昭 和6 .2年 度 に実 施 した 概 念 設 計 に 基 づ い て 行 い 、 対 象 と す る デ ー タ

ベ ー ス 及 び 機 能 は 、 実 態 調 査 を 行 った うえ で 決 定 す る こ と と した。

平 成 元 年 度 は 、 昭 和63年 度 に 実 施 した 詳 細 設 計 を も と に 、 実 験 シ ス テ ム 「フ ァ イ ンセ

ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シス テ ム 」 の プ ロ グ ラム を 開 発 す る 。 開 発 した 実 験 シス

テ ム に つ い て は 、 そ の 機 能 、 動 作 や 有 効 性 を 実 証 、 確 認 す る と と も に 、 問 題 点 や 今 後 の 課

題 に つ い て も検 討 を 加 え る。 ま た 、 当 実 験 シ ス テ ムの 応 用 、 拡 充 、 当 地 域 に お け る具 体 的

な 活 用 方 策 な ど につ い て 検 討 を 行 う。

図1-3に 名 古 屋 地 域 に お け る オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー ス 利 用 の 高 度 化 に 関 す る 調 査 研 究

フ ロ ー を 示 す 。

1.4推 進 体 制

調 査 研 究 の 基 本 方 針 、 実 施 計 画 等 を 検 討 す るた め 、 学 識 経 験 者 、 情 報 提 供 者 、 情 報 利 用

者 及 び 名 古 屋 通 商 産 業 局 等 か ら な る 「オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 技 術 調 査 委 員 会 」

(以 下 単 に委 員 会 と略 す)を 設 置 した 。 ま た 、 詳 細 な 調 査 、 検 討 や 概 念 設 計 を 行 うた め 、

委 員 会 の 下 部 組 織 と して 、 委 員 長 を 主 査 と す る ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 設 置 した 。
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昭
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63
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究

平
成
元

年
度

調
査

研

究

オンラインデータベースサービス 利 用

支 援 に 関 す る ニーズ調 査

粒 ラインデ一夕ペ一対 一ピス

に 関 す る 調 査

オンラインデータベースサービス 利 用

支 援 の 動 向 調 査

1 1 1

資 料 収 集 、 ヒア リ ン グア ン ケ ー ト 資 料 収 集 、 ヒ ア リ ング

一

1 1
1

1

仮 想 デ ー タ ベ ー ス 概 念 設 計

一

対 象 デ ー タ ベ ー ス、 機 能 、 内

容 等 の 検 討

オンラインデータイースサーピス 利 用

支 援 の 動 向 調 査

1 1

資 料 収 集 、 ヒア リ ン グ 資 料 収 集 、 ヒ ア リ ン グ

1

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ

ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実

験 シ ス テ ム)の 詳 細 設 計

予

定

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ

ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実

験 システム)の プ ロ グ ラ ム 開 発

オンラインデータベースサービス 利 用

支 援 の 動 向 調 査

実験 システムの利用
実験結果の検討

1

名 古 屋 地 域 に お け る

オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス 利 用 に 対 す る 支 援 の あ り方

(実 験 シ ス テ ム の 応 用 、 拡 充 、 具 体 的 な 活 用 方 策 等)

図1-3 名 古 屋 地 域 に お け るオ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス利 用 の

高 度 化 に 関 す る 調 査 研 究 フ ロ ー
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1.5実 施 経 過

昭 和63年 度 は 、 実 験 シス テ ム の 対 象 と な るデ ー タ ベ ー ス の 実 態 調 査 、 及 び 昭 和62年

度 に取 りま と め た 統 合 検 索 シ ス テ ムの 概 念 設 計 を も と に 詳 細 設 計 を 行 った 。 実 施 経 過 の 概

略 は次 の と お りで あ る。

(1)本 委 員 会 の 開 催

第1回

第2回

第3回

第4回

昭 和63年7月22日

調 査 研 究 事 業 の 実 施 計 画 の 検 討 及 び 実 態 調 査(案)の 検 討

昭 和63年9月28日

実 態 調 査 の 報 告 及 び 実 験 シ ス テ ム の 基 本 構 想 ・対 象 情 報 の 決 定

昭 和63年12月7日

実 験 シ ス テ ム の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 実 験 報 告 及 び 実 験 シ ス テ ム

の 機 能 ・環 境 の 決 定

平 成 元 年3月3日

調 査 研 究 成 果 の 報 告 及 び 報 告 書(案)の 検 討

(2)ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の 開 催

第1回

第2回

第3回

昭 和63年9月22日

実 態 調 査 の 報 告 及 び 実 験 シス テ ム の 基 本 構 想 ・対 象 情 報 等 に つ い て

の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

昭 和63年11月29日

実 験 シ ス テ ム の 基 本 機 能 に つ い て の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン及 び 実 験 シ ス

テ ム の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 実 験

平 成 元 年2月17日

調 査 研 究 成 果 の 報 告 及 び 報 告 書(案)の 検 討

(3)フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査

調査方法

調査対象

調査項目

資 料 収 集 及 び ヒア リン グ

昭 和62年 度 に調 査 を 行 った デ ー タ ベ ー ス の うち 、 フ ァ イ ンセ ラ

ミ ッ ク ス 関 連 情 報(日 本 語)を 利 用 す るに 適 当 と思 わ れ る デ ー タ

ベ ー ス(6件)

実 験 シ ス テ ム の 対 象 と す る 際 の 技 術 的 問 題 点 、 制 度 的 問 題 点 、 セ
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ラ ミ ッ ク ス 関 連 デ ー タ の 内容 な ど

実 施 時 期 昭 和63年8月

(4)フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス統 合 検 索 シ ス テ ム の 詳 細 設 計

実 施 時 期 昭 和63年12月 ～ 平 成 元 年2月

(5)そ の 他

オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 利 用 支 援 に 関 す る動 向 を 調 査 す る た め 、

ヒ ア リ ン グ 、 資 料 収 集 な ど を 行?た 。
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2.実 態 調 査





2.実 態 言周 査

昭 和63年 度 事 業 で は 、 実 態 調 査 と して 「フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ クス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索

シス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査 」 及 び 「デ ー タ ベ ー ス の 操 作 実 験 」

を 行 っ た 。 ま た 、 本 事 業 以 外 の デ ー タ ベ ー ス利 用 支 援 の 動 向 に つ い て も、 一 部 調 査 を 行 っ

った 。 こ こ で は 、 こ れ ら調 査 の 内容 に つ い て 述 べ る。

2.1フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査

本 調 査 は 、 フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シス テ、ム)に お

い て 対 象 とす る デ ー タ ベ ー ス を 選 定 す るた め の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り、 本

調 査 結 果 を も と に 統 合 検 索 実 験 を 行 ケデ 一 夕 ベ ・一.スを 選 定 した。 な お 、 調 査 結 果 の 詳 細 は

'「資 料1
.フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の 対 象 デ

ー タ ベ ー ス の 調 査 結 果 」 を 参 照 され た い。

2.1.1調 査 対 象 デ ー タ ベ ー ス

実 験 シス テ ム で 対 象 とす るデ ー タ ベ ー ス は 、 フ ァ イ ン セ ラ ミッ ク ス に 関 す る 日 本 語 で 記

述 さ れ た 情 報 が 含 ま れ て い るデ ー タ ベ ー ス の う ち 、 当 地 域 で 整 備 され て い る もの や 当 地 域

で 利 用 の 多 い もの に 限 った 。 ま た 、 オ ン ラ イ ンで 利 用 で き 、 端 末 機 と して パ ソ コ ンが 使 用

可 能 で あ る こ と も 条 件 と した 。 な お 、 実 験 シ ス テ ム の 核 と な るデ ー タ ベ ー ス に は 、 財 団 法

人 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス セ ン タ ー が 整 備 を 進 め て い るFCDB(フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ

ー タ ベ ー ス)を 採 用 す る こ と と した 。

調 査 対 象 デ ー タ ベ ー ス は 以 下 の6件 で あ る。

①FCDB

(財 団 法 人 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス セ シ タ ー)

② テ ク ノ マ ー ト

(財 団 法 人 日 本 テ ク ノ マ ー ト)
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③JOIS

(特 殊 法 人 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー)

④SMIRS

(特 殊 法 人 中 小 企 業 事 業 団)

⑤ACE

(株 式 会 社 中 日新 聞 社)

⑥PATOLIS

(財団法人日本特許情報機構)

2.1.2調 査 内 容

調 査 内 容 と し て は 、 デ ー タ ベ ー ス の 概 要 の ほ か 、 実 験 シ ス テ ム と対 象 デ ー タ ベ ー ス とを

接 続 して 統 合 検 索 実 験 が で き 得 る か 否 か を 、 技 術 的 問 題 点 と 制 度 的 問 題 点 に 分 け て 調 査 す

る こ と と した 。 ま た 、 フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス 関 連 情 報 と して 、 ど の よ う な 内 容 が 収 録 され

て い る か を 調 査 し、 こ れ ら か ら接 続 可 能 性 の 総 合 評 価 を 行 った 。

調 査 項 目 を 以 下 に 示 す 。

① デ ー タ ベ ー ス の 概 要

・名 称

・特 徴

・提 供 機 関

・シ ソ ー ラス 、 分 類 表

・収 録 デ ー タ の 構 成

② 技 術 的 問 題 点

・通 信 プ ロ トコ ル

・名 古 屋 地 域 の ア ク セ ス ポ イ ン ト

・サ ー ビ ス時 間

・コ マ ン ド体 系

・検 索 キ ー

10



③ 制 度 的 問 題 点

・他 の ネ ッ トワ ー ク と の 接 続 の 可 否(制 度 、 法 律 上 の 規 定)

・使 用 料 金 の 分 担

・ダ ウ ン ロ ー ドの 可 否

④ フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス関 連 デ ー タの 内 容

・フ ァ イ ンセ ラ ミ ック ス に関 す るデ ー タ の 内容

・フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る デ ー タ の 件 数

⑤ 評 価

・デ ー タ 内 容 に つ い て の 統 合 利 用 の 適 否

・実 験 シ ス テ ム と の 接 続 可 能 性

2.1.3調 査 結 果

調 査 結 果 は 、 「資 料1.フ ァ イ ンセ ラ ミ ック スデ ー タ ベ ー ス統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シス

テ ム)の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査 結 果 」 に 示 す と お り 、 表 形 式 に 取 り ま と め た 。 調 査 結 果

の う ち 、 実 験 シ ス テ ム の 対 象 と して 適 して い る か 否 か を 表3-1に 示 す 。

表3-1フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク スデ ー タ ベ ース 統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査 結 果(抜 粋)

～ 実 験 シ ス テ ム で の 利 用 の 適 否 ～

①

名称 FCDB

提供機関 財 団 法 人 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス セ ン タ ー

特徴 ・新 素 材 と して 脚 光 を 浴 び て い る フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス に関 す

るデ ー タ を 中 心 に 、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 を 目 指 して い る

適否
(判断材料)

・フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る 公 開 特 許 公 報 の 目 次 部 分 を 収

録 した もの で あ る
・現 在 は パ ソ コ ンに よ る ス タ ン ドア ロ ンの デ ー タ ベ ー ス で あ る

が オ ン ラ イ ン化 す れ ば 接 続 可 能 で あ る

採 否(○ ×) ○(実 験 シス テ ム の 核 と して 用 い る)
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②

名称 テ ク ノ マ ー ト

提供機関 財 団 法 人 日 本 テ ク ノ マ ー ト

特徴

.

・技 術 の 売 買 、 共 同 研 究 ・共 同 開 発 、 製 品 ・機 材 、 ソ フ トウ エ

ア 、 人 材 情 報 と い った 技 術 取 引 に関 す る情 報 を 収 録 して い る

適否

(判断材料)

・技 術 取 引 情 報 に フ ァイ ンセ ラ ミ ッ ク ス関 係 情 報 が 含 ま れ て い

る
・NAPLPS方 式 を 利 用 す る場 合 、 高 度 な プ ロ トコ ル 変 換 を

要 す る た め 、 問 題 が 多 い
・1988年 か ら開 始 さ れ た パ ソ コ ン通 信 に よ るデ ー タ 提 供 を 利 用

す れ ば 接 続 可 能 で あ るが 、 キ ー ワ ー ドを メ ニ ュ ー か ら選 択 す る

よ う に な っ て お り、 文 字 入 力 方 式 との 変 換 部 分 の 負 担 が 大 き い

採 否(○ ×) ×

③

名称 JOIS

提供機関 特殊法人日本科学技術情報セ ンター

特徴 ・科 学 技 術 分 野 で 日本 語 デ ー タ ベ ー ス と して 最 大 のJICSTフ ァ

イ ル を は じめ 、 約30の デ ー タ ベ ー ス か ら な る シ ス テ ム で あ る

適否

(判断材料)

・JICSTフ ァ イ ル に は フ ァイ ン セ ラ ミ ッ ク ス に関 す る 技 術 文 献

が 多 数 収 録 され て い る
・NK-HEDIAフ ァイ ル に は 新 製 品 ・技 術 動 向 と い った 情 報 が 多 い

・技 術 上 ・制 度 上 の 問 題 点 も特 に な い

採 否(○ ×) ○

④

名称 SMIRS

提供機関 特殊法人中小企業事業団

特徴
"

・中 小 企 業 の た め の デ ー タ ベ ー ス で あ り、 中 小 企 業 事 業 団 の ほ

か 、 地 域 情 報 セ ン タ ー で もデ ー タ を 整 備 して い る

適 否

(判 断 材 料).

・経 営 ・技 術 関 連 の 雑 誌 、 報 告 書 を 収 録 して お り、 そ の 中 に フ

ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス 関 連 の デ ー タ も 含 ま れ て い る
・SMIRSは 、 公 的 機 関 を 通 じて 利 用 者 に 提 供 さ れ て お り、

一 般 の 利 用 者 が オ ン ラ イ ンで 直 接 使 用 す る こ と は で き な い

採 否(○ ×) X

12



⑤

名称 ACE

提供機関 株式会社中日新聞社

特徴 ・中 日新 聞 ・中 部 経 済 新 聞 か ら記 事 情 報 を 収 録 した もの で あ り

名 古 屋 地 域 の 情 報 が 充 実 し て い る

適否

(判断材料)

・一 般 紙 ・経 済 紙 を 対 象 と して い るた め 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク

ス に 関 す る 専 門 的 な 内 容 は 少 な い

・名 古 屋 地 域 の 情 報 が 多 い

・技 術 上 ・制 度 上 の 問 題 点 も特 に な い

採 否(○ ×) ○

⑥

名称 PATOLIS

提供機関 財団法人 日本特許情報機構

特徴 ・日 本 の す べ て の 工 業 所 有 権 、 世 界 特 許(INPADOC)を 対 象 と し

た デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ る

適否
(判断材料)

・特 許 ・実 用 新 案 の 中 に フ ァイ ン セ ラ ミッ ク ス に 関 す る情 報 が

含 ま れ て い る
・FCDBと の 間 で 補 完 が 可 能 で あ る

・技 術 上 ・制 度 上 の 問 題 点 も 特 に な い

採否(Ox) ○

以 上 の 調 査 結 果 か ら、 フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス

テ ム)の 実 験 対 象 と す る デ ー タ ベ ー ス は 、 表3-1に 示 した とお り、 以 下 の4デ ー タ ベ ー

ス とす る こ と と し た 。

①

②

③

④

FCDB"

JOIS

ACE

PATOLIS

13



2.2デ ー タ ベ ー ス の 操 作 実 験

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス統 合 検 索 シス テ ム(実 験 シス テ ム)の 詳 細 設 計 を 行

う上 で 、 対 象 と な る デ ー タ ベ ー ス の 操 作 上 の 問 題 点 を 把 握 して お く こ と は 重 要 で あ る。 そ

の た め 、 実 験 シ ス テ ム で 対 象 とす るデ ー タ ベ ー ス につ い て 、 操 作 実 験 を 行 っ た 。 こ こで は

そ の 概 要 を 述 べ る。

2.2.1実 験 方 法

操 作 実 験 は 、2.1.3の 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査 結 果 か ら選 定 したFCDB、JOIS、

ACE、PATOLISの4つ の デ ー タ ベ ー ス に つ い て 検 索 し 「パ ッケ ー ジ材 料 と して の

AlN(窒 化 ア ル ミニ ウ ム)」 に 関 す る 各 種 情 報 を 入 手 す る と い う 状 況 を 設 定 した 。 操 作

実 験 の 内 容 は 、 次 の4通 り と した 。

①FCDB、PATOLISの 操 作

PATOLISは 任 意 の 文 字 列 で の 検 索 が で き な い た め 、FCDBを 文 字 列 で 検

索 した 後 、 検 索 結 果 の 特 許 公 開 番 号 を 用 い てPATOLISか ら要 約 を 出 力 す る 。

②JOISの 操 作

JICST科 学 技 術 用 語 シソ ー ラ スを 調 べ てJOISを 検 索 し、 文 献 情 報 を 出 力

す る 。

③ACEの 操 作

ニ ュ ー ス シ ソ ー ラ ス を 調 べ てACEを 検 索 し、 関 連 情 報(記 事 情 報)を 出 力 す る 。

④PATOLISの 操 作

フ リー キ ー ワ ー ド一 覧 表 を 調 べ てPATOLISを 検 索 し、 特 許 情 報 を 出 力 す る。

2.2.2実 験 内 容

前 述 の 状 況 設 定 に基 づ い て 行 っ た 操 作 実 験 の 内 容 を 以 下 に 示 す 。

な お 、FCDBに つ い て は フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス セ ン タ ー に お い て 操 作 し、JOIS、

ACE、PATOLISの 操 作 実 験 に あ た って は 、 愛 知 県 産 業 情 報 セ ンタ ー め 端 末 設 備 を

14



利 用 し た 。

①FCDB、PATOLISの 操 作

FCDBの 検 索

検索条件

該 当件 数

該 当デ ー タ

「パ ッ ケ ー ジ 材 料 と して のAlN(窒 化 ア ル ミニ ウ ム)」 と い う こ と か

ら 以 下 の 条 件 を 用 い た 。 な お 、FCDBは 文 字 列 検 索 が 可 能 で あ り 、 ま

た 、 代 表 的 な 物 質 名 に は 化 学 式 が 付 さ れ て い る 。

「AlN」 か つ(「 熱 伝 導 」 ま た は 「基 板 」)

26件

以 下 の と お り(特 許 公 開 番 号)

61-18317361-20166861-25698161-27026261-270263

61-28107461-29527562-08839462-14174362-141744

62-19737562-19737662-19737963-01864863-051662

63-06976363-06978663-08505663-08946363-123871

63-15168563-15168663-15607463-15607563-170289

63-182260

PATOLISの 検 索

検 索 条 件FCDBの 検 索 の 結 果 得 ら れ た 特 許 公 開 番 号 の う ち 、 最 新 の8件 に つ い

て 照 会 す る 。

操 作 状 況 以 下 の と お り(下 線 部 は 、 入 力 し た 部 分 を 示 す)

'◇ 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ◇

CONNECT

5217

JCT54012AENTERLOGON

LOGON

JET12012AENTERUSERlO-

xxxxxxx

ENTERPASSWORDFORXXXXXXX-

XXXXXXXX

TSSXXXXXXXSTARTEOTIME=14:50:14DATE=88-11-29

BROADCASTMESSAGESNOTFOUNO

***PATOLISONLINESERVICE***88.11.29

SELECTTHEFOLLOWINGSERVICE

KJPJAPANPATENT&UTILITYKIPINPAOOC

KJOJAPANDESIGNKRTRyOKINTOIAWASE

KJMJAPANTRA【 〕EMARKKININFORMATION

KJTJAPANTRIALK↑RTRAININ6

KJRJAPANREGISTRATIONKJSJAPANPAT.&UTIL./LATBST

KRPREFERENCEKCDCD-ROMDATATRANSMISSION

15



READY

旦
***PATOLISONLINEESERVICE***14:50:51

サ ー ビ ス:日 本 特 実 デ ー タ ベ ー ス 蓄 積 期 間,件 数

許

許
用

用

特

待
実
実

開

告
臨
書

公

公
公
公

日召46 .07.Ol-H召63.09.30

日召30.OLO1一 日召63.09.30

日召46.07.Ol－ 日召63.09,30

昭35.01.Ol－ 昭63.09.30

審 査 経 過 は 特 許 庁 で 昭63.10.15入 力 分 迄

処 理 項 目[1:検 索2:照 会3:番 号 リ ス ト

あ な た の 受 注 番 号,ユ ー ザ ー コ ー ド,

XXXXXXXX,XX,2

聯*照 会 開 始"本

特 実 種 別,番 号 種 別,

1,2,B,1

3205503

1296860

2865929

1232260

]
処理項目を入力 して下さい

出 力 様 式,出 力 デrタ を 入 力 し て くだ さ い

番 号 を 入 力 し て く だ さ い[8件 ま で 入 力 で き ま す]

63182260,63170289,63156075,63156074,63151686,63151685,63123871,63089463

***照 会 回 答***[特 実]様 式(B)受 注 番 号(XXXXXXXX)88.11.29

***特 開63-182260[63.07.27]請 求(0)*x*

出 願62-9034[62.01.20]公 告 一[..]登 録

称
約

名
要

順 位0000001

[..]

高 熱 伝 導 性 窒 化 ア ル ミニ ウ ム 焼 結 体

[目 的]AlN相 を 主 相 と し,(希 土 類 元 素)-A1-C系 化 合 物 相 及 び/ま

た は(希 土 類 元 素)-O系 化 合 物 相 を 副 相 と して 含 有 して な る,高 熱 伝 導 率,

高 純 度,ち 密,均 一 な 標 記 焼 結 体 。

キーワード

出 願 人132000307(株)東 芝

IPC*CO4B35/58,104

FI

JPC*

広 域133,421

*続 き 有 り*

週

***照 会 回 答;**[特 実]様 式(B)受 注 番 号(XXXXXXXX)88.11.29

***特 開63-170289[63.07.14]請 求(0)***

出 願62-206[62.01.06]公 告 一[..]登 録

称

約

名

要

キーワード

人

C

C

願

P

I

P

城

山

I

F

J

広

順 位0000002

[..]

表 面 に 酸 化 層 を 有 す る 窒 化 ア ル ミニ ウ ム 基 板

[目 的]表 面 の 酸 化 層 の 厚 さ と 表 面 の 粗 さ と を 特 定 す る こ と に よ り,水 蒸 気 を

含 む 雰 囲 気 中 で 変 質 し な い 窒 化 ア ル ミニ ウ ム 基 板 を 製 造 す る。

表 面,酸 化 層,窒 化,ア ル ミニ ウ ム,基 板,厚 さ,粗 さ,水 蒸 気,雰 囲 気,変

質,半 導 体,絶 縁,放 熱

272351135新 日 本 化 学 工 業(株),272000003旭 化 成 工 業(株)

*CO4B41/80,=HO5K1/03

*

133,421

(略)

享 回 答 終 了 零

三』坦
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***日 本 特 実 サ ー ビ ス***88 .11.29

受 注 番 号XXXXXXXXユ ー ザ ー コ ー ドXX

デ ー タ 使 用 料 金 照 会 料 金

開 始 時 刻14:50:518件X.XXX円

終 了 時 刻14:58:32

使 用 時 間00:07:41

料 金X.XXX円

#合 計 料 金 零本X.XXX円

READY

LOGOFF

XXXXXXXTSSSESS!ONENDEDTIME=14:59:10DATEニ88-11-29+

◇ 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 ◇

②JOISの 操 作

検 索 条 件

「パ ッケ ー ジ材 料 と して のAlN(窒 化 ア ル ミニ ウ ム)」 に 関 す る キ ー ワ ー ドと し

て 、JICST科 学 技 術 用 語 シ ソ ー ラ ス か ら5つ を 選 択 し、 以 下 の 条 件 と した 。

「チ ッカ ア ル ミ ニ ウ ム 」 か つ

(「 ネ ツデ ン ドウ(ネ ツ デ シ ドウで 始 ま る言 葉 を 含 む)」 ま た は

「ネ ツデ ン タ ツ(ネ ツ デ ンタ ツで 始 ま る 言 葉 を 含 む)」 ま た は

「キ パ ン」 ま た は

「ホ ウ ネ ツ(ホ ウネ ッ で 始 ま る言 葉 を 含 む)」)

操 作 状 況 以 下 の と お り(下 線 部 は 、 入 力 した 部 分 を 示 す)

◇ 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 ◇

CONNECT

HHH

U

S

U

S

U

S

U

S

[1]U

JICSTON-LINESERVICE

K
K

¥JOISXXX-XXXX,N
パ ス ワ ー ドは?

XXXXXXXXXXXXX

サ ー ビ ス を 開 始 しま す

¥FILEKIO

JICSTK

質 問 を 開 始 し ま す15:39:00

JICSTCOPYRI6HT

チッカァルミニウム

1988.11.29

(1984.04-1988.12)2.443,569(23:00ま で)

会 話 番 号1777

[2]

[3]

ぐ
U
U

S

U

S

[4]U

949件

ネツテ"ント"ウ&

10595件

ネツテ"ンタツ&

14639件

キバ ン
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S:6465件

[5]U:ホ ウネツ&

S:956件

[6]U:1*(2+3+4+5)

S:152件

[7]U:¥PF.5

#OOO1(8434674)

ポ リマ/セ ラ ミ ッ ク 複 合 材 料 電 子 工 学 へ の 新 特 性

Polymer/ceramiccomposites:New

propertiesforelectronics.

BOLTJD,FRENCHRH(DuPontCo..DE.

USA)

DO52B(0026-0665)AdvMaterProcessesVOL.134.NO.1

PAGE.32-35'88

(J)(B2)(EN)(USA)(写 図5表1)

NAO4e30W,YHO6020F(621.315.6,678.06:621.3)

強 化 プ ラ ス チ ッ ク;ポ リ イ ミ ド;セ ラ ミ ッ ク 繊 維;誘 電 率;誘 電 材 料;絶 縁 材 料;

熱 伝 導 率;熱 除 去;マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス;高 密 度 実 装

ア ル ミ ナ/1;窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム/2

#0002(8415428)

高 放 熱AlN焼 結 体 お よ び 基 板 化 技 術 の 開 発

山 川 晃,三 宅 雅 也,小 村 修,大 岡 伸 哉,松 沼 健 二(住 友 電 気 工 業)

竹 内 久 雄,曽 我 部 浩 一,笹 目 彰(住 友 電 気 工 業 伊 丹 研)

F314A住 友 電 気NO.132PAGE.129-135'88

(J)(Al)(JA)(JPN)(写 図19表1参7)

NAO4030W,NCO3020K(621.315.6,621.315.592)

基 板;熱 伝 導;焼 結 体;セ ラ ミ ッ ク;メ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 【IC】

絶 縁 材 料;結 合

窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム/1'

[基 板 材 料]

;坂 上 仁 之,

;耐 食 性;

(略)

S:出 力 終 り ま し た

[7]U:¥END

*享*デ ータベ ース 料 金

**tJICSTK¥X,XXX

***累 計¥x,xxx

JICSTCOPYR16HT

時 間¥P課 金¥OFFA¥OFFF

650(0)0(・

6

S:会 話 を 終 了 しま す1988.IL2915:44:45

退 避

0)0

◇____一 二 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ◇
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③ACEの 操 作

検 索 条 件

ACEは 、 一 般 紙 、 経 済 紙 の 記 事 情 報 デ ー タ ベ ー ス で あ るた め 、 フ ァイ ンセ ラ ミ ッ

ス 関 連 情 報 を 検 索 す る 例 と して ニ ュ ー ス シ ソ ー ラ ス か ら キ ー ワ ー ドを2つ 選 び 、 以

下 の 条 件 と した 。

「フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 」 か つ 「エ ン ジ ン」

操作状況 以下のとおり(下 締 は・入力 した部分を示す)

◇ 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ◇

CONNECT

xxxxxxxxxx

コチラ バDEMOS-Eセ ンタ テ"ス

/000/ON

88-ll--29,15:19

/001/LIBRET2

***RET2開 始8'8-11-29

サ ー ビ ス 提 供 者 名 は?ACE

サ ー ビ ス 名 は?CHUNICHl

***CHUNIC旧 開 始

[Ol]:フ ァインセラミックス

***331件 で す 。

[02]=エ ンシ"ン

***46件 で す 。

[03]:Ol*02

***5件 で す 。

[04]:/KPRP1

中 日 新 聞 索 引 集88年11月29日1頁

日 付 紙 面 県 版 縮 刷 通 番

亮 ㍊t羨 ジ ン実 用 化 トヨ タ が 独 自 醗 ク ラ ウ840831朝092300.09771・

日 本 碍 子 と 三 菱 金 属 セ ラ ミ ッ ク エ ン ジ ン 部 品 共 同 開

発 で 量 産 化841121朝092300-06532

希 薄 燃 焼 用 セ ン サ ー 日 本 碍 子 が 開 発 セ ラ ミ ッ ク ス 部

を 薄 板 化850301朝092300-00093

ト ヨ タVS日 産 秋 の 新 モ デ ル は 新 タ ー ボ で 激 突 ト ヨ

タ が 「ス ー パ ー 」 日 産 は 「セ ラ ミ ッ ク 」850718朝092300-06034
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セ ラ ミ ッ ク エ ン ジ ン1990年 代 初 め に は 実 用 化 上

垣 外(豊 田 中 央 研 取 締 役)氏 ら が 講 演 名 古 屋860309朝092300-03015

著 作 権 者 中 日 新 聞 社

***出 力 件 数=5

%:/EOF

***CHUNICHI終 り

***RET2終 り

ジッコウ オリリ.ジ ッコウ ユニット3.00(P)

/002/OFFN

ショリ1ニ ット3.00(F)0.25(H)

シュウリョウ シ"コ ク15:34

◇ 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 ◇

④PATOLISの 操 作

検 索 条 件

「パ ッ ケ ー ジ 材 料 と し て のAlN(窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム)」 に 関 す る キ ー ワ ー ド と し

て 、 フ リ ー キ ー ワ ー ドー 覧 表 か ら6つ を 選 択 し、 以 下 の 条 件 と し た 。

(「FOO6259」 ま た は(「FO30376」 か つ 「F324904」))か つ

(「F165287」 ま た は 「F409625」 ま た は 「F212318」)

FOO6259=AIN

FO30376=ア ル ミ ニ ウ ム

F324904=窒 化

F165287=基 板

F409625=放 熱

F212318=高 熱 伝 導

操 作 状 況 以 下 の と お り(下 線 部 は 、 入 力 し た 部 分 を 示 す)

◇ 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ◇

CONNECT

5217

JCT54012AENTERLOGON

LOGON

JET12012AENTERUSERID-

xxxxxxx

ENTERPASSWORI〕FORXXXXXXX-

XXXXXXXX
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TSSXXXXXXXSTARTEDTIME=15:10:09nATE=88-11-29

BROADCASTMESSAGESNOTFOUNO

***PATOLISONLINESERVICEt**

SELECTTHEFOLLOWINGSERVICE

KJP:JAPANPATENT&UTILITY

KJD:JAPANDESIGN

KJM:JAPANTRADEMARK

KJT:JAPANTRIAL

KJR:JAPANREGISTRATION

KRF:REFERENCE

READY

KJP

***PATOLISONLINEESERVICE***

サ ー ビ ス:日 本 特 異

A:公 開 特 許

B:公 告 特 許

C:公 開 実 用

D:公 告 実 用

88.11.29

KIP:INPADOC

KRT:RYOKINTOIAWASE

KIN:INFORMATION

KTR:TRAINING

】〈JS:JAPANPAT.&UTIL./LATEST

KCD:CO-ROMDATATRANSMISSlON

デ ー タ ベ ー ス 蓄 積 期 間,

昭46.07.Ol－ 昭63.09.30

昭30.Ol.Ol－ 昭63.09.30

昭46.07.01一 昭63.09.30

昭35.01.Ol－ 昭63.09.30

審 査 経 過 は 特 許 庁 で 昭63.10.15入 力 分 迄

処 理 項 目[1:検 索2:照 会3:番 号 リ ス ト

あ な た の 受 注 番 号,

XXXXXXXX,XX,1

聯*検 索 開 始*罧

資 料 型,発 行 年 月 を 入 力 し て く だ さ い

A,S6104一

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て く だ さ い

01,FOO6259+FO30376*F324904

14:50:51

件 数

3205503

1296860

2865929

1232260

]

ユ ー ザ ー コ ー ド,処 理 項 目 を 入 力 して 下 さい

***検 索 回 答*t*88 .11.29

(A)[S6104-]〈01>

質 問 式:FOO6259+FO30376‡F324904

回 答 合 計1179(Al179BUY)

出 力 様 式:A.B,C,G,Hオ フライン:OFFFAX出 力:FAXCD-ROM:CO自 動 削 除:OEL

旦

***検 索 開 始***

資 料 型,発 行 年 月 を 入 力 し て く だ さ い

A,S6104一

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て く だ さ い

02,F165287+F409625+F212318

***検 索 回 答***88 .11.29

(A)[S6104-]<02>

質 問 式:F165287+F409625+F212318

回 答 合 計36112(A36112BUY)

出 力 様 式:A,B.C,G,1{オ フライン:OFFFAX出 力:FAXCD-ROM:CD自 動 削 除:DEL

巫

轄*検 索 開 始 罧*

資 料 型,発 行 年 月 を 入 力 し て く だ さ い

A,S6104一

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て く だ さ い

03.&Ol*&02

***検 索 回 答***88 .11.29

(A)[S6104-]<03>

質 問 式:&Ol越02

回 答 合 計325(A325BUY)

出 力 様 式:A,B,C,G,Hオ フライン:OFFFAX出 力:FAXCD-ROM:CD自 動 削 除:DEL

B

－
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***検 索 回 答**s[特 実]様 式(B)受 注 番 号(XXXXXXXX)88.11.29]nfi位0000001

***特 開 .61-75572[61.04.17]請 求(0)***質 問 番 号03回 答 件 数0000325

出 願59-197523[59.09.20]公 告 一[..]登 録[..]

称
約

名
要

キーワード

人

C

C

願

P

I

P

域

出

I

F

J

広

化 合 物 半 導 体

[目 的]化 合 物 半 導 体 の へ き 明 した 端 面 の そ ば の 主 面 に へ き 開 ガ イ ド用 の 被 膜

を 設 け る こ と に よ り、 切 出 した 素 子 の 端 面 を 歩 留 り よ く鏡 面 と す る 。

化 合 物 半 導 体,へ き 開 ガ イ ド,被 膜,切 出,素 子,端 面,鏡 面,GaAs

基 台,GaAsP変 成 層,基 板,亜 鉛,選 択 拡 散,発 光 領 域,ピ ッ チ

,ア ル ミニ ウ ム,金 合 金,裏 面 電 極,CVD法,窒 化 シ リコ ン膜,ウ エ ハ

,ス ク ラ イ ブ ラ イ ン,被 膜,歩 留

272000188三 洋 電 機(株),312323436鳥 取 三 洋 電 機(株)

*HOIL33/00,}101L21/78

*

422(RO95,R116)

*続 き 有 り 零

逃
***検 索 回 答***[桂 巽]様 式(B)受 注 番 号(XXXXXXXX)88.IL29Ja頃 位0000002

***特 開61-84036[61.04.28]i青 求(0)***質 問 番 号03回 答 件 数0000325

出 願59-204708[59.09.30]公 告 一[..]登 録[..]

称
約

名
要

ド

人

C

C

チ

願

P

I

P

域

ト

出

I

F

J

広

熱 伝 導 性AlN

132000307(株)

*HOIL23/12,

H〔)5K1/03,

*

422,133,421

熱 伝 導 性AlNセ ラ ミ ッ ク ス 基 板

[目 的]純 度95%のAlNセ ラ ミク ス 基 板 に 於 て,AlNポ リ型 の 針 状 結 晶

の 析 出 部 分 が 基 板 厚 の1/3以 内 とす る こ とで,大 き な 熱 伝 性 を 得 る 。

基 板,針 状 結 晶,熱 伝 導 性,焼 成

*続 き 有 り ‡

;END

罧*日 本 桂 巽 サ ー ビ ス

受 注 番 号XXXXXXXX

デ ー タ 使 用 料 金

開 始 時 刻15:10:33

終 了 時 刻15:16:55

使 用 時 間00:06:22

料 金x,xxx円

処 理 時 間00:00:28

料 金x.xxx円

セ ラ ミ ッ ク ス

東 芝

CO4B35/58

BCO4B35/58

,104HO5K1/03,

,104YCO4B35/58,104

t*x88.11.29

ユ ー ザ ー コ ー ドXX

オ フ ラ イ ン 出 力 料 金

書 誌 事 項 の み0件

要約 文 付0件

抄 録 文 付0件

図 面 ・書 誌 事 項0件

図 面 ・要 約 文 付0件

図 面 ・抄 録 文 付0件

オ フ ラ イ ン手 配 料 金

#合 計 料 金 客亭

0円

0円

0円
'O円

0円

0円

0円

x,xxx円

READY

LOGOFF

XXXXXXXTSSSESSIONENDEDTIME=15:18:02DATE=88-11-29+

◇ 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ◇
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2.2.3デ ー タ ベ ー ス 操 作 上 の 問 題 点

以 上 の 操 作 実 験 か ら、 デ ー タ ベ ー ス 操 作 上 の 問 題 点 は 、 概 ね 次 の よ う に ま と め る こ と が

で き る 。

① 各 デ ー タ ベ ー ス 毎 に 操 作 方 法 が 異 な って い る。

これ は コ マ ン ドや キ ー ワ ー ドの 違 い の ほ か に 、 操 作 上 の 約 束 事 が あ るた め と思 わ

れ る。 この 約 束 事 の 中 に は 、 各 々 の デ ご タ ペ ー ス に 習 熟 した 後 に わ か る暗 黙 の 約 束

事 も あ る よ うで あ る。 例 え ば 、 今 回 の 操 作 実 験 で は 、JOISの 場 合 、 キ ー ワ ー ド

ー つ づ つ で 検 索 した 後 に各 検 索 結 果 を 論 理 演 算 す る方 法 を と
った の に 対 し、PAT

OLISで は キ ー ワ ー ド と論 理 演 算 子 を 組 み 合 わ せ て 検 索 式 を 入 力 して い る。

デ ー タ ベ ー ス 毎 の 操 作 方 法 の 違 い は 、 一 つ の デ ー タ ベ ー ス を 使 って い る 限 り に お

い て は 問 題 と な ら な い か も しれ な い が 、 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を 使 い こ な そ う と し た

場 合 や 並 列 的 に 検 索 し よ う と した 場 合 に は 、 す ぺ て の デ ー タ ベ ー ス に 習 熟 す る こ と

が 大 き な 負 担 と な る。

② 各 デ ー タ ベ ー ス 毎 に キ ー ワ ー ドが 異 な っ て い る。

同 じ事 を 検 索 し た い に もか か わ らず デ ー タ ベ ー ス 毎 に キ ー ワ ー ドが 違 って い る た

め 、 別 の デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る都 度 キ ー ワ ー ドを 調 べ 直 さ な け れ ば な らな い 。 ま

た 、 キ ー ワ ー ド自体 も大 き く異 な って い る。 例 え ば 「窒 化 ア ル ミニ ウ ム 」 の 場 合 、

FCDBで は 「AIN」 、JOISで は 「チ ッカ ア ル ミニ ウ ム 」 、PATOLIS

で は 「FO30376*F324904」(「 ア ル ミニ ウ ム 」 か つ 「窒 化 」 の 意 味)

で あ る。 同 じ事 柄 に 関 す る情 報 を い くつ か の デ ー タ ベ ー ス か ら取 り 出 した い 場 合 、

キ ー ワ ー ドの 調 査 と 適 切 な選 択 が 問 題 と な る。

③ 各 デ ー タ ベ ー ス 毎 に コマ ン ドが 異 な って い る。

コ マ ン ドが デ ー タ ベ ー ス に よ っ て 少 しず つ 異 な って い る。 例 え ば 検 索 結 果 を 出 力

した い 場 合 、JOISで は 「¥PF,5」(最 初 の5件 を 出 力 せ よ と い う意 味).、

ACEで は 「/KPRP1」(P1形 式 で 出 力 せ よ と い う意 味)で あ る。 ま た 、

デ ー タ ベ ー ス 利 用 を 終 わ る 場 合 に は 、JOISで は 「¥END」 、ACEで は 「/

EOF」 、PATOLISで は 「;END」 で あ った 。 単 純 な 検 索 と 出 力 を 行 って

い る 範 囲 に お い て は、 使 用 す る コマ ン ドの 数 は少 な い もの の 、 複 数 の デ ー タ ベ ー ス

を 利 用 す る場 合 に は混 乱 の も と と な る 。
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④ デ ー タ ベ ー ス の 検 索 結 果 を 別 の デ ー タ ベ ー ス に 受 け 渡 しで き な い。

今 回 の 操 作 実 験 で は 、FCDBの 検 索 結 果 で あ る特 許 公 開 番 号 を 使 って 、PAT

OLISか らそ の 特 許 の 抄 録 を 取 り出 して み た 。 こ の 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス が 違 う た

め 当 然 の こ と と は い え 、8桁 の 数 字 をPATOLISに 入 力 し直 さ な け れ ば な らな

か っ た 。 ま た 、PATOLISで の 番 号 入 力 は 一 度 に8件 ま で と な って い る の で 、

多 数 の 特 許 に つ い て 検 索 す る 場 合 に は 特 に 負 担 が 大 き く、 誤 りの 発 生 す る可 能 性 も

高 い 。

⑤ 全 般 に 操 作 が 繁 雑 で あ る 。

デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LOGIN)の 手 続 き や 、 検 索 条 件 の 入 力 手 続 き が 繁 雑

で あ る 。 接 続 の 手 続 き に は セ キ ュ リ テ ィの 問 題 が あ る も の の 、 現 在 で も端 末 ソ フ ト

ウ ェ ア で 普 及 して い る オ ー トロ グ イ ン機 能 の 簡 便 さ に 注 目す べ きで あ る 。 検 索 時 の

繁 雑 さ に つ い て は 、 例 え ばPATOLISで キ ー ワ ー ドか ら検 索 を 行 う 場 合 に 質 問

式(検 索 式)を 入 力 す る 都 度 、 資 料 型 、 発 行 年 月 及 び 質 問 番 号 を 入 れ な け れ は な ら

な い とい う こ と が あ っ た 』 質 問 式 を い くつ'か に 分 け な け れ ば な らな い 場 合 、 毎 回 同

じ事 を 入 力 す るの は 負 担 で あ る。
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2.3デ ー タ ベ ー ス 利 用 支 援 の 動 向

本 調 査 研 究 で は、 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 支 援 の 一 手 段 と して 「統 合 検 索 シ ス テ ム 」 を 考 え

て い るが 、 他 の 利 用 支 援 方 策 や そ の 動 向 につ い て も 、 一 部 資 料 収 集 等 を 行 っ た 。

2.3.1電 子 計 算 機 利 用 に 関 す る技 術 研 究 会 の マ ル チ デ ー タ ベ ー ス

電 子 計 算 機 利 用 に 関 す る 技 術 研 究 会(以 下 、 利 用 研 と い う)と は 、 政 府 省 庁 に お け る電

子 計 算 機 利 用 上 の 技 術 面 か ら見 た 諸 問 題 につ い て 多 角 的 か つ 専 門 的 に 調 査 研 究 を 行 う こ と

を 目 的 と して 、 昭 和43年 に 発 足 して お り、 現 在28省 庁 が 参 加 して い る。

利 用 研 の デ ー タ ー ベ ー ス 研 究 班 で は 、 通 信 技 術 を 利 用 した マ ル チ デ ー タ ベ ー ス を 、 「い

くつ か の 異 機 種 の マ シ ン(ハ ー ドウ ェ ア)上 で 稼 働 して い る 異 な る 種 類 のDBMSを 情 報

通 信 ネ ッ トワ ー クを 介 して"ひ と つ"のDBMSを 扱 うの と 同 じ イ メ ー ジで ユ ーザ ー(あ

る い は ア プ リケ ー シ ョ ン)か ら利 用 す る"異 種"分 散 デ ー タ ベ ー ス 」 と定 義 づ け 、 調 査 研

究 を 行 って い る。

分 散 デ ー タ ベ ー ス は 、 複 数 の コ ン ピ ュ ー タを 通 信 回 線 を 介 して 結 合 す る こ と に よ り 構 築

さ れ る情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク で 、 ユ ー ザ の 利 用 方 法 は 、 情 報 の 要 求 に よ り 適 した デ ー タ ベ

ー ス を ネ ッ トワ ー ク を 介 して ア ク セ ス す る
。

な お 、 デ ー タ ー ペ ー ス 研 究 班 で 、 プ ロ トタ イ プ の 開 発 を 予 定 して い るマ ル チ デ ー タ ベ ー

ス は 、 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス の み な ら ず 、 ユ ー ザ ー の 小 型 コ ン ピ ュ ー タ 上 のDBMSも

対 象 と し て い る 。

2.3.2デ ー タ ベ ー ス の 標 準 化 及 び 高 度 利 用 の 動 向

標 準 化 に つ い て は 、 国 際 標 準 化 機 構(ISO)に お い て 、 情 報 の 発 表(例 科 学 技 術 レ

ポ ー トの 様 式)、 情 報 内 容 の 表 現(例 商 品 分 類 コ ー ド、 抄 録 作 成)、 情 報 の 交 換(例

情 報 交 換 用 磁 気 テ ー プ)に つ い て の 国 際 規 格 、 規 格 案 が 制 定 あ るい は 検 討 され て きて い る 。

ま た 、 我 が 国 で はJIS化 な ど の 検 討 が 進 め られ て い る。

学 術 成 果 の 発 表 に 関 す る 標 準 化 は 、JIS化 の 動 き が 起 こ り つ つ あ る。 ま た 、 書 誌 的 記

述 、 学 術 雑 誌 の 構 成 、 抄 録 の 書 き方 響 は科 学 技 術 庁 の 科 学 技 術 情 報 技 術 基 準(SIST)
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で 検 討 され 、 制 定 が 進 ん で い る 。

デ ー タ ベ ー ス の 編 成 を 行 う た め に 必 要 な情 報 内 容 の 表 記 ・表 現 の 標 準 化 は 、 学 術 的 研 究

成 果 の 発 表 に 当 た って の 情 報 内 容 の 表 現 に用 い る 用 字 ・用 語 、 分 類 方 法 等 に つ い て の 標 準

が 、ISOを 中 心 と して 制 定 あ る い は 検 討 され て い る 。

文 字 ・数 値 ・図 形 の す ぺ て を 含 め た 文 書 全 体 の 処 理 転 送 の 標 準 化 は 、ISOに お い て 検

討 が 進 め られ て い る。 ま た 、JIS化 も進 め られ て お り 、 昭 和61年 に は、 「事 務 文 書 体

系 及 び 交 換 様 式(総 則)」 のJIS化 原 案 の 下 敷 き 作 成 、 「メ ッセ ー ジ転 送 副 層 の プ ロ ト

コ ル と フ ォ ー マ ッ ト」 のJIS化 原 案 の 下 敷 き 作 成 な どが 行 わ れ た 。 今 後 、 別 々 に 作 成 さ

れ た もの がJIS原 案 と して ま とめ られ る予 定 で あ る 。

情 報 検 索 シ ス テ ム の 検 索 コ マ ン ド言 語 の 標 準 化 は 、 欧 州 共 同 体 の 指 導 の 下 で 造 られ た ヨ

ー ロ ッパ の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ネ ッ トワ ー ク(DIANE)に お い て 、DIANEに

参 加 す る サ ー ビ ス ・シ ス テ ム の 中 の 共 通 コ マ ン ド言 語(CCL)を 定 め る 動 き が あ り、 利

用 者 は、 各 シス テ ム 自身 の コマ ン ド言 語 で もCCLで も利 用 可 能 とす る もの で あ っ た が 、

現 在 は 中 断 さ れ て い る。 な お 、ISOで は 検 索 コ マ ン ド言 語 の 標 準 化 が 検 討 さ れ て い る 。

デ ー タ ベ ー ス ・フ ィ ー ル ドの 標 準 化 は 、 我 が 国 の 科 学 技 術 庁 のSIST中 に 書 誌 的 情 報

交 換 用 レコ ー ド ・フ ォ ー マ ッ トと 数 値 型 情 報 交 換 用 レ コ ー ド構 成(案)が あ る。

ま た 、 デ ー タ ベ ー ス を 人 工 知 能 応 用 シ ス テ ム の 側 か ら利 用 す る と い う観 点 に よ り 、 以 下

の よ う な 高 度 利 用 が 考 え ら れ て い る 。

① エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス 利 用

デ ー タベ ー ス に 格 納 さ れ て い る デ ー タ を エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム 側 か ら利 用 す る考

え で あ る。 例 え ば 、 利 用 者 が エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム を 利 用 す る 処 理 を 行 う場 合 を 想

定 す る。 エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム は処 理 の 必 要 に 応 じて デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス 要 求

を 出 す 。 デ ー タ ベ ー ス 側 は 、 ア ク セ ス 要 求 に 従 い 検 索 を 実 行 し、 検 索 結 果 を 返 す 。 エ

キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム 側 は 、 検 索 結 果 の デ ー タ を 利 用 し推 論 を 実 行 し、 推 論 結 果 を 利

用 者 へ 返 す 。 エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム は デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ を 利 用 して 推 論 を 行 う.

こ と が で き る。

エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ムが デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る シス テ ムの 概 要 は 、 デ ー タ ベ ー

ス は 既 存 の ま ま 利 用 し、 エ キ ス パ ー ト ・シス テ ム は 、 パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ や ワ

ー ク ・ス テ ー シ ョ ン を 利 用 し て 構 築 し、 両 者 の 間 を 通 信 回 線 で 結 ぶ 方 法 が 考 え られ る。

② デ ー タ分 析 エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム
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デ ー タ ベ ー ス は 外 部 の 変 化 に応 じて デ ー タ が 更 新 ・蓄 積 さ れ る 。 利 用 者 が 目 的 を 持

っ て デ ー タ ベ ー ス の 検 索 を 行 わ な い 限 り、 外 部 の 変 化 に 素 早 く対 応 す る こ と は 困 難 で

あ る。 デ ー タ 分 析 エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム は 、 外 部 の 変 化 に素 早 く対 応 す る た め に 、

デ ー タ が 入 力 され る とそ の デ ー タ を 分 析 し、 ど の よ うな 傾 向 の 事 象 が 起 きて い る か 把

握 で き る よ う な シ ス テ ム で あ る。

(注)2.3.2は(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー 、 「デ ー タ ベ ー ス 白 書1988」 か ら

引 用 し た も の で あ る。

2.3.3統 合 検 索 シ ス テ ム と 他 の 利 用 支 援 と の 関 連

利 用 研 で 考 え られ て い る マ ル チ デ ー タ ベ ー ス と 統 合 検 索 シス テ ム を 比 較 す る と、 類 似 す

る 考 え と して は 、 ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス と して の 自然 言 語 入 力 、 コ マ ン ド変 換 機 能 、

デ ー タ ベ ー ス 選 択 機 能 な どが あ る 。 こ れ らの 機 能 は 、 ユ ーザ ーが コ マ ン ドや キ ー ワ ー ドを

熟 知 して い な くて もデ ー タ ベ ー ス を 利 用 で き る よ う に 考 え られ て い る 。 相 違 点 と して は 、

マ ル チ デ ー タ ベ ー ス で は 、 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス の み な らず 、 ユ ー ザ ー の 小 型 コ ン ピ ュ

ー タ も対 象 と して 考 られ て い る
。 一 方 、 統 合 検 索 シ ス テ ム は 、 ユ ーザ ーの 小 型 コ ン ピ ュ ー

タ ま で は 対 象 と して い な い が 、 地 域 に お け る 特 有 な 技 術 情 報 、 ビ ジ ネ ス情 報 な ど を 独 自 の

検 索 方 法 に よ り ユ ーザ ー に 提 供 す る こ とが で き る 。

ま た 、JISやISOな ど の 標 準 化 は 、 情 報 整 備 の 方 法 、 デ ー タ ベ ー ス ・フ ィ ー ル ド、

CD-ROMの 規 格 、 プ ロ トコ ル な ど 幅 広 く行 わ れ て お り、 今 後 は標 準 化 に 沿 っ た オ ン ラ

イ ンデ ー タ ベ ー ス の 整 備 が 進 む と 考 え られ る 。 しか し、 既 に サ ー ビ ス さ れ 、 多 くの ユ ー ザ

ー が 利 用 して い る オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス を 標 準 化 す る こ と は
、 一 朝 一 夕 で は 成 し得 な い

至 難 の 技 と思 わ れ る。 こ れ に 対 し、 統 合 検 索 シス テ ム は 、 特 定 の 地 域 の 特 定 の 情 報 に 限 定

され る が 、 標 準 化 さ れ て い るか 否 か の 区 別 な く、 ユ ー ザ ー が 利 用 した い と す るオ ン ラ イ ン

デ ー タ ベ ー ス か ら必 要 な情 報 を 統 一 され た 検 索 方 法 に よ り、 容 易 か つ 網 羅 的 に 検 索 で き る

と こ ろ に 大 き な 特 徴 が あ る。
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3.フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

詳 細 設 計





3. フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

言挙 糸田 設 言十

昭 和63年 度 は 、 昭 和62年 度 に 行 った 統 合 検 索 シ ス テ ム(仮 想 デ ー タ ベ ー ス)の 概 念

設 計 を も と に 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

詳 細 設 計 を 行 っ た 。 そ の 内容 は 「資 料2 .フ ァイ ンセ ラ ミッ ク ス デ 一合タ ペ ー ス 統 合 検 索 シス

テ ム(実 験 シス テ ム)の 詳 細 設 計 書 」 を 参 照 され た い 。 こ こ で は、 統 合 検 索 シス テ ム及 び

実 験 シ ス テ ム の 概 念 を 説 明 す る と と も に 、 実 験 シ ス テ ムの 概 要 を 述 べ る 。

3.1統 合 検 索 シス テ ム の 概 念

昭 和62年 度 に概 念 設 計 を 行 った 「統 合 検 索 シス テ ム(仮 想 デ ー タ ベ ー ス)」 は 、 非 常

に 大 き な 概 念 で あ っ た 。 昭 和63年 度 は 、 そ の 大 き な概 念 に 基 づ い て 、 実 現 可 能 な 規 模 の

実 験 シス テ ム を 設 定 し、 そ の 詳 細 設 計 を 行 った 。

統 合 検 索 シ ス テ ム は 、 分 散 し て 存 在 して い る オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス 群 を 利 用 者 か ら見

た 場 合 に 、 あ た か も 一 つ の 巨 大 な デ ー タ ベ ー ス と して と らえ
、 統 一 的 な 操 作 方 法 で 利 用 で

きる よ う に す る もの で あ り 、 様 々 な 機 能 の 集 合 体 と して と らえ た 。 そ の 構 築 に あ た っ て は、

莫 大 な 人 力 、 時 間 を 要 す る と 思 わ れ 、 完 全 な 形 で 実 現 され る ま で に は解 決 さ れ な け れ ば な

ら な い 問 題 点 も 多 い 。 こ こ で は 、 現 状 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス利 用 手 順 と 、 統 合 検 索 シ

ス テ ム に よ る 利 用 手 順 と を 比 較 し、 統 合 検 索 シス テ ム利 用 の イ メ ー ジを 表 わ す
。

例 と して 、 あ る 物 質 に つ い て デ ー タ ベ ー ス か ら情 報 を 得 よ う とす る場 合 を 考 え る。 物質

に 関 す る 情 報 と して は、 物 性 、 特 許 、 論 文 、 新 聞 記 事 な ど様 々 な 分 野 の もの が あ る。 ま た 、

これ ら各 分 野 の 情 報 を 組 合 せ る こ と に よ って 、 よ り付 加 価 値 の 高 い 情 報 と して 活 用 す る こ

と が 可 能 と な る 。 以 下 に[物 質A]に つ い て 、 複 数 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス か ら情 報 を

入 手 しよ う とす る場 合 の 利 用 手 順 を 単 純 モ デ ル化 して 示 す 。

ま ず 、 現 状 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス を 利 用 す る 場 合 は 次 の 手 順 が 必 要 に な る。

そ の イ メ ー ジ は図3-1の と お り で あ る 。
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検索手順②
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キーワード② ＼

デ ー タ
ベ ー ス

②

L

図3-1現 状 の オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 利 用

①[物 質A]に 関 す る情 報 が ど の デ ー タ ベ ー ス に 入 って い る か 、 文 献 等 を 用 い て 調 べ

る。 こ こで は[デ ー タ ベ ー ス ①]と[デ ー タ ベ ー ス ②]に 入 って い る と す るゴ

②[デ ー タ ベ ー ス ①]に 接 続 す る に は[デ ー タ ベ ー ス①]の 利 用 が 可 能 な[端 末 機 ①]

を 用 意 し[パ ス ワ ー ド①]を 用 い る 。

③[物 質A]に 関 す る 情 報 を 検 索 す る に は 、[デ ー タ ベ ー ス①]か ら[物 質A]に 関

す る 情 報 を 取 り出 す た め の[キ ー ワ ー ド①][コ マ ン ド①]を 調 べ 、[検 索 手 順 ①]

を 使 用 す る。 こ こ で[デ ー タ ベ ー ス①]の 検 索 結 果 が 得 ら れ る。

④[デ ー タ ベ ー ス ①]と の 接 続 を 切 り、 次 に[デ ー タ ベ ー ス ②]に 接 続 す る。

⑤[デ ー タ ベ ー ス ② 」 に 接 続 す る に は[デ ー タ ベ ー ス ②]の 利 用 が 可 能 な[端 末 機 ②]

を 用 意 し[パ ス ワ ー ド②]を 用 い る。

⑥[物 質A]に 関 す る情 報 を 検 索 す る に は 、[デ ー タ ベ ー ス②]か ら[物 質A]に 関

す る 情 報 を 取 り 出 す た め の[キ ー ワ ー ド②][コ マ ン ド②]を 調 べ 、[検 索 手 順 ②]

を 使 用 す る 。 こ こで[デ ー タ ベ ー ス ②]の 検 索 結 果 が 得 られ る 。
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以 上 、 こ の よ う な 手 順 を 踏 ん で 初 め て 必 要 な 情 報 が 得 られ る こ とに な る 。 一 方 、 統 合 検

索 シス テ ム を 使 う 場 合 は 、 次 の よ う に な る。 そ の イ メ ー ジは 図3-2の と お り で あ る。
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統合検索 システムが

データベ ース① と

データベース② を

自動的 に検索

検索手順
②

ス

タ

ー

ー
ベ

デ

②

図3-2統 合 検 索 シ ス テ ム の 利 用

①[統 合 検 索 シ ス テ ム]に 接 続 す る に は 、 既 存 の[端 末 機]を 利 用 し、[統 合 検 索 シ

,ス テ 云]用 の[パ ス ワ ー ド]を 用 い る 。

[物 質A]に 関 す る情 報 が ど の デ ー タ ベ ー ス に 入 って い る か を 調 べ る 必 要 は な い 。

(統 合 検 索 シ ス テ ムが ど の デ ー タ ベ ー ス を 検 索 す れ ば よ いか 自動 的 に 判 断 す る。)

②[物 質A]に 関 す る 情 報 を 検 索 す る に は[統 合 検 索 シ ス テ ム]に 検 索 対 象 と して ・

[物 質A]を 指 定 す る。 個 々 の デ ー タ ベ ー ス の 検 索 手 順 を 意 識 す る 必 要 は な い 。 ま た

[キ ー ワ ー ド]や[コ マ ン ド]も 調 べ る必 要 が な い。

こ こ で[統 合 検 索 シ ス テ ム]が 働 い て[デ ー タ ベ ー ス ①]と[デ ー タ ベ ー ス ②]か

ら[物 質A]に 関 す る情 報 を 自動 的 に 検 索 す る。 そ して[デ ー タ ベ ー ス①][デ ー タ

ベ ー ス②]両 方 の 検 索 結 果 が 得 られ る 。
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こ の よ う に 、 統 合 検 索 シ ス テ ム を 利 用 した 場 合 、 ① 必 要 な デ ー タ が ど の デ ー タ ベ ー ス に

入 っ て い るか を 調 べ る 必 要 が な い 、 ② キ ー ワ ー ド ・コ マ ン ドは何 を 使 って い る か を 調 べ る

必 要 が な い 、 ③ 現 在 の よ う に デ ー タ ベ ー ス毎 に検 索 手 順 を 習 熟 す る必 要 は な い 、 ④ デ ー タ

ベ ー ス に 合 わ せ て 複 数 の 端 末 機 を 用 意 し な くて も よ い な ど、 検 索 の た め の 事 務 負 担 が 大 幅

に 軽 減 さ れ る 。

3.2実 験 シ ス テ ム の 概 念

統 合 検 索 シス テ ム は非 常 に 大 き な 概 念 で あ る。 こ の た め 、 実 験 シ ス テ ム に お い て は 次 の

よ う な 理 由 か ら、 当 地 域 に お い て 関 心 が 高 い フ ァ イ ンセ ラ ミッ クス 関 連 情 報 に 的 を 絞 る こ

と と した 。

① オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス の 統 合 検 索 シ ス テ ム を 開 発 す る た め に は 、 非 常 に 多 くの 労

力 と時 間 を 要 す る。 短 期 間 に効 率 よ く統 合 検 索 の 有 効 性 を 実 証 す る た め に は、 対 象 範

囲 を 限 定 した 小 規 模 な実 験 シス テ ム を 構 築 す る必 要 が あ る。

② 当 地 域 の 陶 磁 器 産 業 は 、 全 国 的 に も生 産 数 量 で76.7%、 出 荷 金 額 で68.1%を 占

め る 我 が 国 最 大 の 地 場 産 業 で あ るが 、 昭 和60年 秋 の 円 高 以 降 、 伝 統 的 な 陶 磁 器 か ら

フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス へ の 事 業 転 換 を 図 る 企 業 が 相 次 ぐな ど当 地 域 で の 関 心 が 非 常 に

強 く、 地 域 活 性 化 の 方 策 と して の 波 及 効 果 も き わ め て 高 い 。

③ 実 験 シ ス テ ム の 核 と して フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ クス セ ン タ ー にお い て 構 築 中 のFCDB

を 活 用 で き るた め 、 効 率 的 に 実 験 シ ス テ ム を 構 築 で き る。

こ れ に よ り、 実 験 シ ス テ ム と して は 次 の よ う な 特 徴 を 持 た せ る こ と と し た 。

① 個 々 の デ ー タ ベ ー ス を 意 識 す る こ と な く、FCDβ と他 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス

(JOIS、ACE、PATOLIS)を 同 時 に 利 用 で き る 。

② 統 一 され た 操 作 方 法 に よ り、 ワ ン タ ッチ で 複 数 の デ ー タ ベ ー ス か ら必 要 な 情 報 を検

索 し、 画 面 で 一 覧 で き る。

③ 利 用 者 は 、 電 話 回 線 を 通 じ て 実 験 シス テ ム が 利 用 で き る。

31



以 上 の イ メ ー ジで 設 計 す る実 験 シス テ ム を 示 す と 、 図3-3の よ う に な る 。

【

利用者

L

端末機

/ ＼

実 験 シス テ ム

フ7インセラミックスデータベース

統 合検 索 システム

PATO

LIS

図3-3実 験 シ ス テ ム

「フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ クス 統 合 検 索 シ ス テ ム 」
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3.3実 験 シ ス テ ム の 詳 細 設 計 方 針

3.3.1実 験 シ ス テ ム の 対 象 範 囲

実 験 シ ス テ ム が 対 象 と す る デ ー タ ベ ー ス は、FCDBとJOIS、ACE、PATOL

ISの 計4つ と した 。

実 験 シ ス テ ム の 対 象 業 務 は 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に 関 して は 有 識 者 で あ る もの の デ ー

タ ベ ー ス 検 索 に 関 す る 専 門 的 知 識 を 持 た な い 利 用 者 が 、 「こ れ ま で に取 り扱 って い な か っ

た 新 しい 分 野 の 研 究 開 発 に 着 手 ・し よ う とす る場 合 の 予 備 調 査 」 、 「特 許 申 請 書 類 の 作 成 」 、

「特 許 異 議 申 立 書 の 作 成 」 、 「調 査 報 告 書 の 作 成 」 等 を 行 う際 に 、 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を

利 用 して 各 種 情 報 を 入 手 し よ う と す る 場 合 を 想 定 した 。 こ の と き 、 利 用 者 か ら は 次 の よ う

な 要 求 が 発 生 す る と 考 え られ る。

① フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る特 許 、 文 献(論 文)、 新 聞 記 事 情 報 を ワ ンタ ッチ で

入 手 した い 。

② 任 意 の 文 字 列 か ら特 許 情 報 を 検 索 した い 。

③FCDBを 検 索 して 分 か った 特 許 公 開 番 号 の 内 容 を 、PATOLISか ら簡 単 に 出

力 した い 。

④ デ ー タ ベ ー ス が 違 って も同 じ検 索 方 法 で 利 用 し た い 。

⑤ コ マ ン ドが 分 か らな い が 、 デ ー タ ベ ー ス を 使 い た い 。

⑥PATOLISの 期 間 設 定 等 、 デ ー タ ベ ー ス検 索 で の 手 間 を 簡 略 化 した い 。

⑦ キ ー ワ ー ド集 や コ ー ド表 を 調 べ ず に デ ー タ ベ ー ス を 検 索 した い 。

⑧ デ ー タ ベ ー ス と の 接 続 を 簡 単 に 行 い た い 。

これ らの 要 求 に 対 応 で き る もの ど して 、 次 の3つ の 検 索 パ タ ー ンを 対 象 範 囲 と し て 実 験

シ ス テ ム を 設 計 す る こ と と した 。 ま た 、 実 験 シ ス テ ム に 関 す る 各 種 案 内情 報 を 利 用 者 に 提

供 す るた め 、 この ほ か に 電 子 メ ー ル ・電 子 掲 示 板 機 能 を 用 意 した 。

① 統 合 検 索 一1(各 デ ー タ ベ ー スを 並 列 的 に メ ニ ュ ー 方 式 に よ り統 合 検 索 す る)

・検 索 対 象 分 野:フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る 特 許 ・文 献(論 文)・ 新 聞
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記 事 情 報

・対 象 デ ー タ ベ ー ス:FCDB

JOIS(JICSTフ ァ イ ル)

ACE

PATOLIS(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

・検 索 キ ー:フ ァ イ ンセ ラ ミッ ク ス に 関 す る 特 定 の キ ー ワ ー ド

② 統 合 検 索 一2(あ るデ ー タ ベ ー ス の 検 索 結 果 を 用 い て 別 の デ ー タ ベ ー ス を メ ニ ュ ー

方 式 に よ り統 合 検 索 す る)

・検 索 対 象 分 野:フ ァ イ ン セ ラ ミ ック ス に 関 す る特 許 情 報

・対 象 デ ー タ ベ ー ス:FCDB

PATOLIS(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

・検 索 キ ー:任 意 の 文 字 列

③ メ ニ ュ ー 検 索(各 デ ー タ ベ ー ス を メ ニ ュ ー 方 式 に よ る 統 一 さ れ た 検 索 方 法 で 利 用 す

る)

・検 索 対 象 分 野

・対 象 デ ー タ ベ ー ス

・検 索 キ ー

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る 特 許 ・文 献(論 文)・ 新 聞

記 事 情 報

:FCDB

JOIS(JICSTフ ァ イ ル)

〃(JMEDICINEフ ァ イ ル)

〃(NK-MEDIAフ ァ イ ル)

ACE

PATOLIS(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に 関 す る 特 定 の キ ー ワ ー ド

各 デ ー タ ベ ー ス 固 有 の キ ー ワ ー ド 、 分 類 等

3.3.2実 験 シ ス テ ム の 機 能 構 成

前 述 の4つ の デ ー タ ベ ー ス に 対 し て3つ の 検 索 パ タ ー ンを 実 現 す る た め 、 い くつ か の 機

能 を 組 み 合 わ せ て 実 験 シス テ ム を 構 築 す る。 即 ち、 「イ ン タ ー フ ェ イ ス 」 、 「デ ー タ ベ ー

ス 選 択 機 能 」 、 「コ マ ン ド変 換 機 能 」 、 「キ ー ワ ー ド変 換 機 能 」 、 「ゲ ー トウ ェイ 」 、
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「ヘ ル プ 機 能 」 、 「パ ソ コ ン通 信 機 能 」 な ζ で あ るが 、 各 機 能 は 実 験 シ ス テ ム の 開 発 や 評

価 を 効 率 良 く行 う た め 、 統 合 検 索 を 実 現 で き る 最 低 限 の 内 容 に絞 っ た 。 これ らの 機 能 を 実

現 す る た め 、 実 験 シ ス テ ム は16ビ ッ ト程 度 の 汎 用 パ ソ コ ンを2台 使 用 して 構 築 し、 利 用

者 は端 末 機(通 信 機 能 を 持 った パ ソ コ ン)か ら電 話 回 線 を 通 じて オ ン ラ イ ンで 使 用 す る も

の と して 詳 細 設 計 を 進 め る こ と と し た 。 な お 、 実 験 シス テ ムで あ る と は い え 多 くの 利 用 者

に 情 報 提 供 を 行 っ た 場 合 、 制 度 、 法 律 上 の 問 題 が 生 じ る。 従 っ て 実 験 シス テ ム と端 末 機 の

間は内線電話を利用 し、本調査研究事業の内部のみに限定 して実験を行 うこととした。

上 記 機 能 の 内 容 に つ い て は 、 表3-1に お い て 、 昭 和62年 度 の 統 合 検 索 シ ス テ ム(仮

想 デ ー タ ベ ー ス)の 概 念 設 計 で 示 した 内 容 と の 対 比 で 説 明 す る 。 同 様 に 、 統 合 検 索 シス テ

ム の 機 能 構 成 図 を 図3-4に 、 実 験 シ ス テ ム の 機 能 構 成 図 を 図3-5に 示 す の で 比 較 参 照

さ れ た い 。

表3-1統 合 検 索 シ ス テ ム と 実 験 シ ス テ ム と の 機 能 比 較

①

統 合 検 索 統 合 検 索 シ ス テ ム を 利 用 す る際 の 入 口 部 分 で あ る。 利 用 者 は 統 合 検 索 シ ス

シ ス テ ム テ ム との 接 続 後 、 利 用 した い 機 能 を メ ニ ュ ー に よ り選 択 す る 。 選 択 で き る

機 能 は 、 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 の ほ か 、 パ ソ コ ン通 信 機 能 や 他 の ネ ッ トワ ー

クへ の 接 続 、 案 内 情 報 の 表 示 等 が あ る。 ま た 、 他 の ネ ッ トワ ー ク か らの 接

続 も可 能 と す る こ と に よ り名 古 屋 地 域 情 報 の 発 信 源 と して の 機 能 を 持 つ 。

実 験 く実 現 す る 機 能 〉

シ ス テ ム(統 合 検 索 シス テ ムの 内 容 の う ち 、 実 験 シ ス テ ム で 実 現 して 機 能 さ

せ る部 分(以 下 同 じ))

メ ニ ュ ー に よ る以 下 の 機 能 の 選 択

(1)統合 検 索 一1[各 デ ー タ ベ ー ス を 並 列 的 に統 合 検 索 す る機 能]

(2)統合 検 索 一2[あ るデ ー タ ベ ー ス の 検 索 結 果 を 用 い て 別 の デ ー タ ベ
ー ス を 統 合 検 索 す る 機 能](*1)

㈲ メ ニ ュ ー 検 索[各 デ ー タ ベ ー ス を 統 一 され た 検 索 方 法(メ ニ ュ ー方

式)で 個 別 に 利 用 す る 機 能]

(4)電子 メ ー ル ・電 子 掲 示 板

く 対 象 と し な い 機 能 〉

(統 合 検 索 シ ス テ ム の 内 容 の う ち 、 実 験 シス テ ム の 開 発 ・評 価 を 効

率 良 く行 うた め 詳 細 設 計 に 盛 り込 ま な い 部 分 、 若 し くは 他 の 機 能

で 代 替 す る 部 分(以 下 同 じ))

他 の ネ ッ トワ ー ク と の 接 続 、 案 内 情 報(*2)

35



②

機能 デ ー タ ベ ー ス 選 択 機 能_ 一.　

統合検索 画 面 上 に 表 示 さ れ るデ 一 夕ペ ー ス 一 覧 や ク リア リ ング 情 報 か ら検 索 した い

シ ス テ ム デ ー タ ベ ー ス を い くつ か 選 択 す る機 能 で あ る。 初 心 者 に対 して は 検 索 した

い 分 野 か ら統 合 検 索 シ ス テ ム が 必 要 な デ ー タ ベ ー ス を 自動 的 に 選 択 す る こ

と も で き る よ う に して お く。

実験 〈 実 現 す る機 能 〉

シ ス テ ム デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧 か らの 選 択 、 自動 選 択

(1)統 合 検 索 一1の 場 合 、 利 用 者 は 画 面 上 に表 示 さ れ る デ ー タ ペ ー スー

覧 か ら 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を 選 択

(2)統 合 検 索 一2の 場 合 、 実 験 シ ス テ ム が デ ー タ ベ ー ス を 選 択(*1)

③ メ ニ ュ ー 検 索 の 場 合 、 利 用 者 は 画 面 上 に 表 示 さ れ るデ ー タ ベ ー ス ー

覧 か ら一 つ の デ ー タ ベ ー ス を 選 択

〈 対 象 と しな い 機 能 〉

ク リ ア リ ン グ 情 報 か らの 選 択

③

機能 コ マ ン ド変 換 機 能

統合検索 基 本 的 に は 統 合 検 索 シス テ ム で 定 義 さ れ る 名 古 屋 地 域 標 準 コ マ ン ドを 利 用

シ ス テ ム す る 。 他 に利 用 者 が 使 い 慣 れ た コ マ ン ドに よ る 検 索 、 メ ニ ュ ー や 自然 言 語
に よ る検 索 に も対 応 で き る よ う にす る。 い ず れ の 場 合 も一 旦 標 準 コ マ ン ド

に 変 換 後 、 実 際 に 検 索 が 行 わ れ る オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の コ マ

ン ドに 再 変 換 さ れ 、 検 索 が 実 行 され る 。

実験 〈実現す る機能 〉
シ ス テ ム メ ニ ュ ー に よ る 検 索 、 標 準 検 索 式 の 定 義(零3)

実 験 シ ス テ ム は 、 メ ニ ュ ー に よ り 指 定 され た 検 索 条 件 か ら各 デ 一 夕 ベ
一 ス の コ マ ン ドを 生 成 し

、 検 索 を 行 う。
〈 対 象 と し な い 機 能 〉

標 準 コ マ ン ドの 定 義(京3)、 コ マ ン ドに よ る 検 索 、 自然 言 語 に よ る検 索

④

機能 キ ー ワ ー ド変 換 機 能

-

統合検索 入 力 さ れ た 検 索 ワ ー ドを シ ソ ー ラス に 基 づ くキ ー ワー ドに 変 換 す る 機 能 で

シ ス テ ム' あ る 。 キ ー ワ ー ドの ペ ー ス と な る シ ソ ー ラ ス は 、 各 デ ー タ ベ ー ス の シ ソ ー

ラ ス を 統 合 した もの を 用 い る 。 フ リー ワ ー ドや 自然 言 語 に も対 応 で き る よ

う に す る 。

実験 〈実現す る機能 〉
シ ス テ ム フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 係 の キ ー ワ ー ド変 換

統 合 シ ソ ー ラス と して キ ー ワ ー ド対 照 表 を 持 つ 。

〈対 象 と し な い 機 能 〉

フ リー ワ ー ドや 自然 言 語 へ の 対 応
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⑤

機能 ゲ ー ト ウ ェ イ

統合検索 各 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 通 信 方 式 に 対 応 して プ ロ トコ ル 変 換

シ ス テ ム を 行 い 、 仮 想 デ ー タ ベ ー ス と の 信 号 の や り と り を 行 う部 分 で あ る 。 ビ デ オ

テ ック ス や 将 来 出 て くる で あ ろ う 新 しい 通 信 方 法 に 対 して も対 応 で き る よ

う な 設 計 と す る。

実験 〈実現する機能〉
シ ス テ ム 各 デ ー タ ベ ー ス へ の 自動 接 続 、 信 号 の や り と り

〈 対 象 と し な い 機 能 〉

プ ロ トコ ル 変 換

⑥

機能 ダ ウ ン ロ ー ド機 能

統 合 検 索

シ ス テ ム

検 索 結 果 を グ ラ フ 化 した り 製 表 す る た め の ダ ウ ンU－ ド機 能 を 設 け る。 複

数 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 検 索 結 果 を 、 フ ォー マ ッ トを 統 一

して ダ ウ ン ロ ー ドす る 機 能 も用 意 す る。

実 験

シ ス テ ム

対象 としない

⑦

機能 ヘ ル プ 機 能

統合検索 統 合 検 索 シ ス テ ム は 、 マ ニ ュ ア ル レ ス で 操 作 で き る よ う に す る。 ヘ ル プ 機

シ ス テ ム 能 は 操 作 方 法 が わ か らな くな った 場 合 に 参 照 さ れ る もの で あ る 。 ま た 、 統

合 検 索 シ ス テ ム が 自 動 的 に 行 っ た デ ー タ ベ ー ス 選 択 、 コ マ ン ド、 キ ー ワ ー

ド変 換 に つ い て は 、 そ の 根 拠 、 過 程 を 表 示 で き る よ う に す る 。

実験 〈実 現 す る機 能 〉

シ ス テ ム マ ニ ュ ア ル レ ス 操 作(メ ニュー、キーワード変 換 に よ る)、 根 拠 や 過 程 の 表 示

〈対 象 と し な い 機 能 〉

操作方法表示機能

⑧

機能 名 古 屋 地 域 で 必 要 と され るデ ー タ の 再 編 ・蓄 積 機 能

統 合 検 索

シ ス テ ム

名 古 屋 地 域 で 必 要 な 情 報 を 蓄 積 し、 独 自 の デ ー タ ベ ー ス と して 利 用 者 に 提

供 す る部 分 で あ る。 対 象 デ ー タ は 、 各 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビス 中

の 名 古 屋 地 域 に 関 連 す る情 報 を 再 編 加 工 した もの や 利 用 者 が 登 録 を 希 望 す

るデ ー タ 等 で あ る 。 この 独 自デ ー タ ベ ー ス は 小 規 模 な もの と し 、 デ ー タ量

が 増 え て き た 場 合 に は 統 合 検 索 シ ス テ ム の 外 に 設 置 す る独 立 した デ ー タ ベ
ー ス シ ス テ ム と して 整 備 す る。

実 験

シ ス テ ム

対 象 と しな い
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⑨

機能
一'舗

パ ソ コ ン通 信 機 能

統合検索 メ ー ル ボ ッ ク ス 、 電 子 掲 示 板 、 電 子 会 議 と い っ た パ ソ コ ン/ワ ー プ ロ 通 信

シ ス テ ム 機 能 を 持 た せ る 。 利 用 者 間 や 統 合 検 索 シ ス テ ム と利 用 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ツ ー ル と して 利 用 し、 よ り実 効 の あ るデ ー タ ベ ー ス 利 用 支 援 機 能 と

な る よ う に す る 。

実験 〈実現する機能〉
シ ス テ ム 電 子 メ ー ル(メ ー ル ボ ッ ク ス)、 電 子 掲 示 板

〈 対 象 と し な い 機 能 〉

電子会議

⑩

機能 その他の機能

統合検索 そ の ほ か 、 ヒス ト リー 表 示 機 能 、 料 金 表 示 機 能 、 メ ン テ ナ ンス 機 能 を 用 意

シ ス テ ム す る。 ヒス ト リー 表 示 機 能 は 利 用 経 過 を 、 料 金 表 示 機 能 は 使 用 料 金 の 累 計

を 随 時 表 示 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。 メ ンテ ナ ンス 機 能 は 、 頻 繁 に

行 わ れ な け れ ば な らな い 統 合 検 索 シス テ ム の メ ンテ ナ ンス を 極 力 自動 化 し

よ う と す る も の で あ る。

実験 〈 実 現 す る機 能 〉、

シ ス テ ム ヒス ト リー 表 示 機 能 、 各 デ ー タ ベ ー ス毎 の 料 金 表 示(*4)

〈 対 象 と し な い 機 能 〉

メ ン テ ナ ン ス 機 能

*1統 合 検 索 一2は 特 許 関 係 情 報 に 限 定 す る。FCDBを 検 索 後 、 そ の 結 果 を 用 い て

PATOLIS(日 本 特 実)を 統 合 検 索 す る。

‡2案 内 情 報 の 表 示 は 、 電 子 メ ー ル ・電 子 掲 示 板 機 能 で 代 替 す る。

x3メ ニ ュ ー 方 式 に よ る コ マ ン ド レス 検 索 を 行 うた め 、 標 準 ニマ ン ドは 定 義 せ ず 、

標 準 検 索 式 の み を 定 義 す る。

*4ヒ ス ト リー表 示 機 能 は 、 個 々 の デ ー タ ベ ー ス 固 有 の ヒス ト リー 機 能 を 利 用 す る。

料 金 表 示 機 能 は 、 個 々 の デ ー タ ベ ー ス 検 索 終 了 時 に、 個 別 に表 示 す る。
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デ ー タ
ベ ー ス

A

デ ー タ

ベ ー ス

B

デ ータ

ベ ー ス

C

統合 検索 システム

コマ ン ド

変換機能

キーワー ド

変換機能

データベース

選 択機能

ヘルプ

機能

メ ンテナ ンス

機能

名古屋地域で

必要 とされ る

デ ータの

再編 ・蓄積

機能

ダ ウンロー ド

機能

パ ソコン通信

機能

ヒス トリー表示

料金表示機能

利用者
B

利用者
C

!、 ＼

(他の・・罵 。)、!

図3-4統 合 検 索 シ ス テ ム の 機 能 構 成 図
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ACE

デ ー タ
ベ ー ス

JOIS

デ ー タ

ベ ース

PATOLIS

デ ー タ
ベ ー ス

..!一 般 公 衆 回線

実験 システム

コマ ン ド

変換機能

辞書(十ワード

対照 表)

キーワー ド

変換機能

データベース

選択機能

ヘルプ機能

根拠や過程の表示

名古屋地域

データ

パ ソコン通 信

機能

ヒス トリー表示

料金表示機能

内線電話

図3-5実 験 シ ス テ ムの 機 能 構 成 図
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3.4実 験 シ ス テ ム の 概 要

3.4.1実 験 シ ス テ ムの 検 索 手 順

実 験 シ ス テ ム は 、 検 索 パ タ ー ンや デ ー タ ベ ー ス が 違 っ て も同 じ検 索 方 法 で 簡 単 に 利 用 で

き る よ う、 メニ ュ ー に よ る コ マ ン ド ・レス 方 式 を 採 用 した 。 キ ー ワ ー ドに つ い て は 、 フ ナ

イ ンセ ラ ミ ッ ク ス 関 係 の 化 合 物 及 び 関 連 用 語 を 特 定 し、 実 験 用 に限 定 した 統 合 シ ソ ー ラス

と して 「キ ー ワ ー ド対 照 表 」 を 用 意 す る と と も に 、 そ の 入 力 に は 「標 準 検 索 式 」 を 用 い る

こ と と した 。 キ ー ワ ー ド対 照 の 例 を 表3-2に 、 実 験 シス テ ム で 使 用 す る予 定 の キ ー ワ ー

ドを 表3-3に 示 す 。 ま た 、 標 準 検 索 式 にっ い て は表3-4の と お り 設 定 した 。 こ れ に よ

り、3つ の 検 索 パ タ ー ン、4つ の デ ー タベ ー ス と も 同 じ検 索 方 法 、 同 じキ ー ワ ー ド、 同 じ

検 索 式 で 利 用 で き 、 操 作 が 大 幅 に簡 略 化 さ れ る こ と と な る 。 表3-5に 、 現 状 の デ ー タ ベ

ー ス検 索 手 順 と 実 験 シス テ ム に お け る検 索 手 順 と を モ デ ル 的 に 比 較 した 表 を 示 す 。

表3-2キ ー ワ ー ド対 照 の 例

例:ア ル ミ ナ

デ ー タ ベ ー ス 表現

実 験 シ ス テ ム AL203

FCDB AL203

JOIS サンカア賦 ニウム

ACE アルミナ

PATOLIS F226206零FO30376+FO30327

例:窒 化 ア ル ミニ ウ ム

デ ー タ ベ ー ス 表現

実 験 シ ス テ ム ALN

FCDB ALN

JOIS チッカアが ニウム

ACE チッカァルミニ虹

PATOLIS F324904享FO30376+FOO6259
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.

表3-3実 験 シ ス テ ム で 整 備 す る キ ー ワ ー ド一 覧(予 定)
.

用語

液体 固体 製造
' }

熱伝導
温度 合成 接合 破壊
解析 酸 化 一 セ ン サ ー 破壊靱性
回路素子 材料 絶縁 薄膜
加工 収縮 酎 ア ル カ リ性 発熱
硬 さ 集積回路 耐久性 刃物
還元 焼結 耐酸性 半導体
ガ ス 触媒 耐食性 反応
機械 試験 耐磨耗性 評価
気体 湿度 脱脂 比熱
基板 潤滑 ダ イ ア モ ン ド 非破壊検査
欠陥 常圧 超伝導 フ7イ ンセラミ,クス

検査 常温 強さ 粉砕
コ ー テ ィ ン グ 磁性 低温 分析
高圧 靱性 電気抵抗 膨張
高温 切削 電気伝導
構造 成形 透光

化合物(酸 化物系)

A1203ア ル ミ ナ,酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム SlO2シ リ カ,石 英,二 酸 化 け い 素

BeOペ リ リ ア,酸 化 ベ リ リ ウ ム S祀 酸 化 ス ズ

Bi203酸 化 ビ ス マ ス SnO2酸 化 スズ,二 酸 化 ス ズ

CO－ 酸 化 炭 素 ThO2ト リ ア,酸 化 ト リ ウ ム

CO2二 酸 化 炭 素 Tio2チ タ ニ ア,ル チ ル,酸 化 チ タ ン

CaOカ ル シ ア,酸 化 カ ル シ ウ ム Tl20亜 酸 化 タ リ ウ ム

Cr203酸 化 ク ロ ム,酸 化 第 ニ ク ロ ム T1203酸 化 タ リ ウ ム

Fe203酸 化 第 二 鉄,酸 化 鉄 UO2ウ ラ ニ ア,酸 化 ウ ラ ン

H20水 V203三 酸 化 バ ナ ジ ウ ム

MgOウ ス タ,苦 土,酸 化 マ グ ネ シ ウ ム V205五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム

M祀 酸 化 マ ンガ ン Y203イ ッ ト リ ア,酸 化 イ ッ ト リ ウ ム

肋02酸 化 マ ンガ ン,二 酸 化 マ ンガ ン Z祀2酸 化 亜 鉛

PSZ部 分 安 定 化 ジ ル コ ニ ァ ZrO2ジ ル コ ニ ア,酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム

Sb203三 酸 化 ア ン チ モ ン

化合物(窒 化物系)

A川 窒 化 ア ル ミニ ウ ム Th洲4窒 化 ト リ ウ ム

BNボ ロ ン ナ イ ト ラ イ ド,窒 化 ほ う 素 丁相 室 化 ト リウ ム

llfN窒 化 ハ フ ニ ウ ム T州 窒 化 チ タ ニ ウ ム,窒 化 チ タ ン

HbN窒 化 ニ オ ブ 別 室 化 ウ ラ ン

ScN窒 化 ス カ ン ジ ウ ム VN窒 化 バ ナ ジ ウ ム

Si3M窒 化 け い 素 Z川 窒 化 ジ ル コ ニ ウ ム,窒 化 ジ ル コ ン

TaN窒 化 タ ン タ ル
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化合物(炭 化物系)

B4C炭 化 ほ う素

Cr3C2炭 化 ク ロム

HfC炭 化 ハ フ ニ ウ ム

Sic炭 化 け い 素

TaC

Tic

wc

ZrC

炭 化 タ ンタ ル

炭 化 チ タ ン

炭 化 タ ン グ ス テ ン

炭 化 ジ ル コ ニ ウ ム,炭 化 ジ ル コ ン

化合物(そ の他)

Al2(OH)3水 酸 化 ア ル ミニ ウ ム

BP燐 化 ほ う 素

BaTio3チ タ ン 酸 バ リ ウ ム

BeBほ う 化 ベ リ リ ウ ム

BiTi207チ タ ン 酸 ビ ス マ ス

Ca3(PO4)2リ ン 酸 カ ル シ ウ ム

CaCO3炭 酸 カ ル シ ウ ム

CdS硫 酸 カ ド ミ ウ ム

Fe2(OH)3水 酸 化 鉄

GaAsガ リ ウ ム 砒 素

LaB6ほ う 化 ラ ン タ ン

LaCrO3ク ロ ム 酸 ラ ン タ ン

LiNbO3

LiTaO3

凹oS2

Mosi2

PbTio3

PbZrO3

SrTio3

Tasi2

↑iB2

WSi2'

ZnS

ZrB2

ニ オ ブ 酸 リチ ウ ム

タ ンタ ル 酸 リチ ウ ム

ニ 硫 化 モ リブ デ ン

け い 酸 モ リブ デ ン

チ タ ン酸 鉛

ジ ル コ ン酸 鉛

チ タ ン酸 ス トロ ン チ ウム

け い 化 タ ンタ ル

ほ う化 チ タ ン

け い 化 タ ン グ ス テ ン

硫 化 亜 鉛

ほ う 化 ジ ル コ ン

元素

-

S

A
n
A

a

e

・-

OD

B

B

(4

d

r

e

a

C

C

C

F

ρ
U

f

a

・-

σb

n

O

‖

L

L

M

M

H

ア ル ミニ ウ ム

砒 素

ほ う素

バ リ ウ ム

ベ リ リウ ム

ビ ス マ ス

炭 素

カ ル シ ウ ム

カ ド ミ ウ ム

ク ロ ム

鉄

ガ リ ウ ム

水 素
ハ フ ニ ウ ム

ラ ンタ ン

リチ ウ ム

マ グ ネ シ ウ ム

マ ンガ ン

モ リブ デ ン

窒 素

b

C

i

n

「

a

h

i

l

S

S

S

S

S

T

T

T

T

n

r

?
山

2

ニ オ ブ

酸 素

リン

鉛

硫 黄

ア ンチ モ ン

ス カ ン ジ ウ ム

け い 素

ス ズ

ス トロ ン チ ウ ム

タ ン タ ル

ト リウ ム

チ タ ン

タ リウ ム

ウ ラ ン

パ ナ ジ ウ ム

タ ング ス テ ン

イ ッ ト リ ウ ム

亜 鉛

ジ ル コ ニ ウ ム
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表3-4標 準 検 索 式

(A1.B1,C1,.・ ◆)(A2.B2,C2,● ●●)(A3,B3,C3,.◆ ・)◆..・.

括 弧 の ネ ス テ ィ ン グ(二 重 括 弧 、 三 重 括 弧 等)は 認 め な い

括 弧 内 の 項 目 は 、 必 ず[コ ン マ]で 区 切 る

括 弧 と 括 弧 の 間 に 記 号 を 書 い て は な ら な い

(AlorBIorCIor・ ◆・)and(A20rB20rC20r・.・)

and(A30rB30rC30r…)and・ ◆●

括 弧 内 の 項 目 の 関 係 は 、 す ぺ てor[ま た は]で あ る

括 弧 間 の 関 係 は 、 す べ てand[か つ]で あ る

優 先 順 位 は 、 ① 括 弧 内[or]、 ② 括 弧 間[and]の 順 で あ る

例1 標準検索式 (AL203,ALN)(材 料)

意味 (ア ル ミ ナor窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム)and材 料

例2 源準検索式 (SI3N4)(試 験)(強 度)

意味 窒 化 け い 素and試 験and強 度

例3 標準検索式 (ZRO2.Y203.SIO2)

意味 ジ ル コ ニ アorイ ッ ト リ アorシ リ カ

例4 標準検索式 (温 度,比 熱)(SIO2,SI3N4)

意味 (温 度or比 熱)and(二 酸 化 け い 素or窒 化 け い 素)
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表3-5現 状 の 検 索 手 順 と実 験 シ ス テ ム お け る 検 索 手 順 との 比 較

1.統 合 検 索 一1

(FCDB、JOIS、

に 統 合 検 索 す る)

PATOLIS、ACEの4つ の デ ー タ ベ ー ス を 並 列 的

現 状 の デ ー タ ベ ー ス 検 索 手 順

(FCDBの 検 索)

1.検 索 準 備1)キ ー ワ ー ドの 選 定

2)検 索 式 の 作 成

3)検 索 期 間 の 設 定

4)出 力 様 式 の 選 定

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LOGON)

3.検 索 条 件 の 入 力

4.出 力 結 果 の チ ェ ッ ク

5.LOGOFF

(JOISの 検 索)

1.検 索 準 備1)キ ーり一ド を シリーラス に

あ る単 語 に変 換

2)検 索 式 の 作 成

3)検 索 期 間 の 設 定

4)出 力 様 式 の 選 定

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LO60N)

3.検 索 条 件 の 入 力

4.出 力 結 果 の チ ェ ック

5.LOGOFF

(PATOLISの 検 索)

1.検 索 準 備'1)キ ーワード を フリーキーワード表

に あ る 記 号 に 変 換

2)検 索 式 の 作 成

3)検 索 期 間 の 設 定

4)出 力 様 式 の 選 定

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LOGON)

3.検 索 条 件 の 入 力

4.出 力 結 果 の チ ェ ッ ク

5、LOGOFF

(ACEの 検 索)

1.検 索 準 備1)1・ 一ワード をシリーラス に

あ る 単 語 に 変 換
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実 験 シ ス テ ム に お け る 検 索 手 順

(一 は 自動 化 さ れ る 手 順 を 示 す)

[実 験 シ ス テ ム の 起 動(LOGON)]

同 左(*)

同 左

回 左

左
左

同
同

同左

同左

同 左

[実 験 シス テ ム のLOGOFF]

(享)フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 係 キ ー ワ ー ドに 限 る
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2.統 合 検 索 一2(FCDBの 検 索 結 果 を 用 い て 、PATOLISを 統 合 検 索 す る)
o

現 状 の デ ー タ ベ ー ス 検 索 手 順 実 験 シ ス テ ム に お け る検 索 手 順

[実 験 シス テ ム の 起 動(LOGON)]

(FCDBの 検 索)

1.検 索 準 備1)キ ー ワ ー ドの 選 定 同左
2)検 索 式 の 作 成 同左
3)検 索期間の設定 同左

L 4)出 力様式の選定 一

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LOGON) 一

3.検 索 条 件 の 入 力 同左
4.出 力 結 果 の チ ェ ッ ク 同左

(特許公開番号)
5.LOGOFF 一

(PATOLISの 検 索)

1.検 索 準 備1)特 許 公 開 番 号 の 選 定 一

2)検 索式の作成 一

3)検 索期間の設定 一

4)出 力 様 式 の 選 定 一
'

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LO60N) 一

3.検 索 条 件 の 入 力 『

4.出 力 結 果 の チ ェ ッ ク 同左
5.LOGOFF 一

[実 験 シ ス テ ム のLOGOFF]

3.メ ニ ュ ー検 索(各 デ ー タ ベ ー ス を 統 一 さ れ た 検 索 方 法 で 個 別 に 利 用 す る)

例:PATOLISの 検 索

現 状 の デ ー タ ベ ー ス検 索 手 順 実 験 シス テ ム に お け る 検 索 手 順

[実 験 シ ス テ ム の 起 動(LO60N)]

(1回 目 の 検 索)

1.検 索 準 備1)キ ー ワ ー ドの 選 定 同左
2)キ ーワード を フリーキーワード表 一(享)

にある記号に変換
3)検 索 式 の 作 成 同左
4)検 索 期 間 の 設 定 同左
5)出 力 様 式 の 選 定 同左

2.デ ー タ ベ ー ス と の 接 続(LO60N) 一

3.検 索 条 件 の 入 力 同左
4.出 力 結 果 の チ ェ ッ ク 同左

(2回 目の 検 索)

1.検 索 準 備1')キ ー ワ ー ド の 選 定 同左
2)キ ーワード を フリーキーワード表

一(*)

にある記号に変換

3)検 索式の作成 同左
4)検 索期間の設定 一

5)出 力様式の選定 同左
り
乙
3

4

検 索 条 件 の 入 力

出 力 結 果 の チ ェ ッ ク

LOGOFF

同 左

回 左

[実 験 シ ス テ ム のLOGOFF]

(零)フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 係 キ ー ワ ー ド に 限 る
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3.4.2実 験 シ ス テ ム の 構 成

実 験 シ ス テ ム は 、 そ の 開 発 と 試 験 及 び 利 用 実 験 が 短 期 間 で 効 率 良 く行 え るよ う、 な るべ

く小 規 模 で 簡 単 な 構 造 を と るよ うに した 。 そ の 結 果 、16ピ ッ トク ラス の パ ソ コ ン2台 を

中 心 と し、 モ デ ム を 始 め と す る 周 辺 機 器 を 用 い て 図3-6に 示 す 様 な ハ ー ドウ エ ア 構 成 と

した 。 ま た 、 ソ フ トウ エ ア 構 成 は 、 実 験 シ ス テ ム と して の 発 展 性 、 拡 張 性 を 確 保 す る と と

もに 、 本 調 査 研 究 事 業 の 成 果 が よ り有 効 に 活 用 さ れ る よ う に 、 機 能 ご と に モ ジ ュ ー ル 化 を

意 識 した もの と した 。 ま た 、 主 た る開 発 言 語 に は 、 汎 用 性 の 高 いC言 語 を 用 い る こ と と し

た 。
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通信

ソフ トウエア

図3-6実 験 シス テ ム の ハ ー ドウ エ ア 構 成
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3.4.3実 験 シ ス テ ム の 利 用

実 験 シ ス テ ム を 利 用 す る端 末 機 は、80桁20行 の 表 示 能 力 が あ り、 漢 字 が 扱 え る と と

も に 、 標 準 無 手 順 、1200BPS、 全 二 重 の 通 信 が 可 能 で あ れ ば 良 い た め 、 ほ と ん どの

パ ソ コ ンが 利 用 で き る。'一

実 験 シ ス テ ム の 利 用 手 順 の 概 略 は 次 の と お り で あ る。 な お 、 この 利 用 手 順 と 対 応 した 実

験 シ ス テ ム の 処 理 ブ ロ ー 図 を 図3-7か ら図3-10に 示 す 。

1)利 用 開 始 か ら終 了 まで

① 端 末 機 で 通 信 ソ フ トウ エ ア を 起 動 し、 通 信 の 準 備 を 行 う。 通 信 ソ フ トウ エ ア は 現 在

市 販 され て い る程 度 の も の で 十 分 で あ り、 自動 接 続 な ど の 設 定 を 行 っ て お け ば 実 験 シ

ス テ ムへ の 接 続 操 作 は 簡 単 に な る 。

② 実 験 シス テ ムへ 接 続 す る 。 な お 、 今 回 の 実 験 シ ス テ ム で は 、 各 デ ー タ ベ ー ス を 個 々

の コマ ン ドを 用 い て そ れ ぞ れ の 検 索 方 法 で 利 用 す る こ とは 想 定 し て い な い 。 そ の 場 合.

は 、 通 信 ソ フ トウ エ ア か ら各 デ ー タ ベ ー ス へ 直 接 接続 して 利 用 す る 。

③ 検 索 パ タ ー ンを 選 択 す る 。 各 々 の 検 索 パ タ ー ン と そ れ に対 応 した 数 字 が 画 面 に 表 示

さ れ る の で 、 そ の う ち の1つ を 入 力 す る。 こ こで は 、3つ の 検 索 パ タ ー ン及 び 電 子 メ

ー ル ・電 子 掲 示 板 の 計4つ が 選 択 で き る 。

(1)統 合 検 索 一1:FCDB、JOIS、ACE、PATOLISを 並 列 的 に 統

合 検 索 す る。

(2)統 合 検 索 一2:FCDBの 検 索 結 果 を 用 い てPATOLISを 検 索 す る。

(3)メ ニ ュ ー検 索:FCDB、JOIS、ACE、PATOLISを 統 一 さ れ た

検 索 方 法 で 利 用 す る。

(4)電 子 メ ー ル ・電 子 掲 示 板:パ ソ コ ン通 信 機 能 を 用 い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機

能 。 実 験 シ ス テ ム に 関 す る各 種 案 内 情 報 を 参 照 で き る。

④ 各 検 索 パ タ ー ンを 利 用 す る。 統 合 検 索 一1、 統 合 検 索 一2、 メ ニ ュ ー 検 索 の 利 用 手

順 は 各 々2)3)4)の と お り で あ る 。

⑤ 各 検 索 パ タ ー ンの 処 理 が 終 わ る と、 実 験 シ ス テ ム が 利 用 を 終 了 す る か 否 か 聞 い て く

る 。 終 了 す る と答 え れ ば 、 実 験 シ ス テ ム の 利 用 は終 わ る。 終 了 しな い と 答 え れ ば 、 ③,

に 戻 る 。

48



(開
始)

(

)K

端末機 ＼/

＼

各デ ータ
ベ ース

の

個別利用

＼ /

(通信

ソフ トウエア)

接続先
選択

/

① ②

終 了)

実験 システム

③

/

1

」

＼

検索パター ン

選択

④

＼/＼ /＼ /＼ /

統合検索
一1

統合検索
一2

メ ニ ュ ー

検 索

電子

メール

電子

掲示板

i検索式 ・
の保存

利用終了

⑤

終 了 しない

終了する

図 中 の ① ～ ⑤ は 、 利 用 手 順 の ① ～ ⑤ に 対 応 す る。

図3-7実 験 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー 図(全 体)
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2)統 合 検 索 一1

(FCDB、JOIS、ACE、PATOLISを 並 列 的 に統 合 検 索 す る)

① 統 合 検 索 を 行 うデ ー タ ベ ー ス を 選 択 す る。 各 デ ー タ ペ 三 ス名 と そ れ に 対 応 した 数 字

が 画 面 に 表 示 さ れ るの で 、 利 用 す る番 号 を 入 力 す る 。 こ こで は 、 次 の4つ が 選 択 で き、

ま た 、 複 数 個 の 選 択 も 可 能 で あ る。

(1)FCDB

(2)JOIS(JICSTフ ァイ ル)

(3)ACE

(4)PATOLIS(日 本 特 実 フ ァイ ル)

② 検 索 対 象 期 間 を 選 択 す る 。 い くつ か の 期 間 範 囲 と そ れ に 対応 した 数 字 が 画 面 に 表 示

され る の で 、 番 号 を 入 力 す る。

③ 検 索 結 果 の 表 示 件 数 を 指 定 す る。 指 定 し なか った 場 合 は 、実 験 シ ス テ ム が 標 準 値 を

設 定 して 以 降 の 処 理 を 進 め る。

④ 標 準 検 索 式 を 入 力 す る。

⑤ 実 験 シス テ ム が 、 標 準 検 索 式 を 検 索 す るデ ー タ ベ ー ス固 有 の 検 索 式 に 自 動 変 換 す る 。

⑥ 実 験 シス テ ム が 、 検 索 す るデ ー タ ベ ー ス に接 続 す る 。 通 信 手 順 や パ ス ワ ー ドの 設 定

な ど の 通 信 準 備 や 接 続 は 、 実 験 シ ス テ ム が 自動 的 に 行 う。

⑦ 実 験 シス テ ム が 、 デ ー タ ベ ー ス を 検 索 す る。 デ ー タ ベ ー ス か らの 問 い 合 わ せ に 対 し

て は 、 実 験 シス テ ム が 自 動 的 に 応 答 す る。

⑧ 実 験 シス テ ム が 、 検 索 結 果 を 表 示 す る 。

⑨ 実 験 シス テ ム が 、 デ ー タ ベ ー ス との 接 続 を 切 る。

⑩ 検 索 を 行 うデ ー タ ベ ー ス を 複 数 個 指 定 した 場 合 、 実 験 シス テ ム が 次 の デ ー タ ベ ー ス

を 判 断 して 検 索 す る。

⑪ 実 験 シス テ ム が 、 ④ で 指 定 し た 標 準 検 索 式 を 保 存 す る か 否 か 聞 い て くる の で 、 番 号

で 応 答 す る。

⑫ 実 験 シス テ ム が 、 再 度 検 索 を 行 うか 否 か 聞 い て くる 。 行 う と答 え れ ば ④ に戻 り、 標

準 検 索 式 を 指 定 し直 し て 再 検 索 す る こ と が で き る。 行 わ な い と答 え れ ば 、 統 合 検 索 一

1の 処 理 を 終 了 す る。

(① ～ ④ 、 ⑪ ～⑫ は 利 用 者 が 入 力 す る部 分 で あ る が 、 ⑤ ～ ⑩ は 実 験 シ ス テ ム が 自 動 実 行

す る た め 利 用 者 は 何 ら操 作 を 行 わ な くて 良 い 。)
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固

⑥
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⑪
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標準検索武人力

iデ弓蚕ス接続断

・次のOBの 検索

⑫

再検索

しない

終 了

図 中 の ① ～ ⑫ は 、 利 用 手 順 の ① ～ ⑫ に 対 応 す る。

ま た 、 網 か け 箇 所 は 実 験 シ ス テ ム が 自動 的 に 行 う 処 理 を 示 す 。

図3-8実 験 シス テ ム の 処 理 フ ロ ー図(統 合 検 索 一1)
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3)統 合 検 索 一2

(FCDBの 検 索 結 果 を 用 い てPATOLISを 検 索 す る)

①

②

③

④

⑤

実 験 シス テ ム が 、FCDBに 接 続 す る 。

標 準 検 索 式 を 入 力 す る 。

実 験 シ ス テ ム が 、 標 準 検 索 式 を も と にFCDBを 検 索 す る。

実 験 シ ス テ ム が 、 検 索 結 果 を 表 示 す る。

実 験 シ ス テ ム が 、 再 度 検 索 を 行 うか 否 か 聞 い て くる 。 行 う と 答 え れ ば② に戻 り、 標

準 検 索 式 を 指 定 し直 して 再 検 索 す る こ と が で き る。

⑥ 実 験 シ ス テ ム が 、FCDBの 検 索 結 果 を 自動 的 に 保 存 す る。

⑦ 実 験 シス テ ム が 、FCDBと の 接 続 を 切 る。

⑧ 実 験 シス テ ム が 、PATOLISの 検 索 を 行 うか 否 か 聞 い て く る。 行 わ な い と答 え

れ ば 統 合 検 索 一2の 処 理 を 終 了 す る。

⑨FCDBの 検 索 結 果 の う ち 、PATOLISで 照 会 した い 特 許 を 選 択 す る。

⑩ 実 験 シ ス テ ム が 、PATOLISの 検 索 式 を 自動 生 成 す る。

⑪ 実 験 シ ス テ ム が 、PATOLISに 接 続 す る 。 通 信 手 順 や パ ス ワ ー ドの 設 定 な ど の

通 信 準 備 や 接 続 は 、 実 験 シ ス テ ム が 自動 的 に行 う。

⑫ 実 験 シ ス テ ム が 、PATOLISを 検 索 す る。 デ ー タ ベ ー ス か ら の 問 い 合 わ せ に 対

して は、 実 験 シ ス テ ム が 自動 的 に応 答 す る。

⑬ 実 験 シス テ ム が 、 検 索 結 果 を 表 示 す る。

⑭ 実 験 シス テ ム が 、PATOLISと の 接 続 を 切 り 、 統 合 検 索 一・2の処 理 を 終 了 す る
。

(② ⑤ ⑧ ⑨ は 利 用 者 が 入 力 す る部 分 で あ る が 、 そ れ 以 外 は 実 験 シス テ ムが 自動 実 行 す る .

た め 利 用 者 は 何 ら 操 作 を 行 わ な くて 良 い 。)
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⑧

⑨
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⑬
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再検索

しない

.検索結果保存…
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:PATOしlS{ζ 接続

PATOLIS検 索':

:…検索結果表示
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終 了

図 中 の ① ～ ⑭ は 、 利 用 手 順 の ① ～ ⑭ に 対 応 す る 。

ま た 、 網 か け箇 所 は実 験 シ ス テ ムが 自動 的 に行 う処 理 を 示 す 。

図3-9実 験 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー 図(統 合 検 索 一2)
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4)メ ニ ュ ー 検 索

(FCDB、JOIS、ACE、P'ATOLISを 統 一 さ れ た 検 索 方 法 で 利 用 す る)

① メ ニ ュ ー検 索 を 行 うデ ー タ ベ ー ス を 選 択 す る。 各 デ ー タ ベ ー ス 名 と そ れ に 対 応 し た

数 字 が 画 面 に 表 示 さ れ る の で 、 利 用 す る 番 号 を 入 力 す る。 こ こ で は、 次 の4つ の デ ー

タ ベ ー ス の6フ ァ イ ル か ら 一 つ 選 択 で き る。

ω

②

③

④

㈲

⑥

FCDB

JOIS(JICSTフ ァ イ ル)

JOIS(JMEDICiNEフ ァ イ ル)

JOIS(NK-MEDIAフ ァ イ ル)

ACE

PATOLIS(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

② 実 験 シ ス テ ム が 、 検 索 す るデ ー タ ベ ー ス に 接 続 す る。 通 信 手 順 や パ ス ワ ー ドの 設 定

な どの 通 信 準 備 や 接 続 は 、 実 験 シ ス テ ム が 自 動 的 に 行 う。

③ 検 索 対 象 期 間 を 選 択 す る 。 い くつ か の 期 間 範 囲乏 そ れ に 対 応 した 数 字 が 画 面 に 表 示

され る の で 、 番 号 を 入 力 す る。

④ ど の 項 目 を 検 索 す る か 指 定 す る。 検 索 可 能 な 項 目 とそ れ に対 応 した 数 字 が 画 面 に 表

示 さ れ る の で 、 番 号 を 入 力 す る 。

⑤ 標 準 検 索 式 を 入 力 す る 。

⑥ 実 験 シ ス テ ム が 、 標 準 検 索 式 を 検 索 す る デ ー タ ベ ー ス 固 有 の 検 索 式 に 自動 変 換 す る。

⑦ 実 験 シ ス テ ム が 、 デ ー タ ベ ー ス を 検 索 す る 。 デ ー タ ベ ー ス か ら の 問 い 合 わ せ に対 し

て は 、 実 験 シ ス テ ム が 自動 的 に 応 答 す る。

⑧ 実 験 シ ス テ ム が 、 該 当 件 数 を 表 示 す る。

⑨ 実 験 シ ス テ ム が 、 検 索 結 果 を 表 示 す るか 否 か 聞 い て く る。 表 示 す る と 答 え れ ば 検 索

結 果 が 画 面 表 示 さ れ る。

⑩ 実 験 シ ス テ ム が 、 再 度 検 索 を 行 う か 否 か 聞 い て く る。 検 索 期 間 を 変 更 して 再 検 索 す

る と 答 え れ ば ③ 、 検 索 期 間 を 変 更 せ ず に 再 検 索 す る と答 え れ ば ④ に 戻 り 、 標 準 検 索 式

を 指 定 し直 して 再 検 索 す る こ と が で き る。

⑪ 琴 験 シ ス テ ム が 、 デ ー タ ベ ー ス と の 接 続 を 切 り 、 メ ニ ュ ー検 索 の 処 理 を 終 了 す る 。

(① 、 ③ ～ ⑤ 、 ⑨ ⑩ は 利 用 者 が 入 力 す る部 分 で あ る が 、 ② 、 ⑥ ～ ⑧ 、 ⑪ は 実 験 シス テ ム

が自動実行す るため利用者は何 ら操作を行わなくて良い.)
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キーワード対 照 表

固

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

デー杉トス接 続:

検索項目指定

標準検索武人力

……検 索式の変換・

・…デ弓 ◇ ス検 索 ・

層該当件数表示9

検索結果表示

.検 索結果表示.

再検索

・奈 タ蚕 ス接続 断 …

闇

終 了

図 中 の ① ～ ⑪ は 、 利 用 手 順 の ① ～ ⑪ に対 応 す る。

ま た 、 網 か け箇 所 は実 験 シ ス テ ム が 自 動 的 に 行 う処 理 を 示 す 。

図3-10実 験 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー 図(メ ニ ュ ー 検 索)
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4.フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム の 発 展 性





4. フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム の 発 展 性

本 年 度 の 調 査 研 究 事 業 で は 、 実 験 シ ス テ ム の対 象 と して フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 連 情 報

に 的 を 絞 り、 デ ー タ ベ ー ス も4つ に 限 定 して 詳 細 設 計 を 行 っ た 。 実 験 シ ス テ ム は 、 統 合 検

索 シス テ ム と して 部 分 的 で は あ る が 有 効 に 機 能 し う る か 否 か を 実 験 す る た め の シ ス テ ム で

あ り、 平 成 元 年 度 に 予 定 して い る実 証 実 験 で 有 効 と判 断 さ れ れ ば 、 当 地 域 は も と よ り各 地

域 に お い て デ ー タ ベ ー ス を 有 効 に活 用 した い と して い る民 間 企 業 、 公 的 機 関 等 に お い て も

応 用 が 可 能 と な る な ど 実 験 シ ス テ ム の 利 用 拡 大 が 一 層 期 待 で き る も の で あ る。 以 下 に、 こ

の 実 験 シ ス テ ム を 礎 に し て 、 よ り 実 用 規 模 に 近 い シス テ ム に 発 展 さ せ る際 に 予 想 され る 点

を い くつ か 述 べ る こ と とす る。

① 機 能 強 化 、 機 能 追 加 を 行 う場 合

今 回 の 実 験 シス テ ム で は 、 そ の 機 能 を 実 験 に必 要 と さ れ る最 低 限 の も の に 絞 り 込 ん だ 。

実 験 シ ス テ ム の 考 え 方 に 沿 っ た 方 向 で 拡 充 、 強 化 す るの で あ れ ば 、 比 較 的 容 易 に 実 現 で き

る で あ ろ う 。 な お 、 実 験 シス テ ム で 対 応 す る 検 索 パ タ ー ンは3つ に 絞 る と と も に 、 各 デ ー

タ ベ ー ス を 固 有 の 検 索 方 法 で 利 用 す る 機 能 は 設 け な か っ た が 、 こ れ は 、 検 索 方 法 に よ る 振

り 分 け 機 能 を 端 末 機 の 通 信 ソ フ トウ エ ア に任 せ た た め で あ る。 即 ち 、 実 験 シ ス テ ム と端 末

機 と に 分 担 させ た 機 能 を 一 つ の もの と して 運 用 す るよ う に し て 、 統 合 検 索 シ ス テ ムを 実 験

した と い う 見 方 が で き る。 こ の よ う に 、 機 能 強 化 、 機 能 追 加 を 行 う場 合 に は 、 そ の 機 能 が

ど の ハ ー ドウ エ ア で 実 現 させ る の が ふ さわ しい か を 検 討 す る必 要 が あ る 。

② 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 数 を 増 や す 場 合

基 本 的 に は 、 キ ー ワ ー ド対 照 表 及 び 統 一 され た 検 索 式 を 各 デ ー タ ベ ー ス 固 有 の 検 索 式 に

変 換 す る機 能 を 拡 充 す る こ と に な る。 対 象 デ ー タ ベ ー ス が ビ デ オ テ ッ ク ス を 利 用 した もの

な ど実 験 シス テ ムで 行 っ た 通 信 方 法 以 外 の もの で あ る場 合 に は 、 プ ロ トコ ル を 変 換 す る 機

能 を 大 幅 に 強 化 し な け れ ば な らな い 。 ま た 、 対 象 デ ー タ ベ ー ス の 数 が 多 くな った 場 合 に 統

合 検 索 一1の よ う な 並 列 的 な 統 合 検 索 を 行 う に は 、 同 時 に 複 数 の デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス

で き る よ うな シス テ ム と し な け れ ば な ら な い 。 こ れ ら の こ と は 、 最 近 の 情 報 処 理 技 術 の 進

歩 に よ り、 そ れ 相 応 の 設 備 を 整 え れ ば 、 あ る程 度 実 現 で き 得 る も の と な る。
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③ フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 連 分 野 で よ り 実 用 的 な シ ス テ ム とす る場 合

実 験 シ ス テ ム の キ ー ワ ー ド対 照 表 は 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス材 料 の 一 般 的 な 技 術 情 報 が

得 られ る レ ベ ル で 作 成 され て い るた め 、 語 数 も比 較 的 少 な く キ ー ワ ー ド変 換 に 要 す る 時 間

も ほ とん ど 無 視 で き る。 しか し、 実 用 化 の た め に は 更 に広 い 範 囲 の 専 門 的 な 用 語 の 追 補 が

必 要 で あ る と と も に 、 受 け 付 け る キ ー ワ ー ドの 数 を 増 や して 、 通 常 使 用 して い る 言 葉 で 検

索 で き る よ う にす る工 夫 も必 要 で あ る。 例 え ば 、 「AL203」 だ け で な く通 常 の 文 章 や

会 話 で 使 用 され る 「ア ル ミナ 」 「酸 化 ア ル ミニ ウ ム 」 等 も キ ー ワ ー ドと して 受 け 付 け る よ

うに す る。 当 然 、 キ ー ワ ー ド対 照 表 は 大 き く な る の で 体 系 化 や 変 換 時 間 を 短 縮 す る対 策 も

必 要 と な ろ う。 ま た 、 実 用 化 に際 して は 実 験 シス テ ム で は 見 送 られ た 以 下 の よ う な 機 能 を

持 た せ る必 要 が あ り、 こ れ ら に 対 す る 事 前 の 検 討 が 必 要 で あ る。

(1)課 金 、 シス テ ム 使 用 記 録 機 能

(2)セ キ ュ リテ ィ ー 対 策(iD、 パ ス ワ ー ド照 合 機 能 等)

(3)オ ン ラ イ ン運 用 中 の シ ス テ ム 保 守 作 業

(4)リ カバ リー 機 能(事 故 等 発 生 時 の 復 旧 機 能)等

統 合 検 索 の 真 価 は 、 よ り 多 くの デ ー タ ベ ー ス を 統 合 す る こ と に よ り発 揮 さ れ る もの で あ

る。 実 験 シ ス テ ム を も と に 、 よ り良 く、 よ り使 い や す い もの とす る た め に は 、 シ ス テ ム の

改 善 を 図 る 一 方 、 一 つ で も 多 くの フ ァイ ンセ ラ ミ ッ クス に関 す る デ ー タ ベ ー ス が 公 開 され 、

この シス テ ム に 統 合 され る よ う に す る こ と が 望 ま れ る。

④ 対 象 情 報 を フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 関 連 情 報 以 外 に 広 げ る場 合

統 合 シ ソ ー ラス を 充 実 さ せ て 対 応 す る こ と に な る 。 実 験 シ ス テ ム で は 、 小 規 模 な 統 合 シ

ソ ー ラ ス と して キ ー ワ ー ド対 照 表 を 用 意 した 。 あ る程 度 の 単 語 数 で あ れ ば、 こ の 対 照 表 の

デ ー タ数 を 増 や せ ば 良 い が 、 大 量 の 単 語 を 扱 お う と した 場 合 、'技術 的 に も作 業 的 に も大 き

な 困 難 を 伴 う と考 え られ る。 技 術 的 に は 、 現 実 的 な ス ピー ドで キ ー ワ ー ド変 換 が 可 能 か 否

か が 問 題 と な り、 大 量 デ ー タ を 効 率 良 く扱 え るハ ー ドウ エ ア や そ の た め の 手 法 が 必 要 と な

る馳。 一 方 、 作 業 的 に は 膨 大 な 単 語 を 体 系 立 て て 整 理 で き るか 否 か が 問 題 とな る 。 即 ち、 〒

つ の 体 系 に 沿 っ た シ ソ ー ラ ス を 整 備 す る に も莫 大 な時 間 と労 力 を 要 す る 現 状 で 、 個 々 の 体

系 に よ って 付 け られ た キ ー ワ ー ドを 整 理 して 統 合 シ ソー ラ ス とす る に は 非 常 な 困 難 を 伴 う。

統 合 シ ソ ー ラ ス を 短 期 間 に 整 理 す る た め に は 、 対 象 情 報 を で き る だ け特 定 す る か 、 シ ソ ー

ラ ス 作 成 技 術 の 革 新 や 人 工 知 能 の 応 用 な ど に よ る省 力 化 が 現 実 の もの と な る の を 待 つ 必 要

が あ る。
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従 っ て ぐ この 実 験 シス テ ム を も と に 、 他 の 分 野 を 対 象 とす る小 規 模 な統 合 検 索 シ ス テ ム

を 構 築 し よ う とす る場 合 に は 、 そ の 分 野 の 情 報 が 豊 富 な デ ー タ ベ ー ス を 対 象 とす る と と も

に 、 キ ー ワ ー ド対 照 表 の 内容 を カ ー ト リ ッ ジ を交 換 す る よ う に 、 そ の 分 野 で よ く使 わ れ る

用 語 に 入 れ 替 え る こ と に よ り、 比 較 的 容 易 に 実 現 で き る。 し か し、 この 場 合 で も本 実 験 シ

ス テ ム で 行 っ た よ う に 、 対 象 分 野 や 対 象 デ ー タ ベ ース 、 利 用 者 層 、 対 象 業 務 の 範 囲 等 を 明

確 に 定 義 す る 必 要 が あ る 。

⑤ 第 三 者 に サ ー ビ ス す る場 合

制 度 上 の 問 題 を 解 決 しな け れ ば な らな い 。 一 つ に は 、 各 デ ー タ ベ ー ス を 中 継 す る こと や 、

一 時 的 で は あ る が ダ ウ ン ロ ー ドす る こ と に 関 連 した 問 題 で あ る
。 これ は ゲ ー トウ ェ イ サ ー

ビ ス に 関 す る 問 題 点 と 同 様 に 考 え ら れ る が 、 米 国 に お い て ゲ ー トウ ェ イ が 盛 ん に サ ー ビ ス

さ れ て い る現 状 を み る と 、 我 が 国 に お い て もデ ィス ト リビ ュ ー タ が 制 限 を 緩 和 す る方 向 に

動 くで あ ろ う と 期 待 で き る。 今 一 つ は 、 統 合 検 索 シ ス テ ム が い わ ゆ るVAN(付 加 価 値 通

信 網)と 同 様 の サ ー ビ ス で あ る と い う点 で あ る。 サ ー ビ ス の 内容 に も よ る が 、 概 ね 第 二 種

電 気 通 信 事 業 者 に 該 当 す る こ と に な る と考 え られ る の で 、 所 要 の 手 続 き が 必 要 で あ る。
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資 料1.

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

対 象 デ ー タ ベ ー ス の 調 査 結 果





1.

2.テ ク ノ マ ー ト

目

フ ァインセラ ミックスデ ー タベー ス(FCDB)

次

3.JOIS

4.

5.ACE

6.

SMIRS

PATOLIS

9

1

3

5

7

9

5

6

6

6

6
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1

名 称 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

特 徴
新素材 として脚光 を浴び ているファインセ ラミックスに関するデータを中心に、デー タベース
の実験シスデムの構築を目指 している。

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 (財)フ ァ イン セ ラ ミッ ク スセ ン ター

所 在 地 〒456名 古 屋 市 熱 田区 六 野2-4-1

TEL(052)871・3500

技

術

的

問

題

点

通信プロ トコル

伝送速度 パ リテ ィ

伝送制御手順 ス トッ プ ビ ッ ト

通信方式 コー ド

300bps名古屋地域の

アクセス

ポ イン ト 1200bps

サービス時間

コマン ド体系

デ ー タベースの選択 機能な し

検索結果の集合の作成 機能なし

前(後)方 一致 文字列検索(前 方、後方 、部分一致可能)

キー ワー ドの列挙 機能 あ り

集合の演算(AND,OR,NOT) A、0、 機 能 な し

検索結果のデ ィスプ レイへの表示 検索と同時に表示

検索結果のオフラ イン出力 機能 なし

検索終了 E

制

度

的

問

題

点

他ネッ トワーク

との接続の可否

制度法律上
外部提供に際 しては著作権法の観点から整理をおこな う必要が ある。 また、

外 部に提供する場合は一般第2種 電気通信事業者に該当す ることにな り、申請

が必要にな る。

実験 システム

の接続可否
接続可能

使用料金の分担

ダ ウ ン ロ ー ド 可能

接続可能性の
総合評価

現 在は、パ ソコンによるスタン ドアロンのデー タベースであるが、パソコン通信システム等
の利 用によ りオンライン化に対処 をすれば、技術的には可能である。制度 的にも実験 システム

とい う位置づけであれば、問題 はないと考 えられ る。

FCDB
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2

各デー タベースにおけ るセラミック ス関連データの内容

デ ー タベ ー ス 名 ファインセラミ必 ス 特 許 目次情 報

セラ ミックスに関 す 公開特許公報の うち、セ ラ

ミックスに関する ものを収録

るデ ータの内容 して い る。
・L

(記述言語) (日本語)

データ総件数(件) 7,300件

〈収録期間 〉 <1986.6～1988.5>

セラ ミックスに関す 7,300件

るデ ータ件数(件) 〈100%〉

〈比率:%〉

任意の文字列 、化 学式

検索 キー

シ ソー ラ ス な し

シソー ラスの特徴

簡易分類表
分 類 表

専門家が作成 した、ファイ

分類表の特徴 ンセラミックスの 分野に限定

した分類表である。

公開年月、公開番号 、発明の

収録デー タの構成 名称、出願人、分類 コー ド

才

収録デー タ内容につ 統 合利用実験 システムの中

核と しての利用 を考 える。
いての統合利用の

適否

FCDB
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1

名 称 テ ク ノ マ ー ト

特 徴
技術の売買、共同研究 ・共同 開発、製品 ・機材、ソフ トウェア、人材情 報といった技術取引

に聞する情報のみを収録 している。

名 称 (財)日 本 テ ク ノ マー ト

デ ィス トリ ビ ュー タ

所 在 地 〒107東 京 都港 区赤 阪1-12-32ア ー ク森 ビル

TEL(03)587-6901.

技

術

的

問

題

点

通 信 プ ロ トコ ル

(ぽ カ ン通 信

システム)

伝送速度 1200bps バ ソテ ィ 奇 数(な し)

伝送制御手順 標準無手順 ス トッ プ ビ ッ ト 1ビ ッ ト

通信方式 全二重 コー ド NAPLPS(シ フトJIS)

300bps名古屋地域の

アクセス

ポ イン ト 1200bps (052)581・7281(NAPLPS)、 .(052)583-9235('1。 ソ]ン通 信)

サ ー ビス 時 間

Ol。ソ]ン通 信

システム)

月 ～ 金 曜 日9:00～918:00(9:00～18:00)

土 曜 日9:00～14:00(サ ー ビス な し)

(祝 祭 日 、年 末 年 始 を除 く)

コマ ン ド体系

(ぽ 刀 ン通 信

システム)

デー タベースの選択 番号を入力(機 能な し)

検索結果の集合の作成 メニ ュー方式で選択(同 左)

前(後)方 一致 機能な し(同 左)

キー ワー ドの 列挙 機能な し(一 覧を自動表示)

集合 の演算(AND,OR,NOT) 機能な し(メ ニ ューで選択)

検索結果のデ ィスプレイへの表示 番号を入力(同 左)

検索結果のオ フライン出力 機能な し(同 左)

検索終了 END(Y)

制

度

的

問

題

点

他 ネッ トワーク

との接続の可否

制度法律上
財団本部において、現在検討中である。

実験 システム

の接続可否

実験 システムとして、使用者が限定されているという条 件であれば、接続は

可能である。

使用料金の分担 実 験システムにおいて、実際の運用形態が固まった時点 で検討する。

ダ ウ ン ロ ー ド
』不 可

接続可能性の
総合評価

NAPLPS方 式は、統合利 用をおこな うためには高度 なプロ トコル変換機能 が必要 となる

ため、問題が多い。一方、テク.ノマー トでは、1988年 か らパソコン通信 システムによるデータ

提供 もおこなわれてお り、こち らのシステムに対 して接続することは比較的容 易であ ると考 え

られ る。'

テ ク ノマー ト
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各データベースにおけるセ ラミックス関連データの内容

デ ー タベ ー ス名 テ ク ノマ ー ト

セラミックスに関す 技術取引のアイテムとして

セラ ミックスに関 する情報も

るデータの内容 含 ん で い る。

(記述 言語) (日本語)
、

デー タ総件数(件) 7,500件

〈収録期間 〉 〈1988年5月 現 在 〉

,

セラ ミックス に関す 116件

るデータ件数(件) 〈L5%〉

〈比率:%〉
⇒

検索 キー

分 類 、 登録 番 号 、 キー ワー

ド

シ ソー ラ ス な し

シソーラスの特徴

テ クノマー ト分 類体系

分 類 表

技術取引の分野を技術の売
分類表の特徴 買、共同研究 ・共 同開発、製

品 ・機材 、 コ ンビ ュー タソ フ

ト、人材情報に大 別 し、さら

に、それぞれの区分内で細か

く分 類 して い る。

標題 、要約、本文 、商談情

収録データの構成 報

収録データ内容につ パ ソコン通信システムにお

い て は 、 キー ワ ー ドを メニ ュ

いての統合利 用の 一か ら選択する方式 であり、

JFCCの 文字入力方式との

適否 間で変換が必要で ある。
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1

名 称 JOIS

特 徴
科 学 技 術 の分 野 に おい て は 、 日本 語 の デ ー タベ ー スと して最 大 で あ るJICSTフ ァ イル を はじ

め 、JHEDICINE、NK-nEDIA、HEDLINEな ど科 学 技術 関 係 を 中心 に約30の デ ー タベー スか ら な るシ

ス テ ムで あ る 。1989年 か らは 、 さ らに 機 能 を 充実 させ たJOlS-mの 運 用 を 開始 す る予定 。

デ ィス トリ ビ ュー タ

名 称 JICST(日 本科学技術情報 センター)

所 在 地 〒100東 京 都 千 代 田区 永 田町2-5-2・

TEL(03)581-6411

技

術

的

問

題

点

通信プロ トコル

伝送速度 300,1200bps パ リテ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビッ ト 1ビ ッ ト

通信方式 半二重 コ ー ド 」ISC6226

名古屋地域の

アクセス

ポ イン ト

300bps (052)203-0326,163-060・3541050(DDX-TP経 由)

i200bps. 163・060-3541050(DDX-TP経 由)

サービス時間

月 曜 日お よび 休 日の 翌 日8:00～23:00

火 ～ 金 曜 日2:00～23:00

土 曜 日(第 三 土 曜 日 を除 く)2:00～12:00

コマシ ド体系

デー タベー スの選択 ¥FILE

検索結果の集合の作成 不要

前(後)方 一致 OOOO&

キー ワー ドの 列 挙 ¥E

集合の演算(AND,OR,NOT) *,+,#

検索結果のデ ィスプレイへの表示 ¥P

検索結果のオフライン出力 ¥OFF

検索終了 ¥END

制

度

的

問

題

点

他ネッ トワーク

との接続の可否

制度法律上
特に問題はない。

実験 システム

の接続可否

接続条件;① 開かれたネッ トワークであること。②原則 としてJlCSTは

費用負担をおこなわない。③JOISの 改造はおこなわな い。④本格的サービ

スの際は別途協議する。

使用料金の分担 デー タベース利用者(統 合検索 システム側)が すべて負担す る。

ダ ウ ンロ ー ド 現状では認めていない.

接続可能性の
総合評価

技 術面 および制度面か ら、接続実験をおこなうことは可能 である。
、

JOIS

63



O
】

各デー タベースにおけるセラミック ス関連データの内容

デ ー タベ ー ス名 JlCST NK-MEDlA

セラミックスに関す セ ラミックスを含む科学技 日刊工業新聞に掲載された

術に関する世界50余 力国の定 セラミックスを含む新製品 ・

るデータの内容 期 刊 行 物 、技 術 レポ ー ト、会 新技術開発お よびこれに関す
一

議資料を収録して いる。 る企業動向の中から社会的に

重要度の高い記事を収録 して

い る 。

(記述言語) (日本語) (日本語)

データ総件数(件) 5,832,558件 108,531件

〈収録期間〉 〈1975.4～ 〉 〈1983.4～ 〉

セラ ミックスに関 す 178,333件 1,760件

るデータ件数(件)

〈比率:%〉 〈3.1%〉 〈L6%〉

キ ー ワ ー ド、 分i頃コ ー ド、 キー ワー ド、分 類 コー ド、

個人著者 名、所属機関、記事 企業 ・団体 名 、発 行 年 月 日、

検索キー 番号、登録番号、資料番号 記事番号

シソ ー ラス JICST科 学技術用語シソ NK-MEDIAシ ソー ラ ス
一 ラ ス

科学技術分野の用語を階層 日刊工業産業情報デ一 夕ベ

シソー ラスの特徴 化 して まとめて いる。 一スを使用す る上で必要な用

語を、階層化 してまとめてい

る 。

JICST科 学技術分類表 企 業 ・団 体 コ ー ドフ'ック

分 類 表

科学技術の全分 野をコー ド 国内外の企業 ・団体をコー

分類表の特徴 化して分類 している。 ド化 して掲載 してい る。

記事番号、和文標題、原文 記事番号、標題、資料番号

収録データの構成 襟足亘、著 者 名 、 資 ホ斗種 ‡頁、言己 、資 料 名、 資 料 種類 コー ド、

事 区 分 、 言語 、 発 行 国 、写 ・ 記 事区 分、 写 ・図表 、 業種 分

図 表 、 抄 録 、分 類 コー ド、 キ 類 別 コー ド、 抄 録 、企 業 ・団 ▼

一 ワ ー ド 俳 名 コー ド、 キー ワー ド

収録 デー タ内容 にっ セ ラミックスに関 する技術 セ ラ ミッ ク スに 関 す るデ ー

文献 を数多 く収録 しており、 タはそれほど多 くはないが、
いての統合利用の 検索 キーも各種揃 っているこ 新製品 ・企業動向といった技

とか ら、統合検索 システムの 術文献とは異 なる切口の情報

適否 対象 として好都 合なデ一夕ベ 源 として統合検索システムに
一 ス と考 え られ る。 加 え た いデ ー タベ ー スの 一 つ

であ る。

JOIS
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名 称 SMIRS

特 徴
中小企業事業団によ り開発された中小企業の ためのデー タベースであ る。中小企業事業団 と

全国8都 道府県の地域情報セン ターとが、保有す るコンピュー タをオンライン接続 して、それ

ぞれが構築 してい る地域固有のデータベースを、 どこか らでも検索す ることがを可能 になって

いる。

名 称
一

中小企業事業団
デ ィス トリビ ュー タ

所 在 地 〒105東 京 都 港 区虎 ノ門3-5-1虎 ノ門37森 ビル

TEL(03)433'8811

技

術

的

問

題

点

伝送速度 300bps パ リテ ィ 偶数
通信プロ トコル

伝送制御手ll頂 標準無手順 ス トップ'ビ ッ ト 1ビ ッ ト

通信方式 半二重 コ ー ド JISC6226

300bps (052)212・0297名古屋地域の

アクセス

ポ イン ト 】200bps

サー ビス時間

月 ～ 金 曜 日9:30～17:00

土 曜 日9:30～12:00

(祝 祭 日、 年 末 年 始 を除 く)

コマン ド体系

・

デー タベ ースの選択 メニュー形式(番 号を入力)

検索結果の集合の作成 メニュー形式で検索キーを選択

前(後)方 一致 OOOO@

キ ー ワ ー ドの 列 挙 機能な し

集合 の演算(AND,OR,NOT) *,+,機 能 な し

検索結 果のデ ィスプ レイへの表示 D

検索 結果の オフラ イン出力 機能 なし

検索終了 E

制

度

的

問

題

点

他ネットワーク

との接続の可否

制度法律上
中小企業事業団では、SMlRSの 一般 への提供および他ネッ トワークとの

接続を認めていない。

実験 システム

の接 続可否
実験システムと しても、接続実験をおこなうことは、現状では困難である。

.

使用料金の分担

ダ ウ ンロ ー ド

接続可能性の
総合評価

SMIRSの 制度上、他ネッ トワークとの接続は実験 システムにおいても認め られていない

ことか ら、今回の実験対象として取 り上げることは不可能 であ る。

SMIRS
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2

各デー タベースにおけ るセラ ミックス関連デー タの内容

デー タベ ー ス 名 文 献 情 報

セラミックスに関す 経営 ・技術関連の雑誌、報

告書 を収録 してお り、その中

るデータの内容 にセラミックス関連のデータ ^.、-

も含 まれ て いる 。

(記述言語) (日本語)

データ総件数(件) 事業団DB 愛知県DB
208,522件 4,829件

〈収録期間 〉 〈1979-〉 〈1979-〉

セラミックスに関 す 3,362件 15件
るデータ件数(件) 〈1.6%〉 〈0.31%〉

〈比率:%〉

キ ー ワ ー ド、 轡 誌 区 分 、著

者、出典 、発行所、発行年月

検索キー 日

シ ソー ラ ス SMIRSキ ー ワ ー ド表

使用 されているキーワー ド
シソーラスの特徴 を五十音順 に リス トアップ し

たも の で 、 シ ソー ラ ス化 は さ

れ て い な い 。

な し

分 類 表

分類表の特徴

書 誌No.、 入 力 機 関 、書 誌

収録データの構成 区分 、 標 題 、 著 者 、 出 典 、要

旨、発行所、発行年月日、巻

、 号 、 ベ ー ジ 、 キ ー ワ ー ド

収録データ内容につ SMIRSの キ ー ワ ー ドは

シソー ラス化され ていないと

いての統合利用の い う点 で 、JFCCの キー ワ
一 ド入力方式 と類 似 してお り

適否 、統合利用の際の変換 が比較

的容易と考 えられ る。

SMIRS
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名 称

特 徴

デ ィス トリ ビ ュー タ

技

術

的

問

題

点

制

度

的

問

題

点

通信プ ロ トコル

名古屋地域の

アクセス

ポ イン ト

サー ビス時間

コマン ド体系

他 ネッ トワーク

との接続 の可否

使用料金の分担

ダ ウ ン ロー ド

接続可能性の
総合評価

1

ACE

.

`

,

中 日新聞、中部経済新聞から記事情報を収録 している。特 に名古屋地域の情報が充実 してい

る。

名 称 中日新聞社

所 在 地 〒460名 古 屋市 中 区 三 の丸1-6-1

TEL(052)20卜8811

伝送速度 300,1200bps パ リテ ィ 偶数

伝送制御手順 標準 無 手 順 、NTT1211手 順 ス トツブ ビ ッ ト 1ビ ッ ト

通信方式 半二重 、 全二重 コ ー ド JISC6226

300bps (052)936-7143(無 手 順)、OlO-5543(Nm211手1順)

1200bps 163-060-3411070(無 手 ‖頂;DDX-TP経 由)、OlO-5547(NTT1211手 順)

月 ～ 金 曜 日9:30～17:00

土 曜 日9:30～13:00

(祝 祭 日 、年 末 年始 を 除 く)

デー タベースの選 択 ACE、CHUNICHI

検索結果の集合の作成 /LOG

前(後)方 一致
"¥OOOO"

キー ワー ドの 列 挙 /EXP

集合の演算(AND,OR.NOT) *、+、#・

検索結果のデ ィスプ レイへの表示 /KPR

検索結果のオ フラ イン出力 機能なし

検索終了 /EOF

制度法律上
制度、法律上の問題は特 にない。

実験 システム

の接続可否

接続可能

デ ータベース利 用者(統 合検索システム側)が すべて負担する。

可能(実 験 システムに限 る)

DDX-TPを 経 由 す る事 に よ り、1200bpsの 無手1順方 式 で接 続 が 可能 で あ る。

ACE
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2

各データベースにおけ るセラ ミックス関連デー タの内容

デ ー タベ ー ス名 CHUNICHI

セラミックスに関す 中 日新聞、中部経済新聞の

記事 として掲載されたセラミ

るデー タの内容 ックスに関する情報を収録 し

て い る。

、
(記述言語) (日本語)

デー タ総件数(件) 約150,000件

〈収録期間 〉 〈1984.1～ 〉
「

ファインセラミックスに関 す る 461件

デー タ件数(件) 〈0.31%〉

〈比率:%〉

キー ワー ド(ワ ー ド、企 業

名、 人 名 、 団体 名)、 掲載 日

検索キー 付 、 県 コー ド、 地 方 版 コ ー ド

シ ソ ー ラ ス ニ ュ ー ス ・シ ソー ラス

新聞記事に用い られる幅広

シソーラスの特徴 い用語 を、階層化 して まとめ
.・.

て い る。

県 コー ド、 地方 版 コー ド

分 類 表

県 コー ド;JISに よる2ケ

分類表の特徴 タの数字コー ド

地方版 コー ド;独 自の2ケ タ

の数字コー ド

標題、掲載 日付、紙面、県
収録データの構成 版 一縮刷、要約

収録データ内容につ 一般紙を対象 としているた

め 、 セ ラ ミッ クス に 関 す る専

いての統合利用の 門的な内容の記事は数が少な

適否
い 。

ACE
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1

名 称 正)ATOLIS

特 徴
日本のすべての工業所有権(特 許、実用新案 、意匠、商標、審判、登録)、 および世 界特許

(INPADOC)を 対象 にしたオンライン検索システムである。

デ ィス トリ ビ ュー タ

名 称 (財)日 本特許情報機構

所 在 地 〒100東 京 都千 代 田区 霞 が 関3-4-2商 工 会 館 ・弁 理士 会 館 ピル

TEL(03)503-6181

技

術

的

問

題

点

伝送速度 300bps パ リテ ィ 偶数
通信 プロ トコル

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビッ ト 1ビ ッ ト

通信方式 半二重 コー ド JISC6226

300bps (052)201-9221,163-060-3612056(DDX・TP経 由)名古屋地域の

アクセス

ポイン ト 1200bps

サービス時間

月 曜 日お よび 休 日 の翌 日9:00～21:00

火 ～ 金曜 日8:00～21:00

土 曜 日8:00・ ～12:00(祝 祭 日、年 末 年始 を除 く)

コマン ド体系

デー タベースの選択 KJPetc.

検索結果の集合の作成 01,… …

前(後)方 一致 機能な し

キー ワー ドの列挙 機能な し

集合の演算(AND,OR,NOT) *,+,#

検索結果のデ ィスプ レイへの表示 A,B.C,G,H

検索結果のオフライン出力 OFF

検索終了 ;END

制

度

的

問

題

点

他ネッ トワーク

との接続の可否

制度法律上
特 に問題点な し。

実験 システム

の接続可否

契約条件、納 品方法などの問題点について検討す る必要 がある。

,

使用料金の分担 データベー ス利用者(統 合検索 シスデム側)に 、PATOLIS料 金体 系に従 った使用料 を

請求す る。

ダ ウ ン ロ ー ド 不可

接続可能性の
総合評価

現行PATOLISで 上記の問題点があ る。なお、これ らについて検討の上評価 をくだすと

して も、平成元年度後半には大幅に機能 を向上させた新PATOLISを スター トさせ る予定

であ り、その時点であらためて検討をおこな う必要がある。

PATOLIS

69



2

各デー タベ ースにおけるセラ ミックス関連データの内容

デ ー タベ ー ス 名 日本特許 ・実用新案

セ ラミックスに関す 日本の特許 ・実用新案の中

にセ ラミックスに関す るもの

るデータの内容 も含 まれている。

(記述言語) (日本語)

データ総件数(件) 公開特許 公開実用新案
3,127,403件 2,817,629件

〈収録期間〉 〈1971.7～ 〉 〈1971.7～ 〉

セ ラミックスに関 す 40,178件 3,908件

るデータ件数(件) 〈1.3%〉 〈0.14%〉

〈比率:%〉

IPC、JPC、 広 域 分類

、 出願 入 、 キー ワ ー ド

検索キー

シ ソー ラ ス フ リー キー ワー ド一 覧 表

.

同じような概念 の用語をま

シソーラスの特徴 とめて、番号を付与 したもの

である。階層化 はされていな

い 。 '

国際特許分類表
分 類 表

特許に関する国際的な分類
'

分類表の特徴 であ り、あ らゆ る技術分野を

網羅 している。

特許番号、名称、要約、フ

収録データの構成 リー キー ワ ー ド、 出 願 人 、発

明者 、 優 先権 、IPC、JP

C、 広 域 分類 、 固 定 キー ワ ー

ド、代理人、審査経過
'

収録データ内容につ JFCCデ ー タベ ー ス と同

様 に特許情報を対象 としてい
いての統合利用の る ため 、 両デ ー タベ ー ス間 で

検索 キーなどを互 いに補いあ
適否 うような形の統合検索が可能

であ る。
'

PATOLIS
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資 料2.

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の

詳 細 設 計 書





1.実 験 システ ムの概要

1.1.統 合検 索 システ ムの 目的

1.2.実 験シ ステ ムの機 能概要
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1,実験システムの概要

1.1.統 合検索 シ ステ ムの 目的

昨今 オンラ インネ ッ トワークの発達に よ り、 ネッ トワー クを介 して端末 か らいろ

いろなデ』 タベ ースが使用 でき るようにな って きて いる。現在 日本 で利用 で きるオ

ンラ インデ ー タベ ー スの数 は、1988年 版デ ー タベ ー ス台帳総覧 によれば1815に もた

っ レてお り、内容 もビジネスか ら科学技術 まで多 岐 にわ た って いる。 これ らデ ー タ

ベ ースは、 それぞれ 由来が ことな る ことか ら独 自の体系 を有 してお り、 キーワー ド

をは じめ とす る検索 キー もデー タベ ースご とに違 ってい る。さ らに、オ ンラインで

デ ー タベ ースを提供 して いるベ ンダーに よっても通 信プロ トコルや検索 コマン ドが

異 な って お り、同 じデー タベー スを使用す る場 合で も、 ベ ンダー によ り全 く別 の検

索 方法 を用 いな ければな らな い状態 であ る。

この よ うに、デ ー タベ ースを充分 使 いこなす にはそれぞ れのデー タベ ー スの特徴

をよ く理 解す ると ともに、各ベ ンダ ーの検 索 コマ ン ドに も精通す る必要 が ある。 そ

の ため、現在 でもオ ンラ インデ ー タベー スの利用 は、サー チャー と呼ば れ る専門家

に限 られて いるのが実 状で ある。デ ー タベ ースの利用 を促 進す るには、 だ れでも容

易 に使用 できる ようにす ることが最大 のポ イン トというこ とがで き、各デ ータベー

スを統一 的な操作方 法で利用で きる ような統 合検索 システムの開発が強 く要請 され

てい る。

本 システムは以上 の ような背景 に基づ き、 複数の オン ラインデー タベ ー スを統一

的な コマン ドお よび キーワー ドを用 いて検 索で き るようにす ることを目的 としたも

ので ある。本年度 に おいて当名古 屋地域 で特に関心 の高 いファインセラ ミックスに

関す るデ ー タを対 象 と した統 合検索 システ ムの詳 細設計 をおこな い、来年 度 は実験

システムの開発 を進め る ことにな ってい る。 この実 験 システムによ り、 統合検索 シ

ステム構築 上の 技術 的問題点を洗 い出す とともに、 その解決方法 を探 ることを計画

して いる。

1.2.実 験 システ ムの機 能概要

今回計 画 して い る実験 システ ムに おいて実現 を予 定 している機能 を、表1.に ま

とめ た。

71



表1.実 験 システム の機能 概要

機 能 対 象デー タベース 内 容

統 合検索 一1 FCDB 特許 、文献 、新 聞記事 を対象 に、 フ

JOIS アインセ ラ ミックスに関 するキーワ ー

「各DBを 並 列的 に統 －JICST ドを用 いて、1回 の操作 で同時に複数

合検索する機能」 PATOLIS のデ ー タベ ー スが検索 で きる ように す

一 日本 特集
る 。

ACE

統合検索一2 FCDB FCDBを 用いて標題等から特許検

↓ 索 を おこな う。得 られた結 果か ら自動

.「あ るDBの 検索結 果 PATO'LIS 的にPATOLISの 照会をお こな っ

を用いて別のDBを 一日本特実 て、その特許の詳細な内容を表示させ

統合検索する機能」 る 。

メニ ュー検 索 FCDB 検 索 コマ ン ドを意識 せずに、各デ ー

JOIS タベ ース を同 じようなメニ ュー か ら操

「各DBを 統一 され た 一 」|CST
,JNED卜 作を選 択す ることに よ り、検索 でき る

検索方法で個別に利 CINE,NK－ ト1EDIA よ う に す る 。

用 す る機 能 」 PATOLIS

一日本特 実

ACE

電 子 メ ー ル ・ ホ ス トコン ピュー タを介 してメール

電子掲示板 の交換や、各種情報の掲示ができるよ

う に す る 。
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2.基 構 成

2.Lハ ー ドウェア構 成

図1.に 、実験 システムの構 成図 を示す。 セン ター用パ ソコンお よび デー タベー

ス用パ ソコンは、 フ ァインセラ ミックスセン ター内 に設置 するこ ととし、端末用パ

ソコンとは、 同セ ン ター内 の内線電 話を通 じて接続 する。本実験 シ ステムで使用す

る各用途のパ ソ コン、 および端 末 ⇔ セン ター、 セン ター ⇔ 外部デー タベー ス間

通信用 モデ ムの仕様 を表2.に 掲げ る。

表2.実 験 シ ステ ム用パ ソコ ン ・モデ ムの仕様

ハ ー ド ウ エ ア 仕 様

パ

ソ

コ

ン

セ ン タ ー 用 16ビ ッ トパ ソ コ ン(ハ ード デ ィスク付)

RS-232Cポ ー ト3個 装 備

FCDB用 16ビ ッ トパ ソ コ ン(」 、一ド デ ィスク付)

RS-232Cポ ー ト1個 装 備 わ

モ デ ム V.22規 格 品2台

(1200bps,全 二 重,非 同 期 式)
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外 部 デ ー タ ベ ー ス
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図1. 実 験 シ ス テ ム 棲 語 構 成 図
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2.2.通 信プロ トコル

今回の統合検 索実 験 システムで利用す る予定の 、外部デ ー タベー スの通信プ ロ ト

コルを表3.に まとめ る。表 で示 されるように、3つ の外 部デ ー タベー ス とは、DD

X-TPを 通 じて接続 し、標準無 手順で1200bpsの 通 信速度 に より、デ ータ通 信をお こ

な うことにな る。

表3.外 部デー タベ ー スの通信プ ロ トコル

JOIS PATOLIS ACE

伝送速度 1200bps 1200bps i200bps

伝送制御手順 標準無手順 標準無手順' 標準無手順

通信方式 半二重 半二重 全二重

パ リテ ィ 偶 数 偶 数 偶 数

ス トップビ ッ ト 1ビ ッ ト 1ビ ッ ト 1ビ ッ ト

使用 コー ド 旧JIS 旧JIS 旧JIS

利用回線 DDX-TP DDX-TP DDX-TP
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さ らに、各パ ソコン間の 通信プ ロ トコル については、 外部デ ー タベー ス との関係

を考 慮 し、 表4.の ように定め ることにす る。 また、使 用 コー ド体系は、 実験 シス

テ ム間で漢字の使用 が容易 とな るよ うにシフ トJISを 用 いることにす る。表3.

に示 されて いるよ うに、外 部デー タベー スにおいては、 すべて旧J .ISコ ー ドが 使

われ てい るが、図1 ..の ようにセン ターパソ コンに変換機能を持 たせる ことによ り、

端末 を含め た実験 シ ステム間で は、 すべて シフ トJISコ ー ドで通信 す ることが可

能 とな る。

表4.各 パ ソコン間の通信 プ ロ トコル

セン ター用 ⇔ 端末 用
』センター用 ⇔FCDB用

伝送速度 1200bps 1200bps

伝送制御手順 標準無手順 標準無手順

通信方式 全二重 全二重

バ リテ イ ノンパ リテ ィ ノンパ リテ ィ

ス トツブ ビツ ト 1ビ ッ ト

'

1ビ ッ ト
.

使用 コー ド シフ トJIS シフ トJIS

利用回線 JFCC構 内の内線電話 RS乏32Cク ロスケーブル 直結

.
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2.3.ソ フ トウェア構 成

使用す る2つ のパ ソコ ンにつ いて、それぞ れソ フ トウ ェアが必要 とな る。各パ ソ

コンごとのソフ トウ ェア構成 を表5.に 示 す。OSと して は、 すべてMS-DOS

を使用 し、開発 用言 語 と しては、主 に汎用 性の高 いC言 語 を用 い ることにす る。

表5.各 パ ソコンにお けるソ フ トウ ェアの構成

パ ソ コン OS 開発用言語 ソ フ ト ウ ェ ア の 機 能

セ ンター用 HS-DOS C 実験 システ ムの中心 とな るもので、通信機

能、ゲ ー トウ ェイ、 オー トログオ ン、 コマ ン

ド変 換、検索 式作成機能等 を有す る。
'

FCDB用 パS-DOS C FCDBを 管理す るとともに、 セン ターパ

ソコン との デー タ交 換 をサポ ー トす る。

さ らに、 センターパ ソコ ンを中心 とした実験 シ ステム全体のフ ローチ ャー トを図

2.に 掲げ る。

本 システムは、 統 合検 索 システム構築上 の技 術的 問題 点 を洗 い出 し、 その解決方

法 を探 る実 験シ ステ ムで ある。 したがって、以下 の機能 は実用化 の時点で検討 す る

ことと し、今回は これ らの 機能 を持 たせな いこととす る。

(1)課 金 ・システム使用 記録機能(外 部デ ー タベ ー スの使 用記録 は とる)

(2)セ キュ リテ ィー対策

(3)リ カバ リー

(4)オ ンラ イン運用 中の システム保守作業
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3,各 機能の詳細

3.1.統 合検 索機 能 一1

3.1.1.機 能の 内容

この機能 は1回 の操作 で複数の デー タベ ースを検索 し、結果 を表示 させ るもので

ある。図3.に この機能の詳細 フ ローチ ャー トを示す。 さ らに、図4.に 画 面構成

を掲 げ る。 端末 用パソ コンか ら内線電話 を通 じて セン ター用 パ ソコンにアクセ ス

す ると、 まず画面0が 表示 され る。 ここで1を 入力 して統合検索 一1を ス ター トさ

せ る。最初 の操 作 と しては、 まず検索対 象 とす るデ ー タベー・スを選 択す る(画 面1)

。 この場合 は、4つ の中か ら必要 な ものを複数選 んで番号 を入 力す る。次 に検索期

間 を設定 し(画 面2)、 さらに自動表示 させる件数 を入力 する(画 面3)。 各 デー

タベ ースでの検索結 果か ら、 こ こで指定 した件数 だけ、デ ー タ内容 が自動的に表示

され ることにな る。 リター ンキー だけを押 した場合 はデ フ ォール ト値(5件)が 設

定され、内容表 示 させない時には0を 入力 す る。 なお、 これ らの入 力に おいて は、

全角 ・半角 どち らの数字 でも受 け付 ける ように して おく。

次の操 作 として、 標準検索式 を入力す る(画 面4)。 標準検索 式の作成方法 につ

いては、 第4章 において詳 しく説 明す る。 この標準検索式 か らキー ワー ド対 照表な

どをも とに各デ ー タベー スの固有検索式が 作成 され る。 その後各デ ータベ ースへの

アクセ スが おこなわれ、固有検 索式 が送信 され る。 各デ ー タベー スにおいて検索 が

おこなわれ、検 索結果 が端 末画面 に表示 され る。続 いて画面3で 指定 した件数分 だ

け、デー タ内容が 自動 的に表示 され る(画 面6)。 同様のJOBが 画面1で 指定 し

たデ ータベー スにういて実行 され、検索は終 了す る。

実行 した検索式 につ いて はメモ リーに保存 して お くことが可 能で あ り(画 面7)、

一度 保存 しておけば いつ でも呼び出 して使 用で きる ようにす る。そ の後、 別の検索

を おこな いたい場合 は、画面9でYを 入力 して標準 検索式 入力段階(画 面4)に 戻

ることに な る。終了 する場合は、 ここでNを 入力 して画面0に 戻 り、 ここでEを 入

力 して実験 システ ム とLOGOFFさ せ る。 あ るいは、 画面1、2、3、4の 各段階 でE

を入力 して も同様 に終了 させる ことがで き る。
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キ ー ワ ー ド対 照 表

【画 面1】

【酉 面2】

【百 面3】

【面 面4】

】7画面【

】9面酉【

統 合検 索 一1開 始

1:1:こ鵠 一

(メ ニ ュ ー方 式)

名DB固 有検素式作成

図3.統 合 検 索 －

DBと の 接 続

ヒ ッ ト件 数

デ ー タ表 示

次 のDBの

検 索

(保 存 した 禰 準 検 索 式 も 使 用 可 能)

YES

ON

SEY

ON

SEY

、

ON

了"1一索接合統

,

フ細詳分都1

08

∵
冷
竹.

メモ リ ー に 保 存

,uaZZ7検 鯖 が期 す・ge"

、 検索者が判断・・部分

ロ ー チ ャ ー ト



【画面0】

実 行 し た いJOBt選 択 し て く だ さい ・

統 合 検 索 一1

2.貝 合 検 索 一2

3魯 メ ニ ュ ー 検 壷

4電 子 メー ル ・電 子 掲 示 板

E:投 了

〉

【画面1】

検 索 す る デ ー タベ ー ス を 選 択 し て く だ き い.

FCDB

2.JOIS(」lCST7yls)

3.PATOLIS(日 本 特 実フrls)

4.ACE

〈 入 力 例 〉 い2,3

T;ト ツ フ メ ニ ュ ー,E;終 了

【面面2】

接殼 期 日4ξ 選 択 し て く だ さ い ・

lgsgfit月 か ら最 新tで

2.■gse年`月 か ら踊 新tで

3.1987年 八月 か ら最 期 ま で

4.1986年1月 か ら最 新1で(FCDBは6月 か ら)

5.1985年t月 か ら最 新 ま で

6.1984年.1月 か ら■ 新tで(JOlSは4月 か ら)

T;ト ッ フ メ ニ ュ ー,B;蔚 画 面,ε;艮 了

【画面3】

自 動 表 示 さ せ る 件 数 を入 力 し て く だ さい 台

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー.B;繭 面 面.E;R了

リ ター'ン キ ー:デ フ ォル ト値(5件)

〉

債 準 検 索 式 を 入 力 し て くだ さ い.

〈入 力 例 〉

(AtB|C1)(A2.B2)(A3.B3.)

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー,B罰 面 面.E;"了

縛番 号:保 存 検 索 式 呼 び 出 し

随 ま2し て くだ さ い.

村 政DB:FCD自.JOIS.PATOLIS

検 索 期 間;198e年,月 か ら最 新 ま で

自 助 表 示 件 数;5杵

屋 準 検 憤 式:

(At81C1)(A2.B2)

よ ろ し い で す か?(Y/N)

〉:」ぎ査 繊 滅.

【頂 面6】

ただ いま検爾を おこな ってい ます.

【FCDB】

【JOIS】

【PATOLIS】

【西面7】

検索は貝 了しました.

桟表式 を保#し 窒すか?(Y/N)

〉

【画面8】

情 準 検 索 式

(AIBIC1)(A2.

を 、#1と し て 保 存 し 寵 した ・

リ タ ー ン キ ー で 次 に 遣 み 宮す.

〉

【面 面9】

検索を続けますか?

〉釜1産三瀬鷲

(Y/N)

図4. 統 合 十灸 索 1 画 面 構 成
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3.L2.コ マ ン ドの変 換

ユ ーザー は、 セン ター用 パソコ ンか ら送 られ る図4 .の メニ ュー画面 か ら操作 を

選 択す ることによ り、希 望 する検 索 を進め るこ とが可能 であ る。 実験 システム側 に

おいてはソ フ トウ ェアの機能 と して、選択 され たメニ ューか ら各 デー タベ ース固有

の検 索式 を生成 しなければ ならない。標準検索式の変換部分 につい ては第4章 で説

明 す るこ とに し、 それ以 外 の生成 コマン ドを表6.に 掲げ る。

表6.各 デ ー タベ ー ス用 コマ ン ド (検 索期間;1986.1～,自 動 表示 件数;5)

FCDB JOIS PATOLIS ACE

信号送信 な し HHH リターンキーLOGON な し

端末機形式入力 な し k 5217 な し

ユーザ ーID入 力 な し ¥JOIS*****,++ ******** ********

パ スワー ド入力 な し 十十十十十十十 十十十十十十十 十十十十十十十

ファイル選択 な し ¥FILEK10/0-3 KJP

OOOOOOOI,**,1

A,S6101一

ACE

CHUNIC川

/RAN8601:

検索式入力 OL-一 ーー 一 /LOG-一 ーー一一

データ内容表示 自動表示 ¥PF,5 B;P2-5 /KPRP1

終了 5 ¥END ;END

LOGOFF

/EOF

OFFN
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3.2.統 合検索 一2

3.2.1.機 能 の内容

この機能 は、FCDBを 用 いてフ ァイン セラ ミックスに関す る特許を標題の文字

列か ら検索 し、その 結果 をPATOLISで 照 会 して詳 しい内容 を表示 させ るもの

である。 図5.に この機能 の詳 細フ ローチ ャー トを、図6.に 画面構成 を掲げ る。

画面0に おいて2を 入力 して統合検索 一2を スター トさせ る。次 に、検索期 間 を

指定 した後(画 面11)標 準検索式 を人力 す る(画 面12)。 これを受 けて自動的

にFCDB用 の検索 式が作成 され、検索が 実行 され ることにな る。検索者 は端 末 に

表示 され た検索 結果 を見て(画 面14)、 別の検 索 をおこな うか判断 す る(画 面1

5)。 表7.にFCDBの 検索結果 表示例 を示す 。

表7.FCDB検 索 結果表示 例

********検 索 結 果 出 力********

公開年月[6106-6206]文 字列[ZRO2,製 造](and)/文 字 列[東 芝,住 友](or)

公開年月:6106公 開番号:61-117156

発明名称:ジ ル コニア質黒 色焼結体の製造方法

出 願 人:住 友 電気 工業

分 類:09

#1

公開年 月:6111公 開番号:61'266307

発明名称:部 分安定化 ジル コニア粉末の製造方

出 願 人:住 友化学工 業

分 類:02

#2
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●

統 合 検 索 一2開 始

FCDBと の 接 続

【画 面11】

【画 面12】 ・'

【画 面14】

ノ

ノ/ (保 存 した繰準 検索式も使用可能)

【画 面15】

検索結果

表示

YES

NO

結 果 を メモ リ ー に 保 存

FCDB

LOGOFF

【画 面16】

YES

NO

【画 面17】 z

P臼IOuS用 検 索 式 作 成

PRTOLISと の 接 続

送 信

【画 面18】

/ 内 容
の

表 示

図5.統 合 検 索 －

LOGOFF

統合検索 一2R了

2部 分 詳 細

84

多ZZ ,%z検 索看が入力 する部分

〉 ・・者が判… 部分
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【画面0】

実 行 し た いJOBを 選 択 し て くだ さ い.

統 合 検 索 一1

2.硫 合 桟 索 一2

3.メ ニ ュ ー 模 索

4。 電 子 メ ール ・電 子 掲 示 板

E;R了

【画面 口 】

後 索 期 間 を 選 択 し て く だ さ い.

|.19S9年1'月 か ら最 新tで

2.tgS8年1月 か ら最 新tで

3.tgSTff1月 か ら最 新tで

4。1ge6#6月 か ら重 斬tで

T:ト ッ=フ メ ニ ュ ー.E;買 子

【画面12】

橿 準 検 索 式 を入 力 し て く だ さい.

〈入 力 例 〉

(A1,B1.C1)(A2,B2)(A3.B3)

T;ト ッ フ メ ニ ュ ー,B;前 面 面,ε;襲 了

#番 号;保 存 検 索 式 呼 び 出 し

【画面13】
(Al.BI,C1)(A2.B2)

随 記 して くだ さ い.

検 索 期 間;19S6年6月 か ら 最 新tで

恨 準 検 索 式;

(A1.B1.C1)(A2.B2)

よ ろ しい で す か?(Y/N)
ヒバコペ コドロギ ギア 　

言

【面面1q】
Y

ただ い音検索をお こなっ ています.

【FCDBに おけ る検索結 果】

図6. 統 合 零灸 索
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【画面15】

模 索 は"了 し ま した ・

別 の 模 索 を お こ な い ま す か?(Y/N)

〉.圭 角.ミ、.半が

【画面16】
N

検 索 結 果 を メモ リー に 保 存 し 窪 した.

PATOLISで 胆 会 を お こ な い ま す か?、(Y/N)

〉

【画面17}
Y.

PATOしISで 胆 会をお こな いたい特許を遊ん で

モ の通 し 書 号 を入 力 し て くだ さ い.

(全9の 鳩 合 は 、ALし と 入 力)

<入 力 例>L4,5.8,16

T;ト ツ フ メニ ュ ー,8:前 面 面,
　　　ぶ コ け 　　　チ ドく

」

E:終 了

【面面18】

1.4.5

た だ い まPATOLISで 照 会 を お こ なoて い ま す.

【PATOLIS照 会 姑 果 】

【画 面1・9ハ'

胆 会 は 質 了 し 宮 し た ・

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー.E;R了

〉

E

2 画 面 構 成

●



画 面15でNを 入 力すれ ば検索結 果がメ モ リ・一・Ct保存 され、FCDBとLOGO

FFさ れ る。引 き続 きPATOLISで 照会 をお こな う場合は画 面16でYを 入力

し、 照会 した い特許 をFCDBの 検 索結 果か ら番 号で選択する(画 面17)。 これ

を受 けて照会用検索 式が 自動的 に作成され、PATOLISに アクセ ス した後、 照

会が実行 され る。照 会結 果 は画面18で 表示 され 、JOBは 終 了す る(画 面19)。

3.2.2.コ マン ドの変換

この機能 で、前半 のFCDB検 索 部分 は統合検 索 一1の コマン ド変換 と同様で あ

るため、 ここでの説 明は省 略す る。後半のPATOLIS照 会 部分 につ いて、 コマ

ン ド変換 を表8.に 示す。 ここでは表7.に 示 され た表示例の中か ら#1,2を 選

択 した場 合を例に と り、 そ の時の 生成コマ ン ドを掲げ た。なお、PATOLISの

照会 においては、一 度に処理 できる件数 が8件 で あるため、9件 以上の場 合は8件

つつ 区切 って照会 を おこな わせ る必 要があ る。

表8.PATOLIS用 コマ ン ド変 換

コ マ ン ド

ファイル選択 KJP

機能選択 00000002,**,2

形式設定 1,2,C

番号入力 61117156.61266307

終了 ;END

LOGOFF

(パ スワー ド入力 まで は、表6.

と同様であ るため省略 す る)

(表7.の デ ー タにつ いて照 会を実 行)
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3.3.メ ニュー検索

3.3.1.機 能の内容

この機能 は、各デー タベ ースを同 じ様な メニ ュー を用いて検 索で きるよ うにす る

もので ある。 図7.に メニ ュー検索機能の 詳細フローチ ャー トを、図8.に 画 面構

成 を示す。 画面0に おいて3を 入 力 し、 メニ ュー検索 をスター トさせ る。次 に検

索対象 とす るデv・一・タベ ー スを1つ だけ選択す る(画 面21)。 こ こでは、統合検 索

一1の メニ ュー に比べ、JOISのJMEDICINEとNK-MEDIAが 追加 されて い る。検索

期間 を画面*1か ら指定 した後、検索 キーを選定す る(画 面*2)。 各デ ー タベ ー

ス において利用で き る検索 キーが異 な って いるため、それぞれ のデ ー タベー スで表

示 される メニ ューが 当然違 って い る。 どの メニューにおいても検 索 キーの1つ とし

て標 準検 索式が 選べ るよ うに してお き、新 たに インプ ッ トす るか、保存 してあ る標

.準 検索式 を呼び 出す かす る。

検索 キー を指定 し、 それ に基 づき検索 式 を入力す れば、FCDBを 除い て ヒッ ト

件数 が画面上に表示 され ることにな る(FCDBに お いては、デー タ内容 まですべ

て 自動的 に表示 され る)。 ここで、次の操作 を選択す る。選択肢 と しては、別の検

索 をおこな う、結果 の演 算 をす る、デ ー タ内容 を表示す る、 などがあげ られ る。そ

の他 、デ ー タベー スに よ り検索式 を追加 し件数 を絞 る、2次 検索 をお こな うといっ

た固有の機 能も選 べ るようになって いる。

このよ うに、希望す る操 作を メニ ュー か ら選択す ることによ り、初心 者で も容易

に検 索を進め ることが可 能 とな る。 一通 りの検索が終了 すれば、Tを 入力 して画面

0の トップ メニューに戻 るか、Eで 直接終了 させて実験 システムか らLOGOFFさ せ る

こ とにな る。
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略

●

可

鰯1:;:II:1:CE)・'・M・

DBと の 搭 続

〃

ソ〃〃須 (メ ニ ュ ー 方 式)

%(メ ニ ュ ー 方 式)

(保 存した懐準検索式 も使用可能)

名DB固 有検索式作成

YεS(期 間 変 更 あ り)

ヒ ッ ト件 数

表 示

メ ニ ュ ー検 索 終 了

YεS(期 間 変 更 な し)

デ ー タ

表示

〉 ・賭 ・入力… 分

〉 一 … … 分

図7.メ ニ1一 検 索 部 分'詳 細 フ ロ ー チ ャ ー ト
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■

【田面0】
【画面3|】

実 行 し た いJOBを 巡 訳 し て くだ ざ い.

1.統 合 枝 吉 一1

2.統 合 検 索 一2

3・ メ ニ ュ ー 検 索

4.電 子 メ'ル ・電 子 掲 示 板

E;投 了

〉 葦ラ

【画面21】

3

検 費 す るデ ー タベ ー ス を 選 択 し て くだ さ い.

1.FCD9

2.JOIs(Jlcs†)

3.JOIS(」 同EO∫C∫NE)

4.JO|s(Nrt-ttEDtA)

5.PATOしIS(日 本 精 冥)

6.ACE

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー.ε:賃 下

〉頭 欝r鴬

1

2.3

検 索 潮 目 を 選 択 し て く だ さ い.-FCD8

1.1989年8月 か ら 最 新 まで

2.1988年7月 か ら 最 新 まで

3.lgss年t月 か ら 最 新 ま で

4.tgs7fi7月 か ら 愚 斬tで

5.1987年1月 か ら 追 斬 ま で

6.1986年S月 か ら 最 新 ま で

T:ト ッ プ メニ ュ ー,B;蔚 画 面.E;終 了

〉篭冤 磯 鷲

【画面41】

検 索 期 間 を 選 択 し て く だ さ い.-JICSτ.JnEDlCINE

1.1989年1月 か ら 最 新 ま で

2.tgse隼t月 か ら 最 新 まで

3.198† 年t月 か ら 最 新 まで

4.lge6年1月 か ら 最 新tで

5.1985年1月 か ら 最 新9で

6.1ge4年4月 掛 ら 最 新tで

T;ト ッ プ メニ ュ ー.B:葡 画 面.ε;R了

〉至 適烹 蒐

4

【直面51】

検 殼 期 日 を 選 択 し て くだ さ い ・

1.1989年1月 か ら 田 所 まで

2.:989年$月 か ら 最 新 まで

3.:e81年1月 か ら 題 斬!で

4.t●86年`月 か ら 口 語,で

5・1985年:月 か ら 最 新tで,

6.1984fft月 か ら 垣 断9で.

7.1983年4月 か ら 最 新 まで 、

〉『錆 灘 驚

－NK'nED1☆

一ユニメプ

面

ツ

画

了

ト

全

壊

T

B

ε

5

【面 面61】

検 索 期 日 壱 選 択 し て くだ さ い ・-PA〒OLIS

1.lggent月 か ら 庖 厨1で

2・1986年t月 か ら 最 新 宮 で

3.lga4年1月 か ら最 新 吉 で

4.口.2fil月 か ら最 新 宮 で

5.lgeo年1月 か ら最 新tで,T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

6.1976年1月 か ら最 新 蜜で.B;全 ■ 面

7.19T1年7月 か ら過 断9で.ε:R了

〉蚕 蚕豆 難 波

6

【酉面71】

検 索 潮 目 を進 級 し て くだ さ い.-ACE

いlgeg年1月 か ら量 販tで

2.lgga年t月 か ら最 新9で

3.1987隼1月 掛 ら最 新tで

4.lge6年1月 か ら最 新 皇 で

5.198s年1月 か ら最 新 ま で

6.lge4El月 か ら最 新tで

〔;ト ッ プ メ ニ ュ ー,B;前 画 面.E:責 了

図8. メ ニ ュ ー 検 索 画 面 構 成
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【画 面32】 【画面33】

〆 釦 乍鑓 訳 してください.-FCDB、 /検 索 結果の表示 は投了 しました.-FCDB、

1.情 事検索式 による模索 次 の樟作を選択 して くだ さい・

2.公 開特許 書号からの模索 t.検 索期日 を変更して新た に検索 をおこな う

3.分 類か らの検索 2.同 じ検索 期間で新たに検索 をお こな う

〔;ト ッ プ メ ニ ュ ー,B;前 画 面 、E;終 了
1

3.検 索式 を追 加し、件数 を貌 る
,

標準 模索式 の入力 〔;ト ツ ブ メ ニ ュ ー,8;前 画 面.E:捉 了
メ1.、.w㍉ 七'、〔"、,w

> 、全薄 三連 魚i
検索結果の表示

.

＼ ノ ＼ ノ

4

【画面42】 【画面43】

憤 作 を 選 択 し て く だ さ い ・

1.檀 準 検 索 式 に よ る 検 索

2.4一 ワー ド に よ る 検 索

3.分 商 コー ド に よ る 模 索

4.著 著 名 に よ る 模 索

5.そ の 他 の 検 索

T;ト ツ フ メ ニ ュ ー,8

>・

一」lCS† .JnEDlCl村 ε

:前 画 面.ε;嬢 了

2

キ ー ワ ー ドの 入 力

4

tッ ト件数はOO件 で した ・-J)CST,JnED`CIHE

次の袷作を選択 して くだ さい.

1.接 受期間 を変 更して新た に模索を おこな う

2.同 じ検索潮 目で新たに検費 をお こな う

3.2次 模索 をおこな う4.結 果 の演算

5.内8の 表示6.オ フライ ンプリン トΦ 佳句

7.今tで の模責 邊樫の表示

T;ト ップ メニュー.B;葡 連面.E;艮 了

〉ぎ葺芸無:凝

【画面52】

博 作 壱 遭 訳 し て く だ さ い ・-N民 －nEDl自

1.龍 塗 検 索 式 に よ る模 索

2.キ ー ワ ー ド に よ る模 費

3.分 田 コ ー ド に よ る 検 費

4.企 臭 名 ・國 件 名 に よ る横 書

5.そ の 他 の 棲 費

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー.B:前 百 画.ε.嬢 了

〉 食慾 鑑 査

2

キ ー ワ ー ドの 入 力

【百面53】

ヒ ッ ト#数 はOO件 で した ・-Nt-nEDIn

沃 の 博 作 を 選 択 し て くだ さ い.

1.検 費 期 日 を 変 更 し て新 た に 権 貴 を お こ な う

2.曝 じ 模 索 期 日 で 新 た に 検 費 を お こな う

3.2次 検 索 を お こ な う4.冨 粟 の 演 算

5.内 書 の 表 示6.オ フ ラ イ ン フ リ ン ト の 俵 聞

7.今 まで の 検 索 ㊤ 橿 の 表 示

「「;ト ッ プ メ ニ ュ ー.8:前 恒 面 ⑨E;竣 了

〉蚕イ減 渓'爾

【酉面62】 【画面63】

2

/熱 時 選択 してくだざい
.-PATOいS、

〆 ヒ。 ト僻地oo件 でした.-PATOLIs、

1.惰 準模索式 によ る検費 次の掃作を選 択して くだ さい・

2.フ リー キ ー ワ ー ド ・固 定 キ ー ワ ー ド に よ る 模 索 1.検 索朝 口を変更 して新 たに模索 をおこな う

3.IPC・JPC・ 広 域 分 類 に よ る検 愛 2.同 じ検索 期日で新た に検索をお こな う

4.出 ■∧に よる検索
2

、 3.結 果の演 算4.デ ータ内容 の裏示
'

〔;ト ッ プ メ ニ ュ ー,B;前 面 面.ε;縛 了 キ ー ワ ー ドの 入 力 5.オ フ ラ イ ン フ リ ン ト ・FAXの 依 頼

〉 全 角 ・半 角 6.今 皇 での検素通糧の表示

T;ト ッ=フ メ ニ ュ ー,B;前 直 面.E;終 了

〉冤遁ぷ薫驚
＼ ノ ＼ ノ

'4

【画面72】 【◎面73】

撞 作 を 巡 訳 し て く だ さ い.-ACE

1.惰 壌 検 索 式 に よ る 検 索

2.キ ー ワ ー ド に よ る 検 索

3.縄 尻 日付 に よ る 検 索

4.莫 コー ド に よ る 検 索

5.地 方 版 コ ー ドに よ る模 索

T;ト ッ フ メ ニ ュ ー.B:前 画 面 、E:R了

〉 全 角 ・皇 角

2

午 一 ワ ー ドの 入 力

ヒッ ト件数 はOO件 でした.-ACE

次の摸作を選 択して くだ さい・

1.検 蟄期 間を変更 して新たに検索 をおこな う

2.圏 じ検索 期間で新た に模索を おこな う

3.結 果の河 田

4.デ ー タ内容 の裏示

5.今 宮で の検索逢樫 の■ 示

丁;ト ッフ メニュー.B;前 画面.E:鍵 了

〉蚕 膏i鷲 雀





、

3.4.電 子 メール ・電子掲示板

この機能 は、セ ン ター用 パ ソコンを通 じて会員相 互でメール を交換 した り、あ る

いは掲示板 に自由 にメッセージ を書 き込 んだ りす るもの である。 今回の実験 シス テ

ムで は1ユ ーザ ー しか想定 して お らずlDの 発行 も しないため、 事実上 メール交 換

をお こな う状況 は考 えられない。 したが って、 当面 メール交換機能 は考 慮 せず 、端

末機か ら掲示板 に メッセージを書 き込 むこ とがで きる電子掲示板機 能のみ持 たせ る

こ ととす る。

電 子メール ・電 子掲示板 の画面構成 を、 図9.に 示す。画面0で4を 選択 し次 の

画面81で 電子掲示 板の2を 入力す る。次 に、電子掲示板 を 「読 む」、 「あるい は

書 き込む」 といった操作 を選択 す る(画 面82)。 ここで1を 選択 すれば、 まず書

き込 まれて いる情報 の標題 リス トが表示 され る。 この中か ら読み たい情 報 を選び 、

その 番号 を入力す る ことによ り、端末画面上 で内容 を見 ることが可能 であ る。

電 子掲示板に書 き込む場 合は、セ ンター用パ ソコ ンか らの指示 に従 って最初 に標

題 を入力 し(画 面83)、 続 いて本文を記入 す る(画 面84)。 画面85で 、標 題、

本文 の確 認を してYを 入 力 すれば、電子掲示板 への書 き込み操 作 は終了 す る(画 面

86)。 端 末用 ソフ トウ ェアにア ップ ロー ドとダ ウンロー ドの機 能 を持 たせて おけ

ば、 ワー プ ロのデー タと して扱 うことが可能 となる。
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【画面0】

実 行 した いJOBを 週 択 し て く だ さ い.

斌 合模M-1

2.ば 合 接 索 一2

3.メ ニ ュ ー 模 索

4.電 子 メ ー ル ・電 子 掲 示 板

E;投 了

【画 面81】

機 能 を 選 択 し て くだ さ い ・

電 子 メー ル

2.電 子 掲 示 板

T:ト ッ プPtニ ュ ー,E;R了

【画面82】

摸作を巡択 してくだざい.

電子掲示 板を見る

2.電 子掲示 板に書 き込む

T;ト ッ フメニュー.B

【画面83】

宿 題 を 記 入 し て くだ さい:

(ControlZで 記 入 終 了)

〉

【画面84】

本 文 を 記 入 し て くだ さ い.

(CentrolZで 記 入 旋 了)

〉

'前 画 面
.E;t8了

(面 面85】

埴 怨 し て くだ さ い.

情 題:†+++++

本 文;一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

よ ろ しい です か?(Y/N)

>1全 鳶♪運 薦

【面 面86】

電 子 掲 示 板 へ の 書 き込 み は 只 了 し ま した.

T;ト ッ プ メ ニ ュ ー,E;貌 了

〉

図9. 電 子 メ ー ル ー 電 子 掲 示 板 画 面 構 成
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4.灘 検轍

4.1.標 準検索式 の入 力方法

4.1.1.標 準 キーワー ド

今回統合利用 を計画 してい る4つ のデ ■P・一・タベー スにおいては、そ れぞ れ 利用 で き

るキー ワー ドが表9.に 示 され るようにすべて異な って いる。 この うち、 特に フ ァ

インセラ ミ ックス原料化合物 お よび関連用 語につ いて、実験システ ム用 標 準キー ワ

ー ドを選択 した。 これらの標準 キーワー ドにつ いて は、表10-1～8.に 掲げ た ような

変換 表を作成 し、実験シ ステム内で各デ ー タベー ス用 キーワー ドに 自動変換 させ る

こ とにす る。従 って、利用 者は標準 キーワー ドを用 いれば、各デ ー タベ ース固有 の

キー ワー ドを意 識せ ずに検索 を進め ることが可能で ある。

実 験シ ステ ム標 準 キー ワー ドは全角文字 を使用 し、用語は漢 字で 、化合物 ・元 素

に ついては化学式 を英大文字 で入力す る。FCDBキ ーワー ドへ変換 す る場合、漢

字 は入力 されたま まの全角 文字 を用 いるが、 化学式 は全角 の標準 キーワー ドを半角

にす る操 作が必要 となる。

ACEキ ー ワー ドでは、使用 して いるニ ュース ・シソーラスが一般新 聞記事 を対

象 と して いるため、科学技術用 語につ いては記載 されていないケー スがほ とん どで

あ る。 しか し、現 在は記載 され ていな くても将来 的に追加 され る可能性 が ある こと、

お よび シ ソーラスにない キーワー ドを入力 しても検索結 果が0件 とな るだ けでエ ラ

ー にはな らな いこ とか ら、 これ らの キー ワー ドにつ いてもその まま用 い ることに す

る。

92



表9.各 デ ー タベ ー ス の キ ー ワ ー ド比 較 .

デ ー タ ベ ー ス キ ー ワ ー ド 表 入 力 方 式

FCDB な し(任 意の文字列) 全角

(文字列)

JOIS

(JICSTフ ァイ}D

JICST科 学 技術用語 シソ ーラス

1987年 版

半角

(力夕泊 ・英 数字)

PATOLIS

(日 本特実ファイID

プ リ ・一 キ ・一ワ ーード一 覧 表

改 訂 版

半角(Fで はじま

る数字6桁)

ACE

(CHUNICHI)

ニ ュ ー ス ・シ ソ ー ラ ス

1981年 版

半角

(力効ナ・英 数字)
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表10-1. キ ー ワ ー ド 変 換 表(用 言吾 ■)

NO 実験システムキーワー ド

(FCDBも 同様)
JOISキ ー ワー ド PATOLlSフ リー キー ワー ド ACEキ ー ワー ド

1 液体 1キタイ F132499 1キ9イO

2 温度 8ンド Fl39836 オンドO

3 解析 カイ麟 F149355 カイセキO

4 回路素子 凡ンドウタイソシ F148073‡F297045 ハンドウタイソシ

5 加工 加 ウ(ショリ) Fl42155 加ウo

6 硬さ コウドぴ9の F206719 カ9サO

7 還元 カンゲ ン Fl59654 カンゲンO

8 ガス キタイ(ガス) FO43393 ガスO

9 機械 キカイ 臼66212 勒イ

10 気体 桝(ガ ス) Fl66769 キ9イO

ll 基板 キバン F165287 キバンO

12 欠陥 ケッカン(ブリョウ) F188633 ケッカンO

13 検査 ケンサ F190784 ケンサO

14 コーテ ィング ヒフク FO53336+F380932 ]一ティングO

15 高圧 コウアツ(hi8h) F209879 コウアフO

16 高温 コウね F210073 コ妨ンO

17 構造 コウゾウ F205632 ]ウゾウo

18 固体 〕,イ(ソリッド) F196648 ]タイO

19 合成 ゴ ウセィ(synthesis) F21η25 ゴウtイo

20 酸化 'ンカ(ハンノウ) F226206 サンカO

21 材料 ザ ィリョウ F227205 ザ ィリョウo

22 収縮 eシュウシュク F2416ゴ7 シュウシュクO

23 集積回路 シュウセ肋佃 FOI3216 lC

24 焼結 ショウケフ F249540 ショウケツO

25 触媒 ショクバ イ F252870 ショクバ イO

26 試験 シケン F234723 シケンO

27 湿度 シツド F235947 シツド ○

28. 潤滑 ジュンカツ F267576 ジュン加0

29 常圧 ,ユウアフ F270742 ジ ョウアツO

30 常温 チュ聾 ン F270753 ジョ舛ンO

31 磁性 ジ厨 F258945 ジtイO

32 靭性 ジ ンtイ F272998 ジンtイO

33 切削 tッサク F285859 セッサクo

34 成形 セ伽(カ9テ ツ刎) F278911 tイ材O
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表10-2, キ ー ワ ー ド 変 換 表 (用 吾吾2)

NO 実験 システムキーワー ド

(FCDBも 同様)

JO1Sキ ー ワー ド PATOLISフ リー キ ー ワー ド ACEキ ー ワ ー ド

35 製造 tイゾ ウ F282986 セィゾウ ○

36 接合 tツゴウ F287428 tツゴウ0

37 センサー センサ FO67494 tンリー

38 絶縁 デ ンキゼツ1ン F292952 ゼヲ1ンO

39 耐アルカリ性 9イア肋 リセイ F310813 タイア肋WイO

40 耐久性 9イキュウセイ F312174 タイキュウtイ○

41 耐酸性 9イ'ンセイ F312582 タイサンtイO

42 耐食性 9イショクセイ F312848 財 ショクtイO

43 耐摩耗性 タイマモウセイ F314193 タイマめ セイO

44 脱脂 ダッシ F321454 ダッシO

45 ダイアモン ド ダイアモンド FO70190 ダイ怪ンド

46 超伝導 予ヨウデ ンドウ F331895 董ヨウブンドウ

47 強さ キョウド F174014 ツヨサo

48 低温 ;材 ン F336515 テ禍ンO

49

.

電気抵坑 ヂ ンキテイ]ウ F345130‡F340205 デンキテイコウO

50 電気伝導 デ ンキデンドウ F345130*F344475+F354794 デンキデンドウ○

51 透光 ヒカリトウカ F350625 `ウコウo

52 熱伝導 ネツデ ンドウ F363056 ネツデンドウ ○

53 破壊 肋イ F366744 肋イO

54 破壊靭性 llカイジ ン好 F36674特F272998 肋イジンセイO

55 薄膜 バクマク
・

F371030 バクマク ○

56 発熱 1けネツ F372375 ハツ初o

57 刃物 ハu F272686 ハu

58 半導体 ハンドウタイ F374016 })ンドウタイ

59 反応 1)ンノウ F374403 川ンカO

60 評価 ヒョウカ F387289 ヒョ勃 ○

61 比熱 ヒネフ F378857 ヒ捌0
'

62 非破壊検査 ヒ肋 イケンサ
・

F384847‡ 臼90784 ヒ励行ンサO

63 ファインセラミックス フ7インtラミック FO91525‡FO66924 フ7インtラミックス

64 粉砕 フン9イ F399466 フン¶イO

65 分析 フ^ンセキ F398299 アンtキ0

66 膨張 ボウヲヨウ F412582 ボウ垣ウO

O印;ニ ュース ・シソーラスにない用語
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表10-3. キ ワ ー ド 変 ヨ灸 表 ( 酸 イヒ 物 系 )

NO 実験システム

キーワード

FCDB

キー ワー ド

JOISキ ー ワー ド PATOLISフ リー キ ー ワー ド
'ACEキ

ー ワー ド

1 AL203 Aし203 サンカア∬ミニウム F226206‡FO30376+FO30327 ア∬ミナO

2 BEO BEO サンカベ`川 ウム に～26206‡FlO1871+FOO7438 $ンカベ1川 ウムO

3 BI203 Bl203 リンカビ スマλ F226206‡FO88840÷FOO7479 サンカビスUO

4 CO CO イッサンカ9ンソ FOO8529 イッサンカ9ンソ()'

5 CO2 CO2 ニサンカ9ンソ FOO8536 ニサンカ9ンソO

6 CAO CAO サン肋11シウム F226206‡FO42089+FOO8971 サン力肋シウムO

7 CR203 CR203 サンカ夘 ム F226206‡FO48127+FO48160 夘劫ンO

8 FE203 FE203 サンカテツ F226206*F341554+FOIl522 9ンカ刃 ○

9 H20 H20 ミズ F274033 ミズ

10 MGO HGO サン加 ゲ3シ ウム F226206‡F107306+FlO7295 マグ3シアO

11 MNO 酬0 サン加 ンガ ン F226206‡F108574+FO15876 ¶ン加ンガンO

12 MNO2 州02 サン加 ンガ ン F226206‡F108574+FOI58了7 サンカマンガ ンO

13 PSZ PSZ PSZ F400233‡F124674*FO60366+FOl8598 PSZO

14 SB203 SB203 サンカアンテモン F226206‡FO31145+FO20681 サンカアンテモン ○

15 SIO2 SlO2 ニサン肋 イソ F226206‡Fl86667寺FO57880+F284116 シリカo

16 SNO SNO $ン力双 ・ F226206*F285437◇FO21262 サン放ズO

17 SNO2 SNO2 サンカスズ F226206*F285437+FO21263 サンカスズO

18 THO2 THO2 サンカ`リウム F226206*FO77101+FO77005 ド)アO

19 TIO2 TIO2 サンカテ9ン F226206‡FO71600+FO71582+FO22331 サン加9ンO

20 TL203 TL203 9ンカ9リウム F226206‡FO69356寺FO22467 サンカタリウムO

21 TL20 ↑L20 サンカ9リウム F226206‡FO69356+FO22466 9ンカタリウムO

22 UO2 ∪02 サンカウラン F226206‡FO35033+FO35010寺FO35016 ウラニIIo

23 V203 V203 'ンカバ ナジ ウム F226206‡FO84478昏FO23029 サンカバ ナシ^ウムO

24 V205 V205 サンカバ ナシ^ウム F226206‡FO84478寺FO23032 サンカバナジ弘O

25 Y203 Y203 9ンカイワトリウム F226206‡FO32368+FO24046 サンカイットリウムO

26 ZNO2 ZNO2 サンカア1ン F226206‡F123073+FO24497 サンカア1ンO'

27 ZRO2 ZRO2 'ンカシ刊工 ウム F226206‡FO60375+FO60366 ジ胆ニア○

O印;ニ ュー ス ・シソーラスにない用語

・96



表10-4. キ ー ワ ー ド 変 禎.灸 表 ( 窒 イヒ4勿 系 )

NO 実験システム

キーワー ド

FCDB

キ ー ワー ド

JOISキ ー ワー ド PATOLISフ リー キー ワ ー ド ACEキ ー ワー ド

1 ALN ALN ∫ッカア∬ミニウム F324904‡FO30376+FOO6259 テッカア1ハミニウム ○

2 BN BN ,ッ赫ウソ F324904‡F410735十FOO7061 テッ躰 ウソO

3 HFN HFN ハフニウムカコ⑨ウフ◇ツ*テッカフ、ツ F32q904*FO82600噺FO12951 テッ加 フニウムO

4 NBN NBN ニオフSカ〕・ウフ・ツ‡テッカフ∨ツ F324904‡FO800144FOI7047 タッカニオアO

5 SCN SCN スカンシ、ウムカコーウフ^ツ孝ヲッカフ^ツ F324904拝060826
,

ラッカ肋 ンジウムO

6 SI3N4 SI3隅 テッカケイソ F324904‡F186667+FO20866 チッ肋 イソO

7 TAN T州 タン9肋]"ウア ツ*万 力ア ツ F324904‡FO69536+FO22045 チツカタン効O

8 TH3N4 TH3N4 トリウ劫ゴ ウア ツ粁 ッカア ツ F32490躰FOη101 チッカP)ウムO

9 THN THN トリウ劫 ゴ ウア ツ粁 ッ加"ツ F32490躰FO77101 タッカ`リウムO

10 TlN 下川 テ助加"ウ ア ツ諦 ッカアツ F324904‡FO71600+FO223 .11 テッカテ幻 ○

11 UN UN テツカウラシ F324904‡FO35033+FO22797 'ッ加 ラン ○

12 VN VN ハーナシ冶ウムカ]、ウフ^ツ‡,ッカフ"フ F324904‡FO84478+FO23180 チッカバ ナジ ウムO

13 ZRN ZRN .・ シ^月コニウムカコ^ウフ^ツ‡テッカフ、ヲ ・ F324904‡FO60375+FO24654 テッカジ'Lエ ウムO

「

A

O印;ニ ュ ー ス ・シ ソv・ラ スに な い用 語

義 …10-5. キ ー ワ ー ド 変 禎負 表 ( 炭 イヒ4勿 系 )

NO 実験システム

キーワード

FCDB

キー ワ ー ド

』OISキ ー ワー ド PATOLISフ リー キー ワー ド ACEキ ー ワ ー ド

1 B4C B4C タン赫ウ, F316472綱 .10735 タンカネウソO

2 CR3C2 CR3C2 クoムカゴウプフ籾 ンカア ツ F316472‡FO48127号FOO9552 タンカ夘ムO

3 HFC HFC ハフニウムカ]、ウフーツ‡9ンカフ^ツ F316472‡FO82600+FO12935 タン加 フニウム ○

4 SIC Slc タン肋イソ F316472‡F186667+FO20913 9ンカケイソO

5 TAC TAC タンカタン効 F316472‡FO69536+FO22035 タンカ9ン飢O

6 TIC Tlc 9ンカ∫9ン F316472‡FO71600δFO22254 9ンカチタンO

7 WC りC タン加ンゲ 万 ン F316472‡FO69495+FO23569 タンカタンゲ ステン○'

8 ZRC ZRC シ、ハ]二うムカコ、ウフ.フ‡9ンカフ、フ F316472‡FO60375+FO24629 タンカジ1`エウムO

○印;ニ ュース ・シソーラスにな い用語

.
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詮 …10-6・. キ ワ ー ド 変 調矢 表 ( そ の イ也 イヒ 合 物 )

NO 実験システム

キーワー ド

FCDB

キー ワ ー ド

JOゴsキ ー ワー ド PATOLISフ リー キ ー ワー ド ACEキ ー ワー ド

1 AL2(OH)3 Aし2(Oll)3 スイリンカアllミニウム F274725‡FO303764FOO6301 スイサンカア1▲ミこウム ○

2 BP BP ‡ウソカゴ ウプ ツ糾 ンカプフ F437627‡F410735+FOO7126 リンカ約 ソ ○

3 BATIO3 BATlO3 ヲ9ンリンバリウム FO71630‡FO84850+FOO7364 チタンサンバ リウムO

4 BEB BEB へ・リリウムカコ・ウフ・ツ‡‡ウカ)、ツ
F410696‡F101871 紡 カベ1川 ウムO

5 BITI207 BlTl207 ヒ輪スマスヵコ、ウフ、ツ‡タタン'ン1ン FO71630‡FO88840 ラタンサンビ スマスO

6 CA3(PO4)2 CA3(PO4)2 1ル¶ン加 シウム
F437663ホFO420894FOO8862 1ルサン加シうム ○

7 CACO3 CACO3 9凋 ン加1シウム F316534‡FO42089+FOO8897 タンサン加シウムO

8 CDS CDS リュウ肋 ドミウム F435137‡FO41202+FOOgl69 リュウ肋 ド ミウムO

9 FE(OH)3 FE2(OH)3 スイサンカテツ F274725‡F341554+FO11766 スイサンカテツO

10 GAAS GAAS ヒカガ リウム [F379237+F379242]‡FO44070+FOI2116 . ガ1)ウムヒソO

11 LAB6 LAB6 ランタンカ]"ウプ ヲ#ウカア ヲ F410696‡FIl4606+FO14552 紡 力うン9ンO

12 LACRO3 LACRO3 ランタンカコ、ウフ・フ‡ク0ム¶ン1ン FO48160‡FIl4606+FO14570 クoムサンランタンO

13 LINBO3 LlNBO3 二4ア サン帰ウム FO80020‡Fll5543+FO14780 二8プサンll,ウムO

14 LITAO3 L汀AO3 タン効サンリチウム FO69541‡F1155q3+FOI4816 タン9∫1サンリチウムO

15 MOS2 HOS2 `カウカモリア デン
F435137‡FIl2115+FO15990 リュ勃刊アデン0

1ポ MOSI2 HOSl2 ケイカモリブデ ン F186604‡FIl2115+FOI5996 ケイ功利アデン0

17 PBTIO3 PBTlO3 f9ンサンタマリ FO71630‡Fl35636+FO18849 チ9ンリン撒マリ ○

18 PBZRO3 PBZRO3 シ"ILエ ウム9ンタマリ [FO60385+FO60417]‡F135636+FO18862 シ"∬エ ウムサン,マリO

19 SRTlO3 SRTlO3 ヲ9ンサンス団ンテウム FO71630*FO63348+FO21399 ラタンサンストoンヲウムO

20 TASI2 TASl2 9ンタ肋 ゴ ウブ ツ紡 イカプ ツ Fl86604*FO69536+FO22064 ケィ加ン夘O

21 TIB2 TlB2 チ9ン加'ウ ア ヲ赫効 ブ ツ F4|0696‡FO71600寺FO22243 約カテ9ンO

22 WSI2 WSl2 9ンク^ステンカコ、ウフ、ツ‡ケイカフ^フ Fl86604‡FO694954FO23656 財力9ング万ンO

23 ZNS ZNS
'

リュウカア1ン F435137*F123073+F292770 リュ勃 ア1ンO

24 ZRB2 ZRB2 シ"∬]ニウムカコ^ウフsツ*ホウカフ、フ F410696‡FO603754FO24623 扮カジ旧ニウムO

表10-7. キ ワ ド 変 き灸 表 ( 元 素 1

O印;ニ ュース ・シソーラスにな い用語

)

NO 実験システム

キーワー ド

FCDB

キー ワ ー ド

JOISキ ー ワー ド
.

PATOLISフ リー キー ワ ー ド ACEキ ー ワー'ド
、

1 AL AL ア恥 ニウム FO30376 アハミニウム

2 AS AS ヒソ F379242 ヒソO

3 B B 8ウソ F410735+FOO6798 劫ソO

4 BA BA バ リウム FO84850 バリウムo

5 BE BE ベ リリウム F101871 ベリ1'弘O

6 BI Bl ビ スマ又 FO88840+FOO7454 ビスマスO

98
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蓑 …10-8. キ ワ ド 変 }興 衰 ( 元 素 2 )

NO 実験システム

キーワー ド

FCDB

キ ー ワー ド

JOISキ ー ワ ー ド
.

PATOLISフ リー キ ー ワー ド ACEキ ー ワ ー ド

7 C C 9ンソ F316616+FOO7807 9ンソ

8 CA CA 加1シウム FO42089 加 シウム

9 CD CD カドミウム FO41202 カドミ弘

10 CR CR 夘 ム FO48127 夘 ム

11 FE FE テフ F341554 デッ]ウ

12 GA GA ガ リウム FO44070 ガリウムO

13 H ll 対ソ F275315+FO12444 スイソ ○

14 HF HF ハフニウム FO82600 llフニウム ○

15 LA LA ランタン Fl14606 ラン☆O

16 Ll u リタウム FIl5543 リタウム ○

17 MG HG マゲ3シ ウム F107306 マグ ネシウムO

18 MN hN マンガ ン F108574 マンガ ン

19 MO HO モリア デ ン FII2115 モリアデンO

20 . N N チッソ F324940+FO16161+FO16168 タッソ

21 NB

・

NB ニオア FO80014 二4アO

22 O 0 9ンソ F226561◆FOI7633 曽ンソ

23 P P 1ル F437605+FO17974 リンO

24 PB PB ナマリ F135636 'マ1,

25 S s イ4ウ F4351η †FO20005 付ウ○

26 SB SB アン狂 ン FO31145 アンチモンO,・

27 SC SC スカンジ ウム FO60826 肋ンジウムO

28 SI Sl ケイソ F186667 ケイソO

29 SN SN スズ

>

F285437 スズO

30 SR SR ス団ン'ウム FO63348 ス`0ンテウム0

31 TA TA タン91} FO69536 タン外O

32 TH TH 卜`'ウム FO77101 トリウムO

33 TI Tl ヲ9ン FO71600 チタン
.

34 TL TL 9リウム FO69356 タリウム ○

35 u u ウラン FO35033+FO22715 ウラン

36 V V バナジウム FO84478+FO23017 バナジ弘O

37 W u タング ステン FO69495+FO23531 9ングステンO

38 Y, Y イッ`リウム FO32368◆FO24027 イッ`リウムO

39 ZN ZN ア1ン F123073 ア1ン

40 ZR ZR ジ 臼ニウム FO60375 ジ月工ウムO
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4.1.2.標 準検 索式の 記述方式

標 準検索 式を入力 す る場合 は、表11.に 示 され るような記述方法 を採用 す る。 表

にお いて、A1,B1な どの記号 は、実験 システム用標準 キーワー ドを表わ して い

る。 なお、 端末か ら実験 システムに接続 して標 準検索式 を入力する場合 、 キー ワー

ド、カ ンマ、括弧 な どは すべて全角文字 を使用 す るものとす る。

}

・
1

表11.標 準 検索 式の 記述方 法

標準検索式 (A1,B1,C1,…)(A2,B2,C2,…)(A3,

B3,C3,…)… … …

◇ 括弧 の ネステ ィング(二 重 ・三重括弧)は 認め ない

◇ 括弧 内の キー ワー ドは、必 ず コンマで区切る

◇ 括弧 と括弧の 問には、記号 を書 いて はな らな い

酎

.

意 味 (A10RB10RC10R…)AND(A20RB20RC2

ΩR…)AND(A30RB30RC30R…)AND… ……

◇ 括弧 内の項 目間の関 係は、 すべてOR(論 理和)で ある

◇ 括弧 間の関係 は、す べてAND(論 理積)で ある

◇ 優先順 位 は、①括弧 内 ②括弧 間の順である。
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4.2.各 デ 「 タベー ス固有の検索 式へ の変 換

標準検 索式の変換方 法 について、下 記の式 を実例 として説明す る。各デー タベー

ス固有の 検索式への 具体的 な変 換方法 を、表12～15.に 示す。

標準検索式の例; ALAL203 ZRN

表12.FCDB用 検索 式への変 換方法

段階 手 順 FCDB検 索 式

1 FCDB1次 検索 メニ ューで(OR)検 索 を選

択す る。

2

2 標準検索式の最初の括弧内のキーワー ドをその

まま入力する。

一

3 2次 検索 メニ ューで(OR)検 索を選択 す る。

'

2

4 2番 目の括弧内 の キー ワー ドをその まま入力 す

る。

型

5 2次 検 索メニ ューで(OR)検 索 を選 択す る。 2

6 3番 目の括弧 内 のキー ワー ドをその ま ま入力す

る。

幽

7 次の括弧が な くな ったと ころで終了す る。 旦

ピ
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表13.JOIS用 検索 式への変換方法

段階 手 順 JOIS検 索 式

1 標準検 索式の 標準キー ワー ドを、JOIS用 キ

ーワー ドに変 換 して、1つ ずつ検索 す る。

[1]U:アIIミ ニウム

[2]U:ア}1ミ ナー

[3]U:シ 鴨月]ニウムカ]"ウ フ"ツ*テ ッ

壇

[4]u:ザ ィリョウ

2 標準検 索式 で、括弧間 は 「*」、 「,」は 「+」

に変換 す ると ともに、各 キーワー ドを番号 にす

る。 さ らに括 弧内に 「,」が使われて いな い場

合 は括弧 をはずす。

[5]U:(1+2)*3*4

表14.PATOLIS用 検索式へ の変 換方法

段階 手 順 PATOLIS検 索式

1 標準 検索式 の括弧内 を、PATOLIS用 プ リ

ーキー ワー ドに変換す ると ともに、 「,」 を

r+」 に変 換 し、番号 をつ けて入力す る。

OI,FO30376+F226206*FO303

76+FO30327

述 △廻 上

02,F324904*FO60375

迅A⊥ 鎚ΩΩ⊥二

⊂

述 一 ⊥二

2 標準 検索式 の括弧の数 だけ、&Ol*&02*&03… …

とい うように入力す る。

04,&01*&02*&03
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表15.ACE用 検索式 への変換方法

段階 手 順 ACE検 索式

1 標準検索式 の括弧 内について、 それぞれ標準 キ

ー ワー ドをACE用 キーワー ドに変 換す る とと

もに、 「,」 を 「+」 に変換 し入力す る。

[01]:ア ルミニウム+ムキカ]》'ウフ"ツ

[02]:ム キカゴ ウア ツ

[03]:£ イリヨウ

2 標準検索式 で、括弧の数 だけ01*02*03… … とい

うように入力 す る。

[04]:Ol*02*03

JOIS用 検索 式への変換に お いて は、PATOLIS用 、ACE用 の場合 と事

な り標準検索式 中の キー ワー ド1つ ず つを検索式 として入力す ることに して いる。

これは、JOISキ ーワー ドでは同 音異義語 を、 火 口 【加ウ(カザン)】、加工 【加ウ(シ

ョリ)】 の よ うに0で 説明を付 け加 えて区別 して いる。 この ようなキー・■ワー ドは、

論 理式中に直接組 み込む ことが で きな いため、JOIS用 検索式 の変換 においての

み キーワー ドを1つ ずつ入力す る方式 を採 用 して い る。

PATOLISに おいては、検索 中で質問番号 がOl～15ま で しか使用 で きな いこ

とになって いる。 したがって、標準検索 式で括弧 が16組 以上あ る場合 は、変更 ・再

入力 の要求 メッセ ージを端末画面 上に表示 させ るようにす る。
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